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クールな救急医は囲い娶ったかりそめ妻に滾る溺愛を刻む【ドクター兄弟シリーズ】










運命の出会い




　――ププププーッ！

「危ない！」

　周囲に響き渡る、甲かん高だかくて不快なクラクションの音。そして緊迫を纏まとった誰かの大きな声。それらが鼓膜を揺らした瞬間、私、吉よし木き和わ奏かなの体は勝手に動きだしていた。

　間に合って！

　こんなに必死に駆けたのは、小学校の徒競走以来だ。

　途中でパンプスが脱げたけれど、もちろん気にしてはいられない。

　あと三歩。三歩で届く。

　手を伸ばし、目の前で立ちすくむ三歳くらいの男の子を抱きかかえて、勢いのままにアスファルトに転がった。

　――キキキキーッ！

　大きなブレーキ音とともに、ドォンという雷でも落ちたかのような轟ごう音おんがして、一気に周囲がざわつきだした。

「大丈夫か!?」

「誰か、救急車！」

　いたるところから声が飛んでくる。

「ねぇ、お目々開けて？」

　私の腕の中の男の子は、額から血を流し、反応してくれない。

　西の空に沈みかけた太陽があたりを照らす。

　男の子の様子を観察するために起き上がろうとしたのに、体が自由に動かなくて焦る。右腕が燃えるように熱く、下半身は感じたことのない鋭い痛みとともに、しびれていた。

　仕事帰りに百貨店に寄り、お気に入りの化粧品メーカーの新作グロスを手に入れて帰宅途中。大通りの交差点に差しかかろうとしたとき、道路に飛び出した男の子にトラックが迫っていたのを見つけてなんとか助けたのだけれど、守りきれなかった。

　私も含めてトラックとの接触はなかったものの、勢いよく転がったので体の右側がアスファルトに叩たたきつけられてしまったのだ。

「嫌……。目を覚まして？」

　精いっぱいの受け身は取ったつもりだった。けれど、支えきれずに男の子の頭が道路にぶつかった。

「大丈夫か！」

　不安で涙がこぼれたそのとき、白いシャツ姿の背の高い男性が駆けつけてくれた。長めの前髪をかき上げる彼の大きな黒目がちな目は、鋭い眼光で男の子を見つめる。

「この子が……」

「俺は救急医だ。任せろ」

「救急医？」

　神さまがいてくれたようだ。ようやく酸素が肺に入ってくる。

　男性は、すぐさま男の子の瞳どう孔こうを確認し、脈をとり、呼吸を確認した。

「大丈夫だ、反応がある。だが、ここではなにもできない。すぐに治療を始めないとまずい」

　手が血に染まるのも気にせずてきぱきと動く彼は、私も視界に入れる。

「あなたもケガをしているね」

　彼は私の顔にかかる緩いパーマのかかった髪をよけ、ひりひりする右頬を診みたあと、右腕も確認。

「痛いよな。……それと、脚。少し触るよ」

　男の子の安否で頭がいっぱいだった私は、自分の体の痛みなど二の次だった。しかし、全身をチェックし始めた彼に右脚に触れられて、あまりの強い痛みに気を失いそうになる。

「ひびが入っているかもしれない。俺はすぐそこの野の上がみ総そう合ごう病院に勤めている。この子もあなたも必ず助ける。安心して」

　私の脚はともかく、意識のない男の子を助けると断言されて、涙が止まらなくなる。

　そのうち周囲に人だかりができてきて、彼は私の捲めくれたスカートを直してから立ち上がった。

「ドライバーは無事ですか？」

　彼は周囲を見回して、ほかにケガ人がいないか確認しているようだ。

「運ちゃんはぴんぴんしてる。そっちは大丈夫？」

　どこからか男性の声がして、トラックの運転手が無事だとわかった。

「私は医師です。すぐに治療します。救急車が近づけませんから、道を空けてください」

　誰かが呼んでくれた救急車が近づいてきた。救急車に向かって大きく手を振る彼は、終始落ち着いていて無駄な動きひとつない。さすがは救急医だ。

　近くに停車した救急車から救急隊員がストレッチャーを運んでくる。

「堀ほっ田た先生じゃないですか」

　どうやらこの先生を知っているようだ。

「偶然通りかかりました。野上に運びます。子供は脳のう挫ざ傷しょうの疑い。意識レベル二〇〇。母親は右脚の骨折の疑い。お母さん、まずこの子から先に救急車に運びます。少し待って」

　堀田と呼ばれた先生は、私を母親だと勘違いしている。けれども、ホッとしたせいかじわじわ痛みが増してきて、声も出せない。

　とにかくうなずくと、堀田先生は男の子とともに救急車に乗り込んだ。それから私も、救急隊員に連れられて同じ救急車に乗ることになった。

　車内に入ると、グローブをして聴診器をつけた堀田先生が処置を始めている。彼はあっという間に男の子に点滴をつないだ。

「野上にコールして」

　走りだした車内で救急隊員に指示を出した先生は、すぐさま電話を代わって話し始めた。

「堀田です。これから交通事故のふたりを搬送する。ドクター誰がいる？」

　彼は話しながら男の子の頭の傷を診察している。

「それじゃ、天あま沢さわに代わって」

　それから彼は、病院のドクターに私たちの症状を話し始めた。専門用語が飛び交うその内容は私にはよくわからなかったものの、短時間でそれほど患者についての情報をつかんだのかと驚くほど細かい報告だった。

「あと三分で着く」

　病院が近くてよかった。

　痛みに耐えて歯を食いしばりながら、そんなことを考える。

　堀田先生はまだ若く三十歳前後に見えるが、落ち着いた様子からこの人に任せれば大丈夫だという安心感がある。

　救急車が病院の救急玄関に滑り込んで停車すると、すぐにドアが開き、まずは男の子が運び出された。

　それを見送った堀田先生は私の様子を気にかけてくれる。右分けにされた前髪の奥の瞳が、一瞬険しくなったように見えて緊張が走った。

「病院に着いたぞ。よく耐えた。だが、ひとつだけ言わせてくれ。子供から絶対に目を離すな。いいな」

　彼は厳しい言葉を投げかけたあと、救急車を降りて走っていった。

　母親じゃないと言いそびれてしまった。

　たまたま通りかかっただけなので叱られるいわれはないけれど、きっとあの男の子と同じように交通事故で命を落とした子供たちをたくさん見てきたのだろう。冷たくも聞こえたが、当然だ。

「お母さんもストレッチャーに。お話しできるのでしたら、お母さんとお子さんのお名前と生年月日を教えてください」

　看護師がもう一台ストレッチャーを持ってきて、救急隊員と協力して私を寝かせてくれる。

「吉木和奏です。私、あの子の母親じゃないんです。飛び出したところを偶然見かけて……」

　そう伝えると、救急隊員が目を丸くして口を開いた。

「そうだったんですか。それでは、あの子のことはこちらで調べます」

「ごめんなさい。私、あの子を守れなかった……」

　堀田先生から離れたからか急に不安が襲ってきて、後悔が口をつく。

　私がもっとうまく助けられていたら、あの子は頭をぶつけなくて済んだのではないだろうか。

「お母さんじゃないのに、こんなケガまでして助けてくれたんですよね。十分立派です。堀田先生はお若いのに腕がいいんです。あとは先生にお任せして、吉木さんも治療しましょう」

　看護師に優しく諭されて、涙があふれてくる。

　うなずくとすぐに病院内へと運ばれた。

　消毒液の鼻をつく匂いが漂う部屋の照明がまぶしくて、思わず目を閉じる。

　カーテンで仕切られている初療室は、殺伐とした空気が漂っていた。

「わかるか？　わかったらこの手を握って」

　隣で堀田先生の声がする。男の子の治療をしているのだ。

「すぐにＣＴ行くぞ。準備は？」

「できています」

　看護師らしき女性の声も緊迫している。

「天沢、お母さん頼んだ」

「了解」

　先ほど電話をしていたドクターのようだ。凛り々りしい声の返事のあとに、ストレッチャーは出ていった。

　それから新しいグローブをはめながら、堀田先生と違たがわぬ背の高い優しそうなドクターがやってくる。

「お母さんも治療しますね」

「天沢先生、お母さんじゃないそうで……」

　看護師から事情を説明された先生は、大きな二重の目を見開いて驚いている。

「そうだったんですか。堀田の勘違いか。失礼があったらすみません」

「いえ。私も言えなくて……」

　そんなことよりあの男の子の治療が先だった。

「脚、腫はれてますね。ちょっと触れますね」

　天沢先生は堀田先生と同じように脚に触れて診察していく。

「痛……っ」

「男の子が終わったらレントゲンを撮ります。頭はぶつけていないですか？」

「はい。私は大丈夫です。あの子を助けて……」

　心配でたまらず涙声になる。すると天沢先生は私の顔をのぞき込んだ。

「もちろん助けます。そのために我々がいるんです。でもあなたも同じように大切だ。本当に頭をぶつけていないですか？　痛いところは全部教えてください」

「……頭はぶつけていません。ただ、右腕と背中が痛いです」

『あなたも同じように大切』と言われてようやく少し冷静になれた私は、正直に話した。あの子に比べたら私の傷なんてたいしたことはないと我慢していたからだ。

「わかりました。まずは痛みのあるところの治療から入って、念のために全身チェックしますね」

「お願いします」

　緊迫した空気の中、私を安心させるためか優しく微笑む先生のおかげで、ようやく気が緩んだ。




　全身をくまなく検査してもらった結果、私の右脚は堀田先生の見立て通り、脛けい骨こつにひびが入っていた。幸い靭じん帯たい損傷はなかったものの、ひびといっても立派な骨折。手術は必要ないけれど、ギプス固定をしなければならないらしい。ギプスが外れたあとも、リハビリがあるとか。

　それもつらいが……右腕の挫ざ創そうがかなりひどく、何針も縫う羽目になった。こちらも包帯でぐるぐる巻きにされ、ズキンと痛みが走る。

　ほかにも背中や頬に傷ができていて、こちらも処置してもらったため、全身包帯や皮膚保護剤でいっぱいになってしまった。

　身寄りがいないと話したら、万が一急変したら対処できないからとひと晩の入院が決定した。

　私の治療がひとまず終わると、天沢先生は手術が始まったという男の子のところに走っていく。どうやら脳内に出血が見つかったようだ。

　脳神経外科の専門医も呼ばれたようで、先生たちがなんとかしてくれると信じるしかない。

　看護師に付き添われて外科病棟に移ったあと、待ち構えていた警察官から事情聴取を受けた。といっても、あの男の子が道路に飛び出したところしか見ておらず、たいして役に立たなかったと思う。

　ただ、あの子の両親と連絡が取れて手術室に駆けつけたと聞いて、ようやく役目が終わったとホッとした。

　安心したからか、そのまま眠りに落ちてしまった。

「痛い……」

　全身を走る痛みで起きたのは、深夜二時。救急で投与された鎮痛剤が切れてきたのだ。

　ナースコールをして薬を追加してもらったものの、目が冴さえてしまって眠れない。

　どこからか聞こえてくるピッピッという心電図音に、不安が煽あおられてしまう。

「あの子、大丈夫かな……」

　手術がどうなったかわからなくて心配が募る。

　思いがけず大変な一日になってしまった。

　あのとき、なりふり構わずトラックの前に駆け出していったのは、高校二年生のときに両親を交通事故で亡くしているからだ。

　あれは、ちょうどこのくらいの暑い時季の日曜日だった。両親が乗った自家用車がわき見運転のトラックに正面から衝突され、ふたりとも天国に旅立ってしまった。

　親子三人、仲がいい家族で、しばしば一緒に買い物にも出かけていたけれど、その日私は友人と外出していて難を逃れた。両親をそろって亡くしたダメージは計り知れず、それからしばらくの間の記憶がないほどだ。

　遠縁の親戚に助けてもらいながら、なんとか高校を卒業。コーヒー通だった両親の影響でコーヒーが大好きだった私は、『プレジール』というシアトル発の人気カフェチェーンに就職した。それから五年。二十三歳になるまで勤めていた神か奈な川がわ県の店舗から、東とう京きょう都内にある店に一週間ほど前に配置換えになったばかりだ。

「助かったよね、きっと」

　窓の外のきらめく星を見上げながら、天国の両親に話しかける。

　男の子が意識を失ったときは気が動転していて、もっとうまく助けられたのではないかと涙が流れた。でも、天沢先生やナースに『吉木さんがいななければ、あの子は亡くなっていましたよ』と言われて、できることはしたと思うようにした。そうでなければ心がつぶれてしまいそうだからだ。

　仕事、どうしよう。

　今いる店舗は『Laラ merメール TOKYOトーキョー』というビルに入店していて売り上げも大きく、いつも混雑している。ようやく新しいキッチンの動線に慣れてきて、これから戦力として働かなければならなかったのに、このケガでは接客も裏方も難しい。

「困ったな……」

　せめて腕だけでも治ればレジには立てるかもしれないけれど、少し動かすだけで痛みが走る状態ではさすがに困難だ。

　ただ、あの子の命が助かったのならと思う自分もいる。

　幸い明日はお休み。電話で事情を話してしばらく休暇をもらおう。

　そんなことを考えているうちに、まぶたが下りてきた。鎮痛剤が効いてきたようだ。

　なるようにしかならないのだから余計なことを考えるより寝てしまおうと思った私は、再び眠りに落ちていった。




　翌朝一番で整形外科のドクターに脚のギプス処置を施してもらい、外科のドクターにそのほかの傷を診てもらう。経過に異常がないと判断された私は、無事に退院の許可が下りた。

　目に見える傷だけでなく、全身を激しくぶつけたせいであちこちが痛い。それに、昨日より皮膚が青黒く変色していてなんとも痛々しいが、とにかく新たな症状が発生しなくてホッとした。

　退院の際にナースステーションに寄ったとき、男の子の手術が無事に成功したと聞き、安あん堵どのため息が漏れた。

　お世話になったお礼を言ってからエレベーターホールに向かっていると、「吉木さん」と私の名を呼ぶ堀田先生が駆け寄ってくる。

「……間に合った。昨日は申し訳ありませんでした」

　助けてくれたのに、いきなり頭を下げられてなにがなんだかわからない。

「謝られることなんて、なにも」

　肩で息をする彼に返すと、首を横に振っている。

「あの子のお母さんではないと聞きました。しっかり確認もせず、ひどいことを言いました。申し訳ありません」

　それでわざわざ謝りに来たとは。

　昨日の言動から近寄りがたい印象があったのだけれど、あれは緊迫した場面だったからなのだろう。とても律りち儀ぎな人のようだ。

「言えなかったのは私ですから、どうぞ気になさらないでください。あの子を助けてくださり、ありがとうございました」

　きっと手術がうまくいったのも、堀田先生の処置が早かったおかげだろう。

「私は救急医ですから、当然のことをしただけです」

　以前、テレビのドキュメンタリー番組で、救命救急の現場の過酷さを放送していた。毎日凄絶な症例と向き合い、それでも決してあきらめず……走り回るドクターを見て感動した。

　当然のことと言いきる彼は、まさにそんなドクターだ。

「……あの男の子は、あれからどうしていますか？」

　ずっと容体が気になっている私は、男の子について尋ねた。

「無事にオペは終わりました。まだＩＣＵですが、すぐに一般病棟に移れると思います」

「よかった」

　執刀した本人から聞けて、緊張が抜けていく。

「吉木さんは腕の挫創がかなりひどかったようですが、痛みはいかがですか？」

「私は大丈夫です」

　そう言いつつ少し動かすと、ズキッとした痛みが走り顔が引きつる。

「あの子と吉木さんを比べているわけではありませんよ」

「えっ？」

「あの子はもちろん痛いしつらいでしょう。でも、あの子と比べて大丈夫かどうか聞いているわけではありません」

「あ……」

　天沢先生と同じだ。本音を話せと言っているのだ。

「痛い、です。鎮痛剤が切れると眠れなくて、夜中に追加していただきました」

「そうですよね。利き腕は右ですか？　うまく使えなくて不自由ですよね」

「はい、右です。ただでさえ引っ越してきたばかりで慣れていないので、どうしようかと……」

　本音を話すように促されて気が緩んだ私は、余計な弱音まで吐いてしまった。

「引っ越し……。そうでしたか」

「すみません。余計な話でした」

「余計な話ではありません。不安で当然です」

　そのとき、堀田先生のＰＨＳが鳴りだした。

「ちょっと失礼します」

　私に断ってから電話に出た彼の表情が一瞬にして引き締まる。

「わかった。すぐに行く。輸液の用意しておいて」

　どうやら救急車が入るようだ。

「玄関までお送りしたいのですが……」

　電話を切った彼は申し訳なさそうに言うけれど、私より緊急性のある患者対応をすべきだ。

「お気になさらず。どうぞ行ってください」

「はい。……ご家族がいらっしゃらないとうかがいましたし、吉木さんも全身を強く打っていますので心配です。もし異変があれば……」

　堀田先生はポケットからメモ帳を取り出してなにかを書き、私に手渡す。

「ここに電話をください。私の携帯につながります」

「いえ、そんな」

「我慢に我慢を重ねて悪化させる患者さんがいるんです。吉木さんはそういうタイプな気がして。それに、いきなり失礼なことをしたお詫わびです。それでは」

　堀田先生は、あっという間に救急外来のほうへと走り去る。私の手には、電話番号が走り書きされたメモが残った。

「当たってる、かも」

　両親を亡くしてから、あれよりつらいことなどこの世にはないと、なんでも我慢しがちだ。親戚にこれ以上迷惑をかけるわけにもいかず、頼れる人がいないのもあり、そうやって自分を鼓こ舞ぶしていないと心が折れてしまいそうなのだ。

　それにしても、それをあんな短時間で見抜くとは。救急車の中で、うめきもせずに耐えたからだろうか。

　きっと彼は、私を母親と間違えて叱ってしまったことに罪悪感を抱いて、こんなに親切にしてくれるのだろう。

　堀田先生の厚意をありがたく思い、メモをバッグにしまった私は、慣れない松葉杖を必死に操り、タクシーでマンションに帰宅した。

　しかし、精神的な動揺があるからなのか、生理が予定よりずっと早く来てしまいダブルパンチだ。

　鬱うつ々うつとした気持ちを抱えながら、職場に電話を入れて事情を話した。

　シフトを組み直さなくてはならないため、ため息をつかれるのではないかと恐れていたのに、四十代の男性店長に『それは大変』と心配してもらえて、あっさり休めることになりひと安心。

　そもそもプレジールはＣＥＯができた人で、産休や育休はもちろんのこと、生理休暇や介護休暇などにも理解があり、福利厚生がかなり充実している。

　とはいえ、現場では空いたシフトの穴埋めを誰かがすることになるため、嫌な顔をされることもあるのだ。けれど、『アルバイトを増やして対応するから、早く元気になって』と励まされてホッとした。

　その後はとにかく体がだるくてベッドに入ると、再びうとうとしてしまった。

　激しい痛みにうなされて目覚めたのは、朝の四時。鎮痛剤を追加したものの、想像以上の痛みで瞳がにじむ。

　大きなケガをしたせいか体が鉛なまりのように重く、右手の感覚も鈍い。昨晩は入院なんてしなくてもと思ったけれど、近くにドクターやナースがいてくれるという安心感の大きさを思い知ることになった。不安でたまらないのだ。

　このまま治らなかったらどうしよう。後遺症が残ったら……。

　真っ暗な部屋では心細くてネガティブになってしまう。照明をつけて、もう一度布団に潜もぐり込んだ。




　眠れないまま朝を迎えた私の気持ちは沈んでいた。

　仕事はどうにかなったものの、問題は日常生活。まだ無理は禁物ということで、ベッドで過ごしているけれど、トイレと食事はなんとかしなくてはならない。

　トイレに行くのも意を決してという感じで、料理はとても無理そうだ。

　朝と昼は常備してあった食パンをそのままかじり、ソーセージをレンジで温めるだけの味気のないものでしのいだ。なにせ利き腕がうまく使えないので、卵も割れない。それに傷の疼うずきと精神的なダメージのせいか、まったく食欲がなくて困った。

　それでも食べなければ回復しないと思い、レトルト食品をネットスーパーで購入した。夕方になって配達されたものを玄関から運び、冷蔵庫に入れるだけでも傷がズキズキして冷や汗が出る。

　徐々に痛みが引いていくとばかり思っていたけれど、ひどくなってきた。特に右腕の痛みは相当で、腐り落ちてしまうのではないかと思うほど。次の外来までこのままにしておいて大丈夫なのだろうか。

　これほど大きなケガをするのは初めてでなにもわからず、恐怖ばかりが頭を駆け巡った。

　不安に押しつぶされそうになった私は、スマホを手にして電話帳に登録しておいた堀田先生の電話番号を表示させる。外来はもう終わってしまっているため、今の症状を話して、次の受診まで待っても問題ないか尋ねたいのだ。

　しかし、自分の我慢が足りないだけではないかとか、忙しい彼の手を煩わずらわせてはいけないとか、様々なことを考えてなかなかボタンを押せない。

「どうしよう」

　けれど、堀田先生は『我慢に我慢を重ねて悪化させる患者さんがいる』と話していた。このまま手遅れになるようなことがあったらまずいと、思いきってボタンを操作した。

　十コールでつながらなければ、電話どころではないだろうから切ろう。そう思ってコール音を数えだす。

　八コール、九コール……。切るためにボタンに手を置いたそのとき、『もしもし』という堀田先生の声が聞こえてきたので慌てて耳に持っていく。

「も、もしもし。吉木です。事故でお世話になりました……」

『すみません。寝ていたので気づくのが遅くなりました』

「起こしてごめんなさい。切ります」

『ちょっと待って』

　ドクターたちは昼夜関係なく働いている。寝ているかもしれないと考えなかった自分の浅はかさに後悔して電話を切ろうとすると、堀田先生の慌てた声が聞こえてきた。

『気にしないでください。それより、どうかしましたか？』

「……あの、右腕がすごく痛くて。も、もげてしまうんじゃないかと思うほどで」

『それはつらいですね。鎮痛剤は？』

　私より重症の患者を診ている彼に、このくらいのことで電話をするなんてとあきれられているのではないかと心配したけれど、返ってきた言葉は優しかった。

「飲んでいますが、すぐに効き目が薄れてしまいます」

『右腕は昨日と比べて腫れたりしていませんか？』

　指摘され、改めてまじまじと右腕を眺める。見ると余計に痛くなる気がして目をそむけていたのだ。

「包帯をしたままなのでケガの部分はよくわかりませんが、昨日より腕が太い気が……」

　左腕と比べると一目瞭然。腫れ上がっている。

『熱を持ってますよね』

「はい」

『処方された薬の名前、わかりますか？』

　堀田先生に尋ねられ、薬剤の名称や副作用等が記された書類を出して読み上げた。

『傷が炎症を起こしていると思われます。決してもげたりはしませんが、抗生剤が効いていないのかもしれないので変えましょうか』

「そうですか。それでは明日外来を受診して、外科の先生にお話ししてみます」

『ちょうど、吉木さんにお渡ししたいものがあるんです。一度病院に行って、これから薬を家までお届けします』

「そんなお手間をおかけするわけにはいきません」

　願ってもない申し出だけれど、症状を聞いてもらえただけで安心できた。ひと晩なら耐えられそうだ。

『預かっているものを早くお見せしたくて。うかがってもよろしいですか？　もちろん、ご迷惑でなければですが』

「迷惑だなんてとんでもないです。私こそご迷惑では？」

　預かっているものとはなんだろうと思いつつ、声が大きくなる。

『大きな勇気で賢けん治じを助けてくれたあなたに、すごく感謝しています。このくらいさせてください』

　賢治とは、あの男の子のことだろう。賢治くんの家族でもない彼がそこまでする必要はないけれど、ここは厚意を受け取ってもいいだろうか。

「助けてくださったのは堀田先生ですよ。でも、とてもありがたいのでお願いしてもよろしいでしょうか」

『もちろんです。二時間ほどしたらうかがいます』

　私はお言葉に甘えて、自宅の住所を知らせて電話を切った。




　堀田先生が来てくれるとわかったからか、少し腕の痛みが軽減してきたような気がする。やはり気持ちを強く持つことは大切だ。

　電話から一時間半。ベッドで横になっていた私は、トイレに行こうと立ち上がった。

「しまった……」

　そういえば、生理用品が少なくなっていたのを忘れていた。

　それだけネット注文するのもなんとなく気が引けるし、薬局はマンションを出て徒歩三分のところにある。先ほど鎮痛剤を追加したところなので、今なら痛みも少ない。堀田先生が来るまでに買いに行けるかもしれない。

　ポケットに財布とスマホだけ入れて松葉杖を持ち、家を出た。

　私が住んでいるのは五階建てのマンションの三階。玄関ホールまではエレベーターがあるのでさほど苦労しなかったが、問題はこれからだ。

　松葉杖なんて人生初なのでうまく使えず、とにかくもたもたしてしまう。

　必死の思いで横断歩道を渡り、なんとか薬局に着いたときには疲れきっていた。

　早く横になりたい。まさかこの距離でそんなふうに思う日が来るとは。

　無事に生理用品を手に入れて、マンションを目指す。

　マンション前の横断歩道を渡り終えてなんとかなったと思ったそのとき、「どうしたんですか？」という男性の声が背後からして背筋が凍った。何度も聞いたこの声の主は、藤ふじ野のさんに違いない。

　彼は以前勤務していた神奈川県の店舗に一年ほど前から通っていた常連客だ。三十代後半だと思われる彼は、細身で黒縁の眼鏡をかけている。私に好意を抱いてくれて半年ほど前に告白されたものの、私のほうに交際する気はなくお断りしたら、しつこく絡んでくるようになった。

　転勤したのも彼がストーカー化して、当時住んでいた家まで訪ねてくるようになったから。店での待ち伏せもどんどんエスカレートしたため、店長と相談のうえ本社に掛け合い配置換えをしてもらったのだ。

　引っ越し業者に事情を話して夜逃げ同然の引っ越しを済ませ、神奈川の店舗のスタッフにも転勤先は伏せられていたはず。

　それなのにどうしてここにいるの？

　恐怖で振り返ることができず、立ちすくむ。この脚では逃げようにも走れない。

　そうしているうちに、回り込んできた藤野さんが私の前に立ち、顔をのぞき込んできた。

「こんなにひどいケガ、どうしたの？　買い物なら、言ってくれれば僕が行ってくるのに」

「あなたには関係ありません」

　どうしたらいいのか必死に考えるも、恐怖で頭が真っ白になり反論するだけで精いっぱいだった。

「冷たいこと言わないでよ。僕たちの仲じゃないか」

「……交際はお断りしたはずです。もう私にかかわらないで！」

　とにかく離れなければと松葉杖を前に出したものの、腕にかけてあった買い物袋を取り上げられてしまった。

「返して」

「僕が持つよ。ほら、つかまって」

「嫌……。触れないで。お願い、離れて！」

　左手をつかまれて振りほどくも、バランスを崩して倒れてしまった。

　倒れた衝撃で全身に強い痛みが走る。

　泣いたらダメだ。弱みを見せてはつけあがる。

　歯を食いしばり、立ち上がろうとしたそのとき。

「大丈夫か!?」

　別の男性の声がして、助かったと安堵の涙がこぼれた。

　私の肩に手を置いて「つかまれ」と言ったのは、淡いブルーのシャツにジーンズ姿の堀田先生だ。

　堀田先生が私たちの間に少し乱暴に体を割り込ませたのに驚いたのか、藤野さんは一歩あとずさった。

　堀田先生は私がおびえているのに気づいたようだ。

「追い返していい？」

　小声でそうささやかれてうなずくと、脇に手を入れて立たせてくれた。そして放心して立ち尽くす藤野さんをにらみつける。

「俺の女になんの用だ」

「はっ？」

「俺の女になにをした」

　腹の底から出したというような低くて鋭い声は、緊張を誘う。あんぐり口を開けた藤野さんは目をきょろっと動かして動揺している様子だ。

「吉木さんは、僕と付き合うんだ」

「なにを寝ぼけたことを言ってるんだ。和奏は俺と結婚する」

　和奏と呼び捨てされたうえに、突然の結婚宣言。もちろん場を取り繕うための嘘うそだとわかっているものの、ドキッとしてしまった。

「結婚？」

「ああ、そうだ。そうだよな、和奏」

　腰を引き寄せて視線を合わせた堀田先生に尋ねられ、コクコクとうなずく。

「そう。私は彼と婚約したの」

　怖くて体が震える。けれど、堀田先生の手に力がこもり、少し落ち着きを取り戻した。

「なん、で？　僕という男がいながら……」

　きっぱり告白を断ったのに、どういう理屈なのか理解できない。

「交際はお断りしたはずです。どうやってここがわかったんですか？　ストーカー行為はやめて！」

　きっと堀田先生がいなければここまで言えなかった。でも、もう終わりにしたい。おびえながらの生活はもう疲れた。

「どうやってって……。君が真夜中に引っ越しなんてするから大変だったんだよ。タクシー代、結構かかってさぁ」

　まさか夜中の引っ越しまで見張られていたなんて。全身に鳥肌が立ち、恐怖で呼吸が浅くなる。

「ちょっと待ってて。もうすぐこのマンションに空室ができるんだ」

　まさか、そこに引っ越そうと？

　ダメだ。まともに話してわかってもらえる相手ではない。

「お前、さっきからなに言ってるんだ。和奏は俺の女だ。お前のものには決してならない。手を出そうものなら、お前を社会から抹殺してやる。とりあえず、警察を呼ぼうか」

　電話ではあれほど丁寧だったのに、堀田先生の声は凄すごみがあり私まで背筋が伸びる。

「な、なんだよ」

　堀田先生が怒りに満ちた目で藤野さんをにらむと、怖気づいたのか藤野さんは顔を引きつらせて走り去った。

「おっと」

　ふと気が抜けて座り込みそうになると、堀田先生が支えてくれる。

「大丈夫？」

「は、はい。あっ、あり、ありがとうござ……」

　恐怖のあまり歯がカタカタと音を立てていて、うまく話せない。

「とにかく落ち着こう。住まいはこのマンションだよね」

　彼は目の前のマンションを見上げて言う。

「……はい」

「さっきの男、このまま引き下がるとも思えない。ここにいるのは危険だ」

「そんな。あの人のせいで逃げてきたのに」

　引っ越し費用もバカにならなかったし、このケガでまた物件探しをしなければと思うと気が重い。それに……夜逃げしても見つかるなら、どうしたらいいのだろう。

　激しく動揺した私は、泣きそうになるのをこらえて歯を食いしばった。すると、フワッと抱き寄せられてひどく驚く。

「俺が守るから心配いらない」

「えっ？」

「震えてる……。大丈夫だ。全部俺に任せて」

「先生……」

　優しい言葉にこらえていた涙が流れた。彼が来てくれなければ、今頃どうなっていたことか。

　背中に回した手を緩めて私の顔をのぞき込んだ彼は、大きな手でそっと涙を拭ってくれる。

「今から部屋に行って、当面必要なものをカバンに詰めて。近くに車を停めてあるんだけど、玄関に回すから。とりあえず一緒に出よう」

「一緒に？」

「そう。まだどこかで見ているかもしれない。なにか起こる前に逃げたほうがいい」

　彼の言う通りだ。職場や住まいを変えても追ってくる執着を見せるのだから、きっとどこかで見ているはずだ。

　巻き込むのは申し訳ないけれど、この不自由な体ではどうにもならない。頼らせてもらおう。

「はい」

「とにかく部屋まで一緒に行くよ。俺が迎えに行くまで絶対に玄関を開けないで。いいね？」

「わかりました」

　事故のときてきぱきと処置していた彼らしく、即断即決という感じで私に指示を出す。

「はい、持って」

　そしてなぜか松葉杖を持たせたかと思うと、私の背中と膝裏に手を回して抱き上げた。

「先生？」

「松葉杖、慣れないと歩けないだろ？」

「でも……」

　こんなふうに横抱きにされたのは初めてで、恥ずかしさのあまりたちまち耳が熱くなる。

「あっ、背中痛い？」

「それは大丈夫ですけど、歩きますから。重いですって！」

　ドクターにこんなことまでさせてはいけないとそう言ったのに、彼は構わず進む。

「救急って、力もいるんだよね。だから全然平気。こんなときくらい頼って」

「でも！」

　百五十八センチの私より二十センチ以上背の高い彼は、たしかに余計なぜい肉などなさそうで、鍛えているのだろうなと思わせる体つきをしている。

　とはいえ、ここまでしてもらわなくてもと焦って首を横に振ると、彼はふと立ち止まり私に視線を送った。その際、彼の右目の少し下にある小さなほくろを発見した私は、距離の近さを改めて意識してしまい、たちまち鼓動が速まっていく。

「このほうが婚約者らしいだろ？」

「あ……。はい」

　藤野さんが見ていると想定しての演技のようだが、それにしたって照れくさすぎる。

　納得して力を抜いて体を預けると、彼は満足そうに微笑み、なぜか整った顔を傾けて近づけてくるので、思わず息が止まる。

　唇と唇が触れるまであと数ミリ。突然の出来事に反応できないでいると、やがて彼は離れていった。

「キス」

「は？」

「したように見えただろ」

　どうやらこれも演技のようだ。

　そんな念入りに見せつけなくてもと思ったけれど、藤野さんへのけん制という意味では正しい対処なのかもしれない。とはいえ、受け止めきれず目が泳ぐ。

　一方彼は平然とした顔で再び歩きだした。

　そのままマンションに入ってエレベーターに乗り、ようやく私の部屋の玄関で下ろしてもらえたものの、心臓が高鳴ったまま静まってくれない。

「傷はどう？　まだ痛い？」

「はい。右腕がすごく」

　藤野さんの接触で動転していたけれど、右腕の痛みは相変わらずで、指先まで痛い。

「うん。ここを離れてから診察する。着替えだけ用意できる？」

「できます」

　そう答えると、真剣な表情の彼はうなずき、私の目線に合うように腰を折った。

「絶対に無理をしないこと。俺だと確認してから鍵を開けること」

「わかりました」

「怖いだろうけど、すぐに戻ってくるから」

　まるで子供に言い聞かせるような言い方だったけれど、声色が優しくて気持ちが落ち着いてきた。

「はい」

　返事をすると、彼はすぐに身をひるがえして出ていった。

　まさか、また助けられるとは。でも、彼が来てくれてよかった。藤野さんにここまで追いかけてこられるとは想定外で、まったく対応できなかったから。

　慣れ親しんだ店舗から移り、引っ越しまでしたというのに、この先どうしたらいいのだろう。堀田先生が婚約者の振りをしてくれたとはいえ、あれほどしつこくつきまとわれては嘘だとばれてしまうに違いない。そうなったらどうしたら……。

「用意しなくちゃ」

　とにかく今は、ここから離れたい。とても今晩ここで眠る気にはなれないのだ。

　私はクローゼットからキャリーバッグを取り出して、当面の生活用品や洋服などを詰め始めた。




　堀田先生は宣言通りすぐに戻ってきた。荷物を持ち、松葉杖をうまく使えない私に肩を貸してくれる。

　エレベーターに乗り込むと、彼は再び話し始めた。

「一応男の姿は見えない。でも、またタクシーで追いかけてくるかもしれないから撒まくつもりだ」

　まるで映画のような展開に息を呑のむ。でも、自分ではどうしようもないので、すべて任せようとうなずいた。

　すると彼はなぜかふっと笑う。

「緊張しすぎ。大丈夫。俺がいるだろ？」

　彼に引きつっているだろう頬を軽くつねられて、緊張が和む。しかしエレベーターが一階に到着し、気を引き締めた。

　さすがはドクターだ。玄関の目の前に停められているのは、おそらくかなり高価な濃紺のＢＭＷステーションワゴン。

　堀田先生は私を助手席に座らせると、ラゲッジに荷物を入れてすぐに運転席に回る。そしてあっという間にエンジンをかけて走りだした。

　運転しながらちらちらとバックミラーを確認しているが、ついてきているのだろうか。

「車通りが多いし、暗いからよくわからないな。やっぱり撒いておいたほうがよさそうだ」

　そんな言葉に顔が引きつる。すると彼は続けた。

「別にカーチェイスするわけじゃないから、緊張しなくていい。吉木さんって緊張すると息を止める癖くせがあるよね」

　それで気づいたのか。観察眼が鋭いのは救急医だから？

「そうかもしれません」

「息はして。呼吸は大事だからね。それじゃあ、始めますか」

　彼はそんなことを言いながら、車線変更を何度も繰り返す。そして大きなホテルの地下駐車場に車を滑り込ませた。

「このホテル、学会のレセプションでよく使うんだ」

　ここは『アルカンシエル』という一流ホテル。利用した経験はないけれど、有名なので私も知っている。でも、それがどうしたのだろう。

「……はい」

「あまり知られていないけど、ここの駐車場は裏口があって、ＶＩＰがお忍びで使っていたりする。そこから出よう」

　ホテルに入ったと見せかけてすぐに出るのか。

　彼は一旦地下二階まで車を進め、奥へと進む。すると話していた通り、出口に向かう別の通路があり、さらに進むと料金支払いゲートがあった。彼はそこでお金を支払い裏通りに合流する。

「さすがにこれで大丈夫だろ」

　ホッとして大きく息を吸い込むと、クスクス笑われてしまった。

「だから、呼吸は大事」

「そうでした。……あの、これからどちらに？」

　藤野さんを振り切ることしか考えていなかったけれど、どこに向かっているのだろう。

「俺のマンション」

「えっ？」

「自分の女くらい守らないと」

「いえ、それはあの……」

　藤野さんから引き離すための嘘だったのだから、もういいのに。

「あの男にずっとストーカーされてるの？」

「はい。実は――」

　それから私は、プレジールに勤めていることや、藤野さんとの今までの経緯をすべて打ち明けた。

「変なのに引っかかったな。世の中にストーカーという存在がいるのは知ってるけど、ここまですごいのは初めてだ。鳥肌立った」

　私もさっき藤野さんに声をかけられた瞬間を思い出すと、今でも全身の肌が粟あわ立だつ。

「吉木さん、優しいんだろうね。その優しさを愛だとはき違えるやつがいる」

「別に優しくはないかと……」

　そう口にしたけれど、藤野さんが私に執着するようになったのは、彼がジャケットにコーヒーをこぼしたのを見て、染み抜きの応急処置をしたのがきっかけだ。もちろん藤野さんだからそうしたわけではなく、老若男女問わず同じように対処したと思う。

　あれを彼だけに向けた優しさだと勘違いされたとしたら、なんとも複雑だ。

「このまま引き下がるとは思えない。結婚宣言までしたし、結婚する？」

「は？」

　彼がなにを言いだしたのか理解できず、間が抜けた声が出た。

「それくらいしないとあきらめないと思うぞ。結婚してもどうだかあやしいけど……」

「やめてください」

　想像もしたくない。

「ごめん。でも俺、妻は全力で守るよ」

「さっきから、なにをおっしゃっているのかわからないのですが」

　正直に胸の内を告白すると、「それもそうだ」と笑っている。

「もう着くから、話はあとだ。とにかく今日は俺の部屋に泊まりな。そのケガじゃ襲えないし」

　とんでもない発言に瞬きを繰り返していると、彼はケラケラ笑いだした。

「吉木さん、そういう顔もするんだ。出会ってからずっと顔が険しいから」

　まさか和ませようと？

「もちろん冗談だから。あんな怖い思いをしたあとなのに、手を出したりしない。あっ、でも、出してほしければ言ってくれれば――」

「結構です！」

「だよな」

　ずっとおかしそうに肩を震わせている彼は、再び口を開いた。

「今日はひとりじゃ怖いだろ？　それに傷も心配だし、診察させてくれないか」

　たしかにホテルをとったとしても眠れない。一緒にいてもらえるととてもありがたい。

「わかりました。お世話になります」

「了解。うち、そこ」

　彼が指さしたのは立派なタワーマンションだ。

「こんなすごいところ……」

「買ったはいいけど、忙しくて寝に帰ってくるだけなんだ。って、帰ってくるのも面倒で病院に泊まったりもしてるけど」

「そうなんですか」

　やはり忙しいらしい。

「目の前に患者さんがいるのに、時間になったから帰りますとは言えないだろ？　もちろんそんなつもりは毛頭ないけど」

「わかってます」

　彼がそんな人だったら、あの事故のときだって助けてくれなかっただろう。

「部屋も空いてるし、なんだったら吉木さん好きに使っていいよ。家賃もいらない」

「そこまでしていただかなくても」

　彼は頼れる家族もいない私の切羽詰まった状況に同情しているに違いない。けれど、偶然かかわっただけの私にそこまでする必要はないのに。

　きっと優しい人なのだ。話し方も刺とげ々とげしくなくて、助けてもらったときの印象とはまるで違う。あのときは緊迫していたので、当然といえば当然だけど。

「まあ、ゆっくり考えて。まだ体が万全じゃないのに疲れただろう？　今日はとにかく体を休めよう」

　とてもありがたい申し出だった。そろそろ鎮痛剤の効果が薄れつつあり、痛みも増してきている。おまけに逃げきれたと思っていたストーカーに捕まるという悪夢のような出来事があり、なにを考えたらいいのかわからないほど心も疲弊していた。

「それにしても、こんな薄暗くなってからどこに行ってたんだ？」

「あ……」

　生理用品のことなんてすっかり頭から飛んでいた。あの買い物袋は……藤野さんがそのまま持ち去ったような。中を見られていると思うと気分が悪い。

　余計なことまで考えて顔が険しくなる。

「どうした？」

「いえ。ネットで注文し忘れてしまったものがあって、少し買い物に」

「そうか。食べ物はそれなりにあるけど、必要なものがあれば俺が代わりに買ってくるぞ」

「とんでもない！」

　生理用品はバッグの中にふたつほど忍ばせてあるけれど、到底それだけでは足りない。どこかで調達しなければならないけれど、男性には言いにくい。

　どうしよう……。

　黙り込んでうつむいていると、そのうち車はマンションの地下駐車場に滑り込んだ。

　慣れた様子で車を所定の位置に停めた彼は、パーキングブレーキをかけて私を見つめる。

「遠慮はいらない」

「大丈夫――」

　言葉が途中で止まったのは、彼の長い指に唇を押さえられたからだ。

「大丈夫という口癖、やめたほうがいい。俺たち医者も包み隠さず症状を教えてもらわなければ適切な処置ができないんだよ」

　口癖か……。そうかもしれない。

　ひとりでなんでもしなくてはと気を張って生きてきたから、自分に言い聞かせるためにも『大丈夫』という言葉をよく口にしてしまう。

　そういえば、天沢先生にも叱られたっけ。

「俺、そんなに頼りない？」

「そんなことは決して！」

　あの的確な処置や指示を目の当たりにしたのに、頼りないなんて思うはずがない。

　さっきだって、とっさに機転を利かせて守ってくれた。その上、自分の家にまで泊めてくれるというのに。

「それじゃあ、教えて」

　これは言うしかないようだ。

「あの……。せ、生理用品が欲しくて」

　顔が真っ赤になっている自信がある。こんなことを男性に伝える日が来るとは思わなかった。

「あっ、そうか。言いにくかったね。ごめん」

　彼は私を励ますかのように頭をポンポンと叩いて謝る。

「でも俺、一応医者なんだ」

「もちろん知ってます」

　それがなんだろう。発言の意図がわからず首を傾げる。

「生理用品くらいでびっくりしないし、特に恥ずかしくもない。快適に生活するためには必要なものだ。まず部屋に行こう。それから買いに行ってくる。食べたいものがあればついでに。夕飯は？」

「まだです」

「その手じゃ大変だっただろ。ろくに食べてないと見た」

　正解だ。でも、痛みもあるしだるくてさほど食欲がない。

「俺も食べてないから、なんか買ってくる。希望は？」

「……それじゃあ、アイスクリームを」

　食事より冷たいものが食べたい。

　正直に伝えると、彼は私の額に手を当てた。

「熱があるな」

「えっ？」

「それだけ大きなケガをしたんだし、傷が炎症しているなら無理もない。荷物は俺があとで運ぶから、とりあえず部屋で横になろう」

　彼は車を降りて助手席側に回り、また私を抱き上げた。

「だ……ありがとうございます」

　また『大丈夫です』と言いそうになり、代わりにお礼を口にした。きっと歩けると主張しても彼はやめない。それなら甘えてしまおう。

　すると正解だったのか、彼はふっと笑みを漏らして私に優しい視線を送り、満足そうにうなずいた。

　すさまじい速さで上がっていくエレベーターが到着したのは三十六階。堀田先生はスタスタと足を進める。そして、とある部屋の前で私を下ろして、鍵を開けた。

「ここ。どうぞ」

　ドアを開けて私を支えるようにして玄関に足を踏み入れた彼は、すぐさましゃがみ込んでサンダルまで脱がせてくれようとする。

「そのくらいはできますから」

「いいから甘えておけ。賢治の命の恩人なんだから大切にしないと」

　それから再び私を抱き上げて、右側のドアを器用に開けて入っていく。その広い部屋は寝室で、キングサイズのベッドが置かれていた。

「飲み物欲しいよね？」

「……はい」

　緊張や発熱のせいで喉がからからだ。それを察したのは、もともと気がつく人だからなのか医者だからなのかわからないけれど、とても助かる。

　私をベッドに寝かせた彼は部屋を出ていき、すぐにミネラルウォーターとグラスを持って戻ってきた。

「堀田先生、なにからなにまでありがとうございます」

　とにかくお礼を伝えなければとそう口にした。すると彼は眉をひそめる。やはり横になったままでは失礼だっただろうかと思い起き上がろうとすると、止められた。

「ここは病院じゃない。先生はやめてくれ」

　呼び方が気に入らなかったのか。日々緊張の中で働いているから、プライベートでまで『先生』と呼ばれるのは嫌なのかもしれない。

「すみません。それでは堀田さんでよろしいですか？」

　そう尋ねると、彼は首を横に振る。それならなに？

「俺、皓こう河がっていうんだ」

　まさか下の名前で呼べと？

「えっと……」

「婚約者なんだから、よそよそしくしてるとすぐに嘘だとばれるぞ」

　藤野さん対策というわけか。

「でも、家の中なら問題ないかと」

　そもそも婚約者の振りだってずっと続けてもらうわけにはいかないだろう。

「とっさに切り替えられるほど器用には見えないけどな」

　図星だ。自分でもそう思う。

「和奏、練習してごらん？」

　さらっと和奏と呼び捨てされて、心臓がバクッと大きな音を立てた。

「でも」

「俺が婚約者じゃ不満？」

「そんなわけ……」

　不満どころか私にはもったいないような人だ。とはいえ、今日お世話になるだけなのに必要だとは思えない。

「ほら、呼んでみて」

　私を見つめる彼の視線が熱いのは気のせいだろうか。

　妙に色気漂う甘い声でささやかれて、おまけに耳元に口を近づけられて「ねぇ」と促されては言われるがままになってしまう。

「こ、こ……皓河さん」

「照れてるの？　耳真っ赤」

　耳じ朶だに触れられて体を震わせると、彼はクスクス笑った。

「とりあえず合格。それじゃあ傷を診るから。まずは腕」

　ためらいなく布団をめくった彼は、右腕に巻かれた包帯をいとも簡単に解いていく。毎日の仕事なので慣れているのだろう。かなりひどい患部を見ても顔色ひとつ変えない。

「やっぱり炎症がひどいな。別の抗生剤を持ってきたから、とりあえずそれを飲んでみて。安心して。薬が効けば痛みも引いてくるはずだ。ストーカーに転勤に事故にとストレスたっぷりだったから、この際ゆっくり休んだほうがいい。仕事は休めるよね」

「はい。しばらくお休みをいただけました」

「いい機会だと思ってなにも考えずに体も心も休めること。これ、主治医の命令」

　彼はそう言いながら一旦部屋を出ていき、すぐに新しい皮膚保護剤を持って戻ってきた。

「相当痛いな、これ。皮膚がはがれた状態って神経が剥むき出しなんだ。だから空気に触れただけでも痛いはず。これは空気も遮断するから、痛みも軽減すると思う」

　空気が痛いなんて知らなかった。

「はい」

「次は背中」

　病院でないからか、素肌を見られるのは恥ずかしい。でも、皓河さんは診察してくれているのだとブラウスのボタンを外した。

「うん。背中のほうは、傷は浅いし小さいね。右腕が和奏の体も賢治も守ったんだ」

　彼はてきぱき処置をしながら話す。

「私が賢治くんをもっとうまく抱きかかえられたらよかったんですけど」

「それは結果論だよ。和奏は精いっぱいのことをした。だから胸を張ればいい。そもそも和奏が助けなければ、賢治はひとたまりもなかったはずだ。それに、頭の手術はしたけど、出血量もそれほど多くはなかった。和奏が守ってくれたから」

　彼が穏やかな表情で話すので、緊張がほどけていく。

　あの事故を思い出すたびに、もっとできたことがあるのではと後悔の念が湧き出ていたけれど、賢治くんを治療した本人がそう言うのだから、今度こそ落ち着けそうだ。

「そっか……」

「うん。できたぞ」

　それから頬のガーゼも取り換え、抗生剤と合わせて切れてきた鎮痛剤も飲ませてくれた。

「ストーカーのことを警察には？」

「以前相談に行って、ストーカー行為をやめるようにと警告はしてくれました。でも、つきまといをされているだけで実質的な被害がないし証拠もなくて、それで終わりでした」

「証拠か……」

　正直に伝えると、彼は眉をひそめて大きなため息をつく。

「ちょっと俺に任せてみて。とりあえず、買い物に行ってくる」

　皓河さんがベッドに座ると、スプリングの軋きしむ音がして緊張が走る。

「和奏」

　そのうえ、顔をのぞき込んで至近距離で名前を呼ぶので面おも映はゆくてたまらない。

「は、はい」

「このマンションは入口にコンシェルジュがいて、鍵を持っている住民以外は許可を得た者しか入れない。だから安心して少し眠れ」

　彼は私の額にそっと触れて優しく微笑む。

「はい。ありがとうございます」

「うん」

　お礼を言うと、彼はうなずいて出ていった。

　強がるより、素直に甘えてお礼を言ったほうがうれしいようだ。

　セキュリティがしっかりしているから、ここに連れてきてくれたのかもしれない。不特定多数の人が出入りするホテルよりずっと安心できる。

「疲れた……」

　まさかケガをした翌々日に藤野さんに遭遇するとは。怒ど涛とうの毎日で気持ちが追いつかない。

　私は素直に目を閉じて、意識を手放した。




　気配を感じて目を開けると、目の前に皓河さんの整った顔があって目が飛び出そうになる。

「ごめん、起こした？」

「す、すみません。寝てしまいました」

「俺が寝ろと言ったんだぞ」

　隣で横になっていた彼はクスッと笑って体を起こした。

　なんで見てたの？

「堀田先生、お腹空きましたよね。もしかして、待っててくれたんですか？」

　夕食を買ってくると言っていたはずだ。私が起きるのを待っていたとしたら申し訳ない。

　慌てて尋ねると、彼は不機嫌な顔をしている。どうやら怒らせてしまったようだ。

「あのさ、そんなことで怒るほど器が小さく見える？」

　怒って、ないの？

「そういうわけじゃ」

「子供じゃないんだから、勝手に食べるし。それに……なんて呼ぶと約束した？」

「あ……」

　もしかして、それで怒っているのだろうか。そのほうが器が小さくない？なんて質問は当然できない。

「皓河さん、でした」

　ダメだ。彼の名前を口にするたび、いちいち鼓動がうるさくなる。

「もう間違えるなよ。それとこれ」

「ありがとうございます」

　彼が私に差し出したのは生理用品だ。

「トイレ行く？」

「はい」

　返事をすると、皓河さんは私を抱き上げてトイレまで連れていってくれた。

　どうしてこんなに親切にしてもらえるのか不思議だ。

　そういえば電話をしたとき、預かっているものがあると話していたような。あれはなんだったのだろう。

　とにかく、トイレを済ませてお礼を言おうと急いだ。

　トイレを出ると、廊下の奥の部屋から光が漏れている。きっとリビングだろう。壁を支えにしてゆっくり歩いていくと、ドアが開いて皓河さんが慌てて駆け寄ってきた。

「呼べよ」

「このくらいは歩けます」

　彼は少し過保護だ。

「大変なときは、誰かを頼ればいい」

「ですが、ひとりで生活できるようにしないと」

　空いている部屋を使ってもいいと話していたけれど、さすがにそこまで図々しくはない。自宅に戻ったら、なにもかも自分でやらなくてはいけないのだから、甘えてばかりはいられない。

「帰るつもり？　あの男に見つかるぞ。逃げられる？」

「それは……。でも、堀……いえ、皓河さんに迷惑をかけてしまうので」

「俺、明日は朝から仕事でそのまま当直。明後日の朝まで帰ってこない。順調にいって朝だけど、大体昼過ぎるかな。その間の留守番を頼みたい」

「留守番？」

　留守番って。私がいたところでなにかできるわけじゃないのに。

「ちょっと相談もあるし。頼むよ」

　留守番といっても、ただ寝ているだけだ。けれど、私がここにいやすいようにしてくれているのかもしれないと思い、うなずいた。

「とりあえずなにか食べよう。いろいろ買ってきたんだ。もちろんアイスも。食べられるもの食べて。ケガは栄養不足だと治りが悪くなるぞ」

「そうなんですか？」

「うん。アルブミンとか結構大事」

　アルブミンがなんなのか素人にはさっぱりわからないけれど、食事も大切だということだろう。

　ドアの向こうのリビングは、想像以上の広さだった。

　ガラスのテーブルに六脚の白いイス。その向こうにはライトグレーの大きなソファと、七十インチはありそうな迫力満点のテレビ。ソファと色を合わせたのかライトグレーのカーテンは閉まっているけれど、窓も大きそうだ。

「座れる？」

「はい」

　ダイニングのイスを引かれて腰かける。

「テレビ、大きいですね」

「まあ迫力はあるよね」

　映画の上映会なんていいかもしれないと思いを馳はせる。

「血管をつなぐところとか、よく見えて勉強になる」

「は？」

　映画やドラマの話じゃなくて？

「そういう細かいオペは天沢の得意分野なんだけど、救急医は専門医が駆けつけるまでは、なんでもやらないといけないから」

　映像を見て勉強するのか。でも、あんなに大きな画面に血管なんて映し出されたら、私は卒倒しそうだ。

「……皓河さんはなにが得意なんですか？」

　キッチンに行き冷蔵庫を開けた彼に尋ねる。

「もともと心臓血管外科を志こころざしてた。野上には優秀なドクターがいて師事してたんだけど、救命救急科が立ち上がったときに志願して移ったんだ」

「心臓……」

　きっと相当優秀なドクターなのだろう。

「弁当も買ってきたけど、少し食べる？」

「はい。お腹が空いてきました」

　ここに来て気持ちが落ち着いてきたからか空腹を覚えた。そういえばあまり体がだるくないし、痛みも軽減している。変更した抗生剤が効いているのかも。

「いい兆候だ」

　彼は笑顔でそう言うと、弁当を温めてくれた。そしてテーブルに置き、対面の席に座る。

「豚しそロールとだし巻きたまご、どっちにする？　あと、この肉じゃがコロッケが最高にうまいから食べて」

「それじゃあ、だし巻きをいただきます」

　私はだし巻きたまご弁当をもらって食べ始めた。

　右手が不自由な私のために出してくれただろうフォークで、だし巻きたまごを刺して口に入れる。行儀が悪いけれど仕方がない。

「ふわふわでおいしい。お弁当とは思えない」

「一流の料理人が作ってるんだ。天沢の奥さんがここで働いてて、俺も常連。弁当ふたつ買ったら、彼女でもできたの？って、店主の奥さんに冷やかされてコロッケつけてくれた」

　彼女って……。

　彼は楽しそうに語るが、そんな誤解をされて迷惑ではないのだろうか。

「誤解されたままなんですか？」

「まあね。でも問題ないよ。それより食べよう」

　否定すればいいのに、面倒なのだろうか。

　ただ、皓河さんに特定の女性がいないのはわかった。部屋に私を連れてきてくれるくらいなのでそうかなとは思っていたけれど。

「あっ、忘れてた」

　皓河さんは突然立ち上がり、部屋の隅にあったバッグからなにかを取り出してきてテーブルに置く。手紙のようだ。

「これは？」

「賢治のご両親から和奏に。警察に、名前や連絡先を伝えないように話したんだって？」

「はい」

　賢治くんの家族が知りたがるだろうから教えてもいいかと聞かれたけれど、固辞した。私がケガをしたことを知ったら、きっと気にするだろうから。賢治くんの治癒だけ考えてほしかったのだ。

「心配させないためだろ？」

「そうですね。ただでさえ気が動転しているでしょうから、私のことまで気にかける必要はないと思って」

　きっとご両親は賢治くんから目を離したことをすごく後悔しているはずだ。それでもう十分。これ以上、罪の意識を背負ってほしくない。一刻も早く賢治くんとの楽しい日常を取り戻してほしい。

「優しいんだね」

「いえ。私がとっさにしたことですし、賢治くんが元気になってくれればそれで幸せです」

　たしかに傷は痛いしギプス生活はつらいけれど、賢治くんがまた笑顔を取り戻せるならたいしたことはない。私の両親はもう二度と笑えないのだから。

「実は俺、幼い頃に目の前で親友を事故で亡くしたんだ」

「えっ……」

　唐突に昔話をする皓河さんは、苦しそうに眉をひそめる。気持ちを落ち着けるためか、彼はふーと息を吐き出してから続けた。

「あのとき、走ってくる車に気づいていたのに、まったく体が動かなかった。だから、和奏がどれだけすごいことをしたのかわかってる。我が子でもないのに、とっさに飛び出していったと知って、胸が熱くなった」

　もしかして、私を母親だと勘違いした彼が『子供から絶対に目を離すな』という強い言葉で非難したのは、そうした経験があるからなのかもしれない。

「そうだったんですね。お友達が……」

「それで外科医を志したんだ。和奏に助けられた命は、俺たちが全力で必ず元気にする」

「はい。お願いします」

　もうあとは彼らドクターを信じて託たくすしかない。

　力強くうなずいた彼は、テーブルの上の手紙に触れながら再び口を開く。

「賢治の下にもうひとり男の子がいるそうだ。あの現場から少し離れた公園で、弟が転んで水道で傷を洗っていたら、置いていかれたと勘違いした賢治がひとりで公園を出て、家に向かってしまったらしくて」

「そっか。賢治くん、心細かったんでしょうね」

　必死にママを捜しているうちに、誤って道路に飛び出してしまったのだろう。とにかく、助けられてよかった。

「そうだろうな。あのくらいの年頃は、世界が狭い。それこそお母さんが命綱のような存在だから、いなくなったとパニックになったのかも。お母さんも育児に手を抜いていたわけじゃないし、責められない」

　彼は神妙な面持ちで言ったあと、なぜか私に頭を下げる。

「間違えて叱ったりして、本当にごめん。それに俺、お母さんの大変さもわかってなかった。医者ならもっと冷静に対処すべきだったのに、なんで目を離したんだって頭に血が上ってしまって。恥ずかしい」

「とんでもない。皓河さんは十分冷静に処置してくださいました。だから賢治くんだって助かったんです。それに事情を知らなかったんですから、仕方ありませんよ」

　まさか、完璧な対処をした彼がそんなふうに反省しているとはびっくりだった。過去に親友を事故で亡くしているから、余計に感情的になったのだろう。それこそ、責められない。

「この反省を生かせるように、もっと精進していい医者になる」

　そんなふうに言える彼は、いいドクターだと思う。

「今のままで十分ではありませんか？　それに、私はまったく気にしていませんから、どうかもうご自分を責めないでください。不安でたまらなくて電話をしてしまいましたけど、ここまで親切にしていただかなくても大丈夫です」

「ありがとう。本当のことを言うと……」

　彼はなぜか私に熱い眼差しを送る。

「話をしてみたかったんだ、和奏と」

「話を？」

「そう。ちょっと意外な現場に遭遇したけど、思った通りの人だった」

　意外な現場というのは藤野さんの件だろう。でも、『思った通りの人』とは？

「手紙はあとで読んでみて。とにかく食べよう。って食べにくいな」

　彼はそんなことを言いながら、隣の席に移動してくる。そして私の弁当に手を伸ばして、副菜のきんぴらごぼうを箸でつかんで口の前に差し出した。

「えっ？」

「口開けて」

「自分でなんとかしますから」

　食べさせてもらうなんて恥ずかしすぎると断ったのに、彼は無言で首を横に振る。どうやら却下は却下されたようだ。

　おずおずと口を開けると、甘めのきんぴらが口いっぱいに広がり、笑顔になる。

「私好みの味です。このお弁当屋さん最高ですね」

「それじゃあ、ケガがよくなったら一緒に行こう。彼女連れてこいと言われたし」

　今、さらっととんでもないことを言ったような。

「次はご飯ね」

「彼女は否定しておいてください」

「どうして？　和奏は彼女どころか婚約者なんだから。はい、あーん」

　平然とした顔でマイペースにご飯を出されて口に入れたけれど、私の頭の中は食事の間、大混乱していた。

　皓河さんが食べさせてくれたのは、もしかしたらたくさん食べてほしかったからかもしれない。

　アイスクリームしかいらないと思っていたのに、弁当の三分の二は胃に入った。不自由な手で食べていたら、途中でやめていたに違いない。

　食欲がないのはケガの痛みや熱のせいもあるけれど、気持ちが落ちているのも原因のひとつだろう。皓河さんと話していると、たとえ傷が痛くても心は弾んでいる。

　食事のあとは、シャワーを借りた。

　ギプスを濡らさないようにするために、ビニール袋などを借りようとすると、彼に「俺が洗ってやろうか？」と真剣な顔で問われて軽く固まった。

　しかしもちろん冗談で、シャワー用のギプスカバーなるものを、買い物に行ったときに購入してきてくれていた。手が不自由なので隅々まで洗えたとは言い難いが、おかげで簡単にシャワーを浴びることができた。

　うっかりパジャマを忘れてきたものの、皓河さんのブカブカのジャージを貸してもらえてひと安心。

　ベッドに入り、彼が入れ替わりにバスルームに行ったあと、枕を背にして座り、賢治くんの両親の手紙を開いた。

【このたびは賢治を助けていただき、本当にありがとうございました】

　そんな一文から始まった手紙は、おそらくお母さまが書いたものだ。女性らしい美しい文字が躍っている。

　便箋のところどころがふやけているのは、涙をこらえられなかったからに違いない。

　深い反省と感謝の気持ちが綴られたそれは、私の涙も誘った。

　皓河さんの話では、お母さまは決して賢治くんを放置していたわけではないのだ。いないとわかったときの焦りや、病院に担ぎ込まれて頭部の手術をしていると聞いたときのショックを考えると胸がつぶれそうになった。

「和奏。洗濯機回すけど、シルクのパンツとかはいてる？」

　寝室のドアが開き、顔を出した皓河さんがとんでもない質問を投げかけてくる。そういえば歩くのに必死で、脱衣所に洗濯物を忘れてきてしまった。

「は、はいてません！　洗濯は自分でやりますから」

　Ｔシャツにジャージ姿の彼は、長めの前髪から水滴が滴っており妙に艶めかしい。

「なんだ。はけばいいのに。なんなら手洗いしてやるぞ」

　目のやり場に困ってうつむくと、恥ずかしいことをつぶやきながらつかつかと歩み寄ってきた彼が、いきなり私を抱きしめた。

「泣かなくていい」

　そうか私、お母さまの気持ちがわかりすぎて、泣いていたんだ。

「賢治は俺たちが絶対に元気にするから。約束だ」

「はい」

　賢治くんはラッキーだった。こんな素敵な医師が通りかかってくれたのだから。

「それで、パンツは普通に洗ってもいい？」

「は……？　ですから自分で！」

　感慨に浸っていたのもつかの間。またパンツについて触れられて耳が熱くなる。

　手紙を読んで涙していた私の気持ちを持ち上げるために、わざとからかっているに違いない。

「ついでだから気にするな。洗うぞ」

　結局、あっという間に去っていく彼になにも言えなかった。

　手紙を封筒にしまい布団に潜り込むと、ミネラルウォーターのペットボトル片手に皓河さんが戻ってきた。

「飲み物はここに置いておく。トイレは俺を起こせ」

「私……ソファをお借りできれば」

　彼がもう就寝するならベッドを空けなければと思ったのに、彼は私の隣にごく自然に入ってくる。

「ここでいいだろ」

「えっ？」

「このベッド、結構広いだろ？　和奏、寝相悪いの？　なんなら蹴っ飛ばしてもいいぞ」

「いえっ」

　寝相がどうこうという話ではない。恋人同士でもない男女がひとつのベッドで眠るなんておかしいでしょう？

　反論するために起き上がろうとしたが、それすらわかっていたのか彼はサッと私を捕まえてなぜか左手を握った。

「こうしてたほうが安心だろ？」

　もしかして藤野さんのことを心配しているの？

「今、和奏に必要なのは休養だ。体も心も休めないと。俺、病院にいる時間が長くてなかなか一緒にいてやれないし、心配なんだ」

「皓河さん……」

　ここまで親切にしてもらえるのが不思議ではあるけれど、寄りかからせてもらえるならそうしたい。体は痛むが、優秀なドクターがついていてくれるなら安心だし、ここにいる限り藤野さんにも見つからずに済む。

「必ず俺が守るから、安心して眠れ。明日の朝も起きなくていい。冷蔵庫に食べ物があるから勝手に飲み食いしていいし、明後日になるけど、必要なものがあったらメッセージ送って。ＩＤをメモしておくから」

「はい。ありがとうございます」

　ここに連れてこられたときはどうなることかと思ったけれど、自分の部屋にひとりでいるよりずっといい。ケガのせいで生活が不便なうえ、ストーキングの恐怖まで加わっては今頃どうなっていたことやら。

「うん。素直な和奏のほうがいい。体は痛む？」

「少し。でも、眠れそうです」

「おやすみ、和奏」

　私の手を握る彼の手に力がこもる。この手があるだけで心に立った荒波がスーッと引いていくから不思議。

「おやすみなさい」

　挨拶をしたあとは、すとんと眠りに落ちていった。










気になる彼女　Ｓｉｄｅ皓河




「おはよ」

　出勤すると、当直だったスクラブ姿の天沢が疲れた顔をしている。

　天沢は三十三歳の俺の同期で、ほぼ同時期に救命救急に携わるようになった、すこぶる優秀な男。救急にいなくてはならない存在で、各科のドクターからの信頼も厚い。そんな男と切せっ磋さ琢たく磨まできるのを常々誇りに思っている。

「おはよ。忙しかった？」

「ちょっとバタバタと。今、高たか原はら先生に七十八歳男性の狭心症のＰＣＩ入ってもらってる」

　高原先生は、心臓血管外科の名医で俺の師匠だ。高原先生に処置してもらえる患者は幸せだと思う。なにせあっという間に終わらせるし、なにより的確だから。

　ＰＣＩとは心臓カテーテル治療のこと。鼠そ径けい部、ひじ、手首などの血管からカテーテルを挿入し、細くなった冠動脈を風船のように膨らむ管で拡げる治療法だ。その後、ステントという金属のメッシュ構造の筒をそこに留置して、再び狭きょう窄さくしないようにする。

「あとは熱傷の三十六歳女性。ＤＤＢで輸液管理が必要だけど、俺が帰る前に指示を出しておく」

「頼んだ」

　真皮の深層部に達する火傷やけどのようだが、熱傷は天沢の専門分野。任せておいて間違いはない。

　そのほかの患者の引き継ぎを済ませると、天沢は俺をチラッと見て口を開く。

「それで、会えたのか？」

「まあな。捕獲しておいた」

「捕獲？」

　怪け訝げんな声をあげる彼は、俺を引っ張って廊下に出ていく。俺が和奏に会いに行ったことを知っているのだ。

「お前、無茶しただろ？」

「それがストーカーに狙われてて」

「ストーカー？」

　目を丸くする天沢に、昨日の経緯を話し、マンションにかくまったことを話した。

「危なかったな」

「どうも逃げてきたらしいけど、引っ越し先まで知られてたみたいだ。ストーカーってヤバいんだな」

「時々いるだろ？」

　天沢に言われてうなずいた。ここ救急にもストーカーに傷つけられて駆け込んでくる患者がいる。警察沙汰になったことも数知れず。

「だな。あんな不自由な体では逃げられないし」

「うん。それでこれからどうするんだ？」

「しばらくうちに置いておこうかと」

　そう言うと、彼はきょとんとしたもののすぐに噴き出した。

「なるほどね。まさか、女との会話を面倒がるお前がこんなふうに……」

　意味深長な言い方をする天沢は、ニタニタしている。

　たしかに、仕事以外の会話には素っ気ない返事しかしない。そのため〝冷たい〟という評判もあるようだが、それでいい。

「なんだよ。そういえば、重しげさんの弁当べた褒めだったぞ」

「おぅ。きっと喜ぶから心こ春はるに伝えておく。それじゃ、ちゃんと働けよ」

　天沢は俺の肩をトンと叩いて去っていった。

　心春さんは、昨日食べた弁当の弁当屋――『食しょく彩さい亭てい』で働いている天沢の愛妻だ。いろいろあったものの惚ほれ込んだ彼女と結婚して、子供もいる。心底惚れていてあたり前のように惚のろ気ける天沢の運命的な熱愛を見ていたら、恋愛に関して冷めていた俺も、恋をするのも悪くないと心境が変わってきた。

　とはいえ、なかなか心が動くという経験がなかったのだが……。

「堀田先生、救急車入ります」

「了解」

　ナースに呼ばれて、緩んでいた気持ちが一瞬にして引き締まった。




　その日も忙しかった。最初の症例は高齢の男性の転倒による大だい腿たい部ぶ骨折。全身をチェックしたものの骨折のみで命に別状はなく、仮の処置をして整形外科にお願いした。

　整形外科病棟から患者を迎えに来たナースに、簡単に現在の状態の説明をする。詳細は電子カルテを見ればわかるようにしてあるからだ。

「承知しました。堀田先生、いつもありがとうございます」

　痛みで顔をしかめる患者を前に、彼女は場違いな笑顔を振りまいた。

　整形外科にいる知り合いの看護師に聞いたところによると、彼女はいつも病棟外に出る面倒な業務は嫌がって後輩に押し付けるのに、俺の担当患者だと聞くと率先して手を挙げるのだという。

　以前彼女から、バレンタインにチョコを渡されそうになり、『誰からも受け取っていないので』と断った覚えがある。おそらく、俺との接点を持ちたいのだろうが、浮ついた気持ちで仕事をしてもらっては困る。

「仕事なので当然です。それでは、お願いします」

　まだ話したげな彼女との会話を切って、ＩＣＵに向かった。

「賢治、おはよ」

　和奏が助けた賢治はまだ話せないが、俺が握った手を力強く握り返してくる。

「早くおうちに帰れるように、先生と一緒に頑張るぞ」

　幸いオペのあとは落ち着いていて、新たな脳出血は見られない。包帯で頭をグルグル巻かれているため痛々しいが、若いし治りも早いだろう。

　和奏がかばったおかげで、ほかは擦り傷で済んでおり、奇跡的だ。まともにトラックにぶつかっていたら、おそらく助からなかったに違いない。

　和奏は賢治がケガを負ったことに責任を感じているようだが、彼を診察した俺からしてみれば、やはり命の恩人だと思う。

　賢治の診察を済ませて、廊下で待機している母親のもとへと向かった。

「お母さん」

「先生。賢治はどうでしょうか？」

「順調ですよ。この調子なら明日にでも脳外科病棟に移れるでしょう。それより、眠っていらっしゃらないのでは？　こちらでしっかりお世話しますから、家に帰ってお休みください」

　息子が心配な気持ちは痛いほどわかるが、家族が倒れてしまっては元も子もない。

　どうも俺は、患部ばかり診て患者そのものを診るのを忘れがちだ。

　命という最優先しなければならないものがあるのは当然だが、患部だけでなくその人を丸ごと癒いやすのが医者の務めでもある。高原先生にそう何度も教えられてきたのに、日々走り回ってオペばかりしていると忘れてしまう。

　けれども、和奏が賢治の両親の心労を慮おもんぱかり、自分のケガを隠したと知って、心を支えることの大切さを改めて考えた。心の安定も疾病の治療には重要な要素のひとつなのに、俺はその配慮が足りていないと反省したのだ。

「でも……」

「賢治くん、お母さんが笑ってないと元気にはなれませんよ。……それと、あのお手紙をお渡ししました。無事にオペが終わったことを伝えましたら、とても喜んでいらっしゃいましたよ。手紙を読んでお母さんの苦しさを考えたようで、涙されて……」

「本当に素敵な方」

　お母さんが目頭を押さえながら言うのでうなずいた。

「そうですね。過去を悔やんでも時間は巻き戻せません。賢治くんのケガは私たちが全力でサポートしますから、お母さんも元気になりましょう。助けてくれた彼女もそう望んでいます」

　和奏はあれほどのケガをしたというのに、賢治を助けたことを微み塵じんも後悔していない。それどころか母親の心労まで考えて顔をゆがめる。

　和奏はきっと何度も謝罪されるより、元気になったという報告のほうがうれしいに違いない。

「わかりました。それでは少し家に戻ります。賢治のこと……」

「お任せください。なにかあればすぐにご連絡します」

　俺が笑顔で言うと、お母さんは安心したような顔をして帰っていった。

　賢治の弟は、祖父母に面倒を見てもらっているようだ。弟もお母さんに会えず我慢しているだろう。

　家族丸ごとケアをできるほど時間はないが、少なくとも気を配れる医者にならなければ。

　ケガをしてもなお、賢治や母親の心配をしている和奏を見てそう強く感じた。




　それからも慌ただしい時間が続いた。心しん筋きん梗こう塞そくの患者は俺が中心となって治療を施し、一命を取り留めた。

　救命救急は他科とは違い、どんな患者が飛び込んでくるかわからない。苦しむ患者を前に『専門外です』とは言えないため、勉強の毎日だ。

「はぁ、疲れた」

　今日は朝から立ち通しだった。夕方になってようやく休憩室のイスに座り、思わず漏らす。

「堀田先生、お疲れさま。今日も忙しかったですね」

　四十代の頼れる看護師長が話しかけてくる。師長は俺がほかのナースとの会話を好まない理由を知っていて、なにかと気遣ってくれる。

「はい。ナースの皆さんもお疲れさまです」

「ほかの病院に比べたら、人員は多いし、ドクターも優秀な方ばかりで助かっているんですけど、ずっと緊張しているからか肩が凝りますね」

「揉もみましょうか？」

　師長が自分の肩を揉みながら話すのでそう言ったものの、即座に首を横に振られてしまった。

「堀田先生に肩なんて揉んでもらったら、先生を狙うナースからどんな悪口叩かれるかわかりませんよ。それにしても、本当はこんなにお優しいのにね。冷たい振りしちゃって……」

「あはは」

　以前、俺に近づきたいがために安易な考えで救命救急を志したナースが浮ついた気持ちで仕事に入り、注射の薬剤量を間違えて大騒動になった。それから仕事以外では女性との会話も避けてきたが、少し前に結婚した天沢があまりに幸せそうなので、結婚もいいなと心境が変化してきている。

「先生は、今日は当直ですか？」

「そうなんです。まだまだ頑張ります」

「それでしたら、休めるときに休んでおいてください。備品整理をしてきます」

「よろしくお願いします」

　俺が軽く頭を下げると、師長は慌ただしく出ていった。

　和奏は、元気にしてるだろうか……。

　師長が行ってしまうと和奏のことがふと気になり、処置室が落ち着いているのを見てから自分のスマホを持って中庭に出た。ギラギラと照りつける太陽のせいで熱を帯びているベンチに座ったあと、画面を確認して肩を落とす。

「ＩＤ教えただろ」

　思わずそう漏らしたのは、期待していたメッセージが入っていないからだ。

　特に用がないのに送ってくるわけないか。わかっているけれど、少し寂しい。

　俺はボタンを操作して和奏に電話をかけた。二コールで出てくれたのにはニヤついてしまう。俺からの電話を待っていたのではないかと思ったからだ。こんなことを天沢に告白しようものなら、『その妄想、気持ち悪いぞ』と笑われそうだ。

「もしもし、俺」

『皓河さん、お疲れさまです』

　強引に皓河と呼ばせるように仕向けたけれど、間違いではなかった。彼女にそう呼ばれるだけで力が湧いてくる。

「痛みはどう？」

『皓河さんがいてくれると思ったら安心したのか、昨日ほど痛くありません』

　痛みが引いてきたのは新しい抗生剤がうまく効いてくれたのと、受傷から時間が経たったからだろうけど、俺のおかげだと言われてさらに顔がニヤける。

「そっか。よかった。なにも異変はない？」

　正直、ケガの程度は把握していて急変するようなことはないとわかっている。行動の予想がつかないあの男のことのほうが気になった。

『それもなにも。……自宅のマンションにひとりでいたら、こんなふうに落ち着いていられませんでした。ありがとうございます』

　彼女は盛んにお礼を口にするが、俺がそうしたかったのだから気にする必要はない。

「そっか。よかった。食事は？」

『残っていたコロッケ、食べてしまったんですけどよかったですか？　すごくおいしくてファンになりました』

　和奏の声が弾んでいて俺もうれしい。

「もちろんいいよ。そんなに気に入ったなら、また買って帰るよ」

『あっ、催促ではなくて』

　そんな図々しい女じゃないことくらい、わかっている。

「俺も好きなんだ。その体じゃ外食も難しいから、食彩亭にお世話になろう」

　料理を作るのも大変だろうし、レトルトばかりも飽きる。それより栄養のバランスが整った食彩亭の弁当のほうがずっといい。

『食彩亭というお店なんですね。私もケガが治ったら通います』

「そうだな。一緒に行こう」

　そう言うと、しばらく沈黙が訪れる。

「どうかした？」

『一緒になんて言うから、びっくりして』

　彼女はすぐにでも出ていくつもりのようだが、俺にその気はない。あの男がまた接触してくるとわかっているのに、放り出せるわけがない。

「よくなるまで、うちにいて。心配で仕事に集中できない」

『すごく助かりますけど……』

　彼女の戸惑いが手に取るようにわかる。甘えておけばいいのに、そんな女ではないのだ。

「それじゃあ決まり。当面生活するのに足りないものはない？」

『パジャマ、お借りしててもいいですか？』

「もちろん。それくらい？」

『はい』

　遠慮しているかもしれないが、おそらく口を割らないだろう。帰ったら彼女の行動を観察して気づいてやらなければ。

　……ストーカーじゃないよな、これ。急に心配になってきた。

「賢治、順調だぞ。一般病棟に移れそうだ」

　つい先ほどもう一度様子を見に行ってきて、明朝の診察で問題なければ脳外科病棟に移す指示を出したところだ。

『よかった』

　きっと気にしていると思ったので伝えると、弾んだ声が返ってきた。

「だから安心してゆっくり休め」

『ありがとうございます。お仕事、頑張ってくださいね』

　笑顔の和奏が頭に浮かび、勝手に頬が緩む。

　ほんのりブラウンの緩いパーマのかかった長い髪に、大きな二重の目。愛らしい唇はケガのせいで血色がいいとは言い難いけれど、形が整っている。頬にも傷を負ってしまったので心配したものの、天沢からきれいに治ると聞いてホッとした。

「サンキュ。それじゃあ、なにかあったら連絡して」

『はい。失礼します』

　名残惜しかったが、そこで電話を切った。

　失礼しますって……。そこだけ妙によそよそしいのが笑えるが、きちんとした家庭で育ってきたのだろうとうかがえる。

　いや、天涯孤独だと話していたはずだ。

　それならこのまま……。

　俺はふとあることを思いついた。










契約結婚のお誘い




　皓河さんの大きなベッドで目覚めると、彼はすでに出勤したあとだった。

「お見送りもしなかった……」

　鎮痛剤の影響か、ケガをしてからうつらうつらしている時間が多かったのに、ぐっすりとは眠れていなかったのかもしれない。ようやく体が軽くなった。

　彼に握られた左手をじっと見つめる。

　皓河さんと同じベッドで眠るという状況に緊張していたけれど、すごく安心できた。偶然出会っただけの人なのに、こんなに短期間でここまで気を許せるのが不思議だ。

　真剣に私を叱った姿も、藤野さんから守ってくれた毅然とした態度も、生理用品を嫌な顔せず買ってきてくれる優しさも、全部本物だと感じた。誠実な人なのだと思ったら、こちらもそうした態度で接するべきだと。

　忙しいのに仕事の合間を縫って様子伺いの電話をくれたのもそう。私のケガよりずっと重症者の治療をしているのだから、私なんて放置でもおかしくないのに。

　あの弁当屋に一緒に行こうと言われて、すぐに呑み込めなかった。彼が帰ってきたら自宅に戻るつもりだったからだ。

　それなのに、しばらくこのマンションにいてもいいと言ってくれる。

　さすがにそんな負担をかけるわけにはいかないと思ったものの、体の自由が利かない今、藤野さんから逃げるのは難しい。なにせ、警察に相談に赴くのも簡単ではないのだから。

　ひたすら家にこもって恐怖におびえ、一歩も外に出ず……という生活に耐えられるのかと不安だったので、すごく心強い。厚かましいと思いながら、甘えてしまった。

　皓河さんが、『心配で仕事に集中できない』という理由をつけたのも、私が遠慮なくこのマンションにいられるようにしてくれた気がしてならない。本当に優しい人だ。




　留守の間に勝手にあちこち見るのは悪いと思い、ベッドルームとリビング、そしてトイレとバスルームしか入らなかったが、このマンション、途と轍てつもなく広い。ほかにふた部屋あり、ベッドルームの奥はウォークインクローゼットになっているようだ。

　あまり帰ってこないのがもったいないような家で、不自由な体には広すぎて不便なくらい。私のマンションなら手の届く範囲にいろいろなものがあるからだ。

　その晩は、皓河さんが買い置きしてくれた冷凍食品で食事を済ませ、アイスクリームも胃に入った。

　しっかり休んだおかげで熱も引いて、食欲も出てきた。




　皓河さんが帰ってきたのは翌日の十一時半過ぎ。当直だったので朝までの勤務のはずだが、彼の予想通り、すぐには帰れなかったようだ。

　ベッドにいると玄関のドアが開く音がして、お出迎えに行こうと松葉杖を持った。しかし立ち上がる前に、皓河さんがベッドルームに顔を出した。

「起きてたのか」

「すみません。お出迎えもせず」

「こんな体でなに言ってんだ」

　目を丸くする彼は近づいてきてベッドに腰かけ、私の額に手を伸ばす。

「熱は下がったな」

「はい。随分よくなってきました。皓河さんがいてくれて安心できるからだと思います」

　電話で伝えたことを繰り返すと、彼はうれしそうに微笑み、いきなり私の腰を抱く。

「そっか。そうだとうれしい」

「は、はい」

　突然の近い距離にドギマギしながら答えたけれど、彼はいたって平然としている。藤野さんのこともあって男性が苦手になりつつあったのに、皓河さんに対する嫌悪感はまるでない。

「食事は？」

「冷凍パスタをいただいてしまいました」

「和奏のために買ってきたんだからもちろんいいよ。まだ調理は難しそうだもんな」

　あの大量の冷凍食品は、やはり私のためだったのか。

「そうだ」

　彼はなにかを思いついたらしく、一旦部屋を出ていったかと思うと袋を提げて戻ってきた。

「暇だろ？　なにがいいかわからなくて」

　彼が差し出したのは三冊の雑誌。ファッションと雑貨、あとは料理の本だ。

「ありがとうございます。うれしいです」

　電話では図々しいと思って言えなかったけれど、暇を持て余していたのでとてもありがたい。

「推理小説も読む？」

　そしてもう一冊、文庫本も出てきた。

「はい！」

「女の人がなにを好むのかわからなくて。恋愛小説は、ちょっと恥ずかしくて買えなかった」

　彼はクスクス笑いながら再びベッドに座る。

「推理小説も好きです」

「よかった。さて、傷を診ようか。明日、外科に予約が入ってただろ？　キャンセルしてきたけどいい？　知り合いだから俺が診てると話して、治療に必要なもの持って帰ってきた。外来受診したことにして、ここで診る。移動も大変だろうし」

　家で診てくれる専属のお医者さまなんて贅沢すぎる。しかも、なんでもこなす救命救急医だなんて。

「ありがとうございます。助かります」

　もしかしたら彼は、藤野さんのことがあるから、通院であっても外に出なくていいようにしてくれたのかもしれない。

　でも、ずっと隠れているわけにもいかないし、どうしたらいいのだろう。

　その後、てきぱきと傷のチェックをして包帯を巻き直してくれた。

「うん、順調。創傷ケアが得意な天沢が処置してるから、傷痕は最小限に抑えられるはずだけど、腕の傷は少し残るかもしれない」

　彼は顔をしかめて申し訳なさそうに話すものの、首を横に振った。

「賢治くんが元気になればそれでいいです。この傷が嫌で嫁にはいらないと言うような人に嫁ぐ気はありませんし」

　もしかしたら、そういうことを気にしているのではないかと付け足した。すると彼は、私をまっすぐに見つめて口を開く。

「結婚、しようか」

「……は？」

　予期せぬ言葉に驚きすぎて、まともな反応ができない。

「和奏は、嫌？　俺と結婚するの」

　夢を見ているのだろうか。

　まったく理解できず何度も瞬きを繰り返す。

「あの藤野という男に結婚宣言したし」

「あれは……」

　私を守るためにとっさについた嘘でしょう？

「結婚すればストーカー行為が収まるとは断言できないけど、少なくともフリーの今よりはずっといい。それに、夫として和奏を守るという大義名分はできる。またなにか仕掛けてきたら、コテンパンにするけど」

「だからって……」

　藤野さんにひとりで立ち向かうのはとても怖い。助けてもらえるなら飛びつきたいけれど、結婚はいきすぎだ。

「俺も結婚したいんだ」

　結婚願望が強くて焦っているの？　彼なら、いくらでも恋人ができそうなのに。

「兄も独身のせいか、親がそろそろ結婚しろとうるさい。まあ、それは軽く流しておけばいいけど、俺に近づきたいからと救急を志願してくるナースがいて」

　彼は苦々しい顔で言葉を紡ぐ。

「動機が不純だから覚悟がないというか、戦力にならなくて困る。救急は一刻一秒を争うから、どのスタッフも士気が高いしチームワークも大切にしている。くだらない感情で現場を乱してもらいたくない」

　つまり、そうした女性から逃げるために結婚すると？

　驚きすぎて声すら出なくなった私を見て、彼はクスッと笑って続ける。

「これは契約だと思ってくれていい」

「契約？」

「そう。和奏は俺を利用して身の安全を図る。あのマンションには戻れないだろうから、ここにこのまま住めばいい。俺は仕事を邪魔されなくて済む」

　そう考えると双方にメリットはあるけれど、なんと答えたらいいのかわからないほど混乱していた。

「妻にするからには大切にする」

　強い眼差しで縛られて断言され、心が揺らぐ。

　正直、藤野さんの件では参っている。転勤までさせてもらい、夜逃げ同然の引っ越しをしても執着されるなんて、この先どうしたらいいのかわからない。

　もしセキュリティの高いこのマンションに住めるなら、少なくとも家にいる間は安心して過ごせる。それに、結婚したらあきらめるかもしれないという期待もある。

「和奏」

　あれこれ考え込んでいると、とびきり優しい声で名前を呼ばれてハッと我に返った。

「心配なんだ。なにかあったら俺……絶対に後悔する」

「皓河さん……」

　それほどまでに私のことを考えてくれているの？

「和奏となら、穏やかに生活できると思ったんだけど、違う？」

　それはその通りだ。出会ったばかりで緊張はあるけれど、彼がこうして近くにいてくれるだけで安心するし、些さ細さいなことでも察して気を回してくれる彼の優しさをひしひしと感じている。

　愛という感情はなくても、穏やかにそして心静かに暮らしていけるだろう。

「皓河さんは、私でいいんですか？」

　そんないびつな結婚をして、彼は後悔しないだろうか。

「和奏は困る？」

　逆に問われてすぐさま首を横に振った。

「私には家族もいませんし、結婚をとやかく言う人はいないですし……」

「うん」

　彼はその先を望むように私を見つめたまま目をそらさない。

「皓河さんと出会ったばかりですけど、心地いいというか……あっ」

　正直な気持ちを漏らすと、いきなり抱き寄せられて声が出た。

　男性とお付き合いをしたことがないわけではないけれど、こんなふうに思えたのは皓河さんが初めてだ。

　彼は私に正直な胸の内を話すように促してくる。そしてそれを否定することなく丸ごと受け止めて、寄り添ってくれる。まだ遠慮はあるものの、素の私のままで彼の前に立っても許されるのではないかと思えるのだ。

　それはきっと、彼も怒ったり笑ったり心配して顔をゆがめたりと、ありのままを見せてくれるからなのかもしれない。

「ありがとう。もう一度聞く。俺と結婚してくれないか」

　二度目の質問に、戸惑いながらもうなずいた。




　それからふたりで弁当に舌した鼓つづみを打った。

　今日はサバ味み噌そ弁当と、チキン南なん蛮ばん弁当。私はサバ味噌弁当のほうをもらったけれど、ほんのり甘くて優しい味だ。骨は抜いてあるが、やはり左手では食べにくく、また皓河さんのお世話になってしまった。

「口開けて」

　まるで餌え付づけされている小鳥のような気分になりながらも、弁当を食べ進む。

「これ、結構楽しいな」

「ん？」

「和奏のそんな顔を見られるのは俺だけだろ？　特別感があるよな」

「嘘……。どんな顔してます？　も、無理」

　口を開けて食べ物を乞こう顔なんて、間が抜けていること間違いなし。それを観察されていたと知り、顔から火を噴きそうなほど恥ずかしい。

「なんで無理？　かわいいなと思って見てるんだけど」

「どこがかわいいんですか」

　そもそも右頬には大きなガーゼが貼ってあるし、あちこち内出血していて黒ずんでいる。もちろん化粧もしていないし、かわいい要素なんてゼロだ。

　いたたまれなくなってうつむくと、「和奏」と名前を呼ばれた。

「たしかに今は痛々しい顔をしてるけど、嘘はついてないぞ。俺に気を許してくれてるんだなと思ったら、かわいくてさ」

　たしかに気は許している。これほど親切にされて警戒する人なんていないでしょう？

「怒るなよ。それじゃあ、和奏のケガが治ったら、俺に食べさせて」

「私が？」

「そう。奥さんだから」

　夫婦になったら食べさせ合うものなの？　父と母のそんな姿を見た覚えがない。堀田家は仲がいいのかも。

「え……」

「え、じゃない。今さら結婚を撤回させないからな。ほら、次はがんもどき。これもうまいぞ」

　がんもどきを目の前に差し出されて、反射的に口を開けてしまった。もう二度としないと思ったばかりなのに、おいしい料理には負ける。

「出だ汁しが利いてるだろ？」

　まるで自分が作ったように、彼がしたり顔をするのがおかしい。

　口の中がいっぱいでしゃべれず、うなずいた。

「俺もひとつちょうだい」

　あっ……。

　彼は私の弁当からがんもどきを奪って自分の口に入れてしまった。

　同じ箸を使っているのに今さら気がついて、頬が上気するのを感じる。食べることに一生懸命で、今まで気にも留めていなかったのだ。

「やっぱうまい。和奏がいるとなおさら……どうかした？」

　咀そ嚼しゃくして飲み込んだ彼が私の顔をまじまじと見るので、照れくさくて視線をそらしてしまった。

「いえ」

「あぁ、ごめん。俺が食べたから怒ってるんだろ。代わりにチキンどうぞ」

　そんなことで子供みたいに怒ったりしない。でも、そう勘違いしてくれていたほうが助かる。

　チキンを口の前に出されて、素直にかじった。

「これもうまいだろ？」

　口の中がいっぱいで、やっぱり返事ができずにうなずく。

「俺も好き。かなり好き」

　視線を絡めたままそんなふうに言われて、恥ずかしくてたまらない。チキンの話をしているのに、私に向かって語りかけられたような錯覚に陥ったからだ。

　なんて図々しい。

　すぐさまその考えを頭から追い出したけれど、彼がずっと笑顔なのでとにかく楽しかった。




　昨晩一睡もできなかったという皓河さんは、昼食のあとすぐにベッドに潜り込んだ。安眠の邪魔をしてはならないと思ったのに、「眠るまでそばにいて」なんて甘えた声で言われて、一緒に布団に入った。

「きつい症例を診たあとは、心がささくれ立ってるっていうか……」

　彼はそんなことを口にしながら私の手を握る。

「緊急時に電話が入るから、アルコールを飲んで紛らわすこともできなくて」

　それでスマホを枕元に持ってきたのか。

　ドクターは病院での勤務時間以外にも、いつでも駆けつけられるように待機しているオンコールという勤務があるのは知っていたが、やはり大変な仕事だ。

「だけど、次の勤務に引きずるわけにはいかない。この気持ちの切り替えも意外と難関なんだ」

　どれだけ手を尽くしても助けられない命もあるはずだ。それでも次の患者が待っている。

「そっか……。肉体的にハードなお仕事だとは思っていましたけど、精神的にも過酷なんですね」

　思ったままに話すと、彼は私の顔にかかっていた髪を避けて凝視してくる。こうして近い距離で見つめられると、否応なしに鼓動が高まってしまい制御できない。

「そう。だからこうして隣に癒やしてくれる人がいると、すごく助かる」

「癒やすって……。私にはなにもできません」

　癒やされているのは私のほうだ。疲れているのに買い物もしてきてくれるし、私の食事の世話までしてくれるのだから。

「手を握っててもらえるだけでいい。俺、意外と寂しがり屋みたいだ。和奏に出会って初めて知った」

　そんなふうに自分を分析する彼が、ちょっとかわいらしく思える。処置をしているときの凛りんとした頼もしい姿とはまるで違った。

「私も寂しがり屋みたいです。ひとりが気楽だと思ってましたけど、皓河さんがいてくれるとすごく安心します」

　だから私も素直な胸の内を明かした。すると彼はうれしそうに微笑み、私の手を強く握る。

「俺たち、いい関係になれそうだな」

「……はい」

　正直、結婚する実感がまだない。けれども、こうして双方が必要としているのだから、しばらく夫婦になるのも悪くないのかも。

　永遠の愛を誓うわけではなく、互いの利益のための契約という想像もしていなかった結婚だけれど、うまくいく予感がする。

「和奏のこと、もっと知りたい。仕事の話を聞きたいな」

「仕事の？　そうですね……プレジールには、いろんなお客さまがいらっしゃいます。友達とわいわい楽しそうな方もいますが、疲れを癒やしに来る常連のお客さまもいて、『奥の静かなテーブルが空いています』と耳打ちすることもあります」

　もちろん座る場所は自由なのだけれど、店を知り尽くした店員からの提案のひとつとしてお伝えするのだ。そうすると、高い確率でそこをチョイスされることが多い。

「大きなひとつの空間ですから、どの方にも百パーセントの満足をというのは無理なのですが、プレジールに来てよかったと思ってもらえるように、できる限りのことはしたいなって。以前、道に迷って困っているお客さまに地図を描いて目的地までの道のりを説明したら、帰りにまた寄ってくださったこともあって」

　ほんの些細なことだけれど、『本当に助かったよ』とケーキも注文してくれて、とてもうれしかったのを覚えている。

「そっか。和奏の親切がうれしかったんだろうね、その人」

「あっ。すみません、ぺらぺらと」

　大好きなプレジールの話になると止まらなくなるのは悪い癖だ。

「いや。生き生きしてる和奏、すごく魅力的だよ」

　魅力的？

　そんなふうに褒められると、嘘でも舞い上がってしまう。

「大好きなんだね、仕事が」

「はい」

　両親を亡くしてからようやくできた私の居場所だった。藤野さんに対しても、自分にできることをしただけなのに、その結果苦しむことになってしまったのが残念だ。

「その場所、俺が守るから」

「皓河さん……」

「和奏は早く元気になれ」

「はい。ありがとうございます」

　彼の温かい言葉に目頭が熱くなる。最大の味方を手に入れた気がした。

「ごめん、少し寝るよ」

「はい。ゆっくりおやすみください」

　彼は目を閉じるとすとんと眠りに落ちていった。

　眠っているのをいいことに、まじまじと彼の顔を観察する。

　男性なのにふさふさで長いまつ毛。右目の下には小さなほくろ。鼻は高く、唇は形が整い、少し長めの黒髪は柔らかくて艶がある。不規則な勤務なのに肌が荒れておらず、すべすべでうらやましいくらいだ。

　彼目当てのナースが救急を希望してくることがあると話していたけれど、容姿も性格もいい彼に人気があるのもうなずけた。

　そんな人の妻が本当に私でいいのだろうか。

　しばらくすると、私の手を握っていた彼の手から力が抜けた。深い眠りに落ちたようだ。

　私はそっとベッドを抜け出して、少しだけうまく使えるようになった松葉杖を頼りにリビングに向かった。

　散々お世話になっておきながら、掃除すらできないのがもどかしい。でも、今は早くケガを治すのが一番で、無理は禁物。

　ソファに座った私は、急に休むことになって迷惑をかけている職場に電話を入れた。

『はい。プレジール La mer TOKYO 店、川かわ島しまです』

「もしもし、吉木です」

『和奏ちゃん！　大変だったんだって？』

　電話に出たのは、ひとつ年上のあかりさん。彼女は私が転勤になってからずっと仕事を教えてくれていた頼れる先輩で、明るくてサバサバした性格の素敵な人だ。

「急にお休みすることになってすみません」

『しょうがないよ。待ってるからちゃんと治して』

「ありがとうございます」

　待ってると言われてホッとした。戦力として期待されていたはずなのにいきなり休んで、内心あきれられているかと心配していたからだ。

「あの……私を訪ねて誰か来ませんでしたか？」

　これも聞きたくて電話をしたのだ。

『あー、来た来た。三十代後半くらいの男の人。「吉木さんの友人なんですけど、今どこにいるかわかりますか」って』

　藤野さんに違いない。やっぱり捜しているんだ。

『ねぇ、つきまとわれてるでしょ？　友人なら本人に聞けばいいじゃない。まさかそのケガって……』

「違うんです。ケガはまったく別件でして。実はその人、ストーカーで……」

　店長以外には秘密にしてもらっていたけれど、もう居場所が知られているなら味方は多いほうがいい。今までの経緯を告白すると、彼女は言葉をなくしている。

『よくひとりで耐えてきたね。和奏ちゃんが戻ってくるまでに、店長と対策練るわ。それで、今は無事なの？』

「はい。マンションまで知られていたので怖くて、知り合いの家にかくまってもらっています」

　もう夫になるのだけれど、まだそれを伝える勇気はなかった。

『そっか。それがいい。困ったことがあったら電話するのよ。和奏ちゃん情報は一言一句漏らさないようにかん口令敷いておくから』

「ありがとうございます、あかりさん」

　藤野さんから逃れるために退職して身を隠したほうがいいのではないかと考えたこともあったが、こんな温かい人がそろっているプレジールで働いていたい。そして心を込めた接客で、お客さまを笑顔にしたい。

　電話を切ったあと、しばらく考え込む。

「納得いかない」

　被害者の私が好きなことをあきらめないといけないなんて、受け入れ難い。

　ずっと恐怖に縛られてきて逃げることしか頭になかったけれど、そんなふうに怒りが湧いてきたのは皓河さんの存在が大きい。同じように憤り、味方になってくれる人がすぐそばにいるのがこんなに心強いとは。

　改めて、皓河さんに出会えたことを感謝した。




　それから、皓河さんが買ってきてくれた雑誌を隅から隅まで読んだ。

「これかわいい」

　アイスブルーのマキシ丈ワンピースは、落ち着いた雰囲気でありながら、ふんわり広がるスカートからかわいらしさも感じられる。こんなワンピースを着て海にでも行けたら……と思ったけれど、自分の今の状態を思い出して即座に打ち消した。

　それに、自由に外を歩き回るには、ストーカーをやめてもらわなければ。今はまだ声をかけられるだけで済んでいるけれど、同じマンションに引っ越そうとしていたなんて普通じゃない。エスカレートしたら恐ろしい。

　藤野さんにつきまとわれるようになってから外出は最低限にしていて、ショッピングに出かけることもなかった。事故に遭遇したあの日は、久々に化粧品を買いに行った帰りだったのに、また振り出しに戻ってしまった。

　そういえば……事故があってすっかり忘れていたけれど、ローズピンクのグロスを買ったんだった。

　リビングの隅にあったバッグからグロスを取り出す。そして、ファンデーションのコンパクトを開いて鏡を見ながら唇にのせてみた。

「ちょっと大人」

　落ち着いたピンクのみずみずしいグロスは、大人の雰囲気を醸し出している。頬の大きなガーゼと内出血で黒くなった肌が残念だ。

　そのとき、リビングのドアが突然開いたので、驚いてコンパクトを落としてしまった。

「あっ……」

　よかった。ファンデーションは割れてない。

「ごめん、驚かせた？」

「ちょっとだけ。もう起きたんですか？」

　まだ寝てから二時間しか経っていないのに。

「電話が入って起こされた」

「これから病院に？」

「いや、投薬指示だけでなんとかなった」

　彼はそう言いながら近づいてきて隣に座った。そしてまじまじと私の顔を見つめるので、息が止まりそうになる。

「グロス？」

「……はい。事故の日に買って……」

　こんなガーゼと包帯だらけなのに化粧なんてして、浮かれているみたいで恥ずかしい。うつむきながら言うと、彼は私の顎に手をかけて持ち上げた。

「よく似合ってる」

「えっ……」

　まさか、そんな言葉をかけられるとは思わず、瞬きを繰り返す。

「せっかく買ったのにな。元気になったらデートしよう」

　デート？　この結婚に愛がなくても、デートをするの？

「あれっ、嫌？」

　放心していたからか、指摘される。

「いえ」

「それじゃあ、うれしい？」

　にっこり微笑まれて、うなずかないわけにはいかない。首を縦に振ると、彼は満足そうな顔をした。

「雑誌、読んでたんだ」

「はい。ずっと買い物にも行けなくて、洋服を見ていると楽しいです」

「そっか」

　彼はそれだけで藤野さんのせいだと察したようだ。

「一応、両親に結婚の報告に行こうと思うんだけど、その前に服を買いに行く？」

　ショッピングに行けるのは素直にうれしい。けれど同時に、結婚が現実味を帯びてきて緊張を隠せない。

「結婚を反対されないでしょうか」

　契約ならと結婚を承諾したものの、彼は優秀な救急医だ。それに比べて私は、どこにでもいる平凡な人間。接客には自信があるけれど、ただそれだけ。彼の両親は、もっと素敵な女性を連れてくると期待しているのではないだろうか。

「反対する要素なんてないだろ？」

「いっぱいありますよね。皓河さんに釣り合うとは思えませんし」

　彼がお気楽な発言をするのでむきになってしまった。

「ひとつもないよ。和奏は優しくて思いやりがあって、他人への気遣いも完璧だ。ああ、そうだな。しいて言えば、少し自己評価が低いところがよくないな」

「は？」

　おかしな声が出てしまった。

　自己評価が低いのではなく、彼の評価が高すぎるのに。それに、そんな過度な期待は重すぎる。

「うちの両親、あれこれ言う人じゃないから。そろそろ結婚を視野に入れろという圧力はあるけど、相手にケチをつけることは絶対にない。父はそこそこ地位がある人なんだけど母は平凡な育ちで、運命的な出会いをして大恋愛の末の結婚なんだ。だから俺が選んだ人に文句を言うわけがない」

　でも、私たちは恋愛の末の結婚ではないのに。互いに必要なくなれば、別れるんじゃないの？

「ご両親の期待を裏切ることになりますよ」

「俺は裏切るつもりはないけど」

　どういう意味だろう。

　首をひねっていると、彼は続ける。

「俺、困ってると話しただろ？」

　純粋に救急にかかわりたいからではなく、彼に近づくために配置換えを望むナースがいるという話のことだ。

「はい」

「助けてほしい。救急に携わりたくて勉強を積んでいるナースもたくさんいる。今のスタッフも素晴らしい人ばかりで尊敬している。だけど、そこにひとりでも浮ついた気持ちのある者が入ると、途端に調和が乱れる。患者の命にかかわるんだ」

　たしかに、私が運ばれたときも、ドクターとナースは阿あ吽うんの呼吸で処置をしていった。時間との勝負になることもあるのだろうから、チームワークは大切に違いない。

「ごめんなさい。そうですよね」

「いや、謝るのは俺のほうだ。無理なことを押しつけているのはわかっている」

　額に手を置いて小さなため息をついた彼は、顔を上げたあと私に強い視線を送ってくる。

「なに焦ってるんだろうな、俺。こんなこと初めてだ」

「ん？」

　焦るとはなにを？

「やっぱりやめようか。もし結婚しなくても和奏のことは守る」

「……いえ。結婚しましょう」

　私の存在が彼を助けられるなら……。ううん、戸惑いがあるのは本当だけれど、この結婚が少しも嫌ではないのだ。むしろ、ちょっとワクワクしている。

　こんな優しい男性に出会ったのは初めてだし、救急の仕事に邁まい進しんする彼を尊敬する。ほんのひとときでも、そんな人の妻をするのは悪くないかもしれないと思い始めているのだ。彼の近くにいると、学ぶものが多そうだし。

　私がそう返すと、彼は目を大きく見開いたあと、うれしそうに白い歯を見せた。

　そんなふうに喜びをあらわにするほど困っているのだろうか。

「ありがとう。それじゃあデートしよう。もう少しよくなってからだな。早く元気になれ」

「はい。ありがとうございます」

　彼の声が弾んでいるように聞こえて、なんだか私もうれしかった。

　ケガをしてから、あっという間に十日が過ぎた。

　家には寝に帰ってくるだけと話していた皓河さんはやはり忙しそうで、いない時間が多い。

　私はずっとマンションにこもったままで少し退屈はしているけれど、随分痛みが軽減してきたので快適だ。

　本来、外来に通うはずだったが、皓河さんが家で処置してくれている。明日病院で右腕の抜糸をする予定だったけれど、それも今日、ここでするようだ。

　やはり、通院の折に藤野さんとの接触がないように配慮してくれているのだと思う。さすがに見つからない気もするが、外に出ればリスクがゼロではないからだ。

　ただ、ずっとこのままというわけにはいかないこともわかっていた。

　夕方になると、リビングの大きな窓から差し込んでくる西日がまぶしい。ここは目の前に海が広がっていて、水面に橙だいだい色の光が反射していてとても幻想的だ。

　十九時を過ぎた頃、電話が鳴った。

『もしもし、和奏ちゃん？』

　相変わらずテンションが高いのは、プレジールのあかりさんだ。

「はい。お疲れさまです」

『お疲れ。ケガはどう？』

「痛みがかなり引いてきました。もう少し療養させてもらいます」

　腕が自由に動かせるようになったら、せめてレジに立てるようになりたいと思ったが、皓河さんからは『まだ無理だ』と止められた。

『うんうん。バイトちゃんのシフトを増やしてもらってるから心配しないで休んで。ねぇそれより、結婚するんだって？』

「は？」

　意外すぎる質問に目が点になる。

『あれっ、違うの？　さっき、すごいイケメンが店長のところに「和奏がご迷惑をおかけしてすみません。順調に回復していますのでもう少しお休みをお許しください」って頭を下げに来たのよ』

　皓河さんが？

「本当ですか？」

『もちろん。女子の目、釘くぎ付づけよ。どうも、今日も例のストーカーがうろちょろしていて、追い払ったみたいよ。ナイトじゃない。素敵』

　あかりさんはうっとりしたような声を出しているが、藤野さんがあきらめていないとわかり、背筋に冷たいものが走る。

「そうだったんですか」

『うん。店長が前にも電話もらってたらしいの。男につきまとわれているから、和奏ちゃんの情報は絶対に漏らさないでくださいって。今日来たのは、そのお礼も兼ねてたみたい』

　なにも言っていなかったのに。忙しい合間を縫って、そんなことまで。

　守ると宣言してもらえて心強かったけれど、具体的に動いていてくれるとは知らなかった。

「そっか……」

　感動で胸がいっぱいになる。

『なにやってる人？　言動は上品なんだけど、きびきびしていて頼もしそうね』

「救急のドクターです」

『救急医？　なんか納得。それじゃあケガも診てくれるのね』

「はい」

『いい人捕まえたね』

　あかりさんが盛んに感心しているので、少し照れくさい。

　捕まえたわけではなく結婚の契約を結んだだけではあるけれど、夫になる人を褒められて悪い気はしない。

「そうですね。とっても素敵な人です」

　本音をこぼしながら頬が緩んでいるのに気づいた。知らないところで私を守ってくれていた皓河さんは、非の打ちどころのない紳士だ。

『やだ、惚気？』

「ただいま」

　そのとき、玄関から皓河さんの声が聞こえてきた。

『あれっ、もう一緒に暮らしてるんだ。知り合いって彼のことか』

「……実はそうです」

『それじゃあ、お邪魔だから切るね。また電話する』

　あかりさんは慌ただしく電話を切った。

　電話を終えたのとほぼ同時に、皓河さんがリビングに入ってくる。

「ごめん、電話してた？」

「終わりました。皓河さん……」

　お礼を口にしようとしたが胸がいっぱいで目頭が熱くなる。

「どうした？　どこか痛い？」

　慌てて近寄ってきた彼は、心配げに眉をひそめる。

「違うんです。プレジールに行ってくださったと聞いて」

「もうばれたのか。今日、珍しく早く終わったから顔を出してきたんだ。和奏が申し訳なく思っていることを伝えておきたくて。いい人ばかりだな」

　彼は藤野さんについて触れない。きっと、私が恐怖心を抱かないように配慮してくれているのだ。

「はい。とってもいい人ばかりです。私……優しい人に囲まれて幸せ」

　もちろん、皓河さんも含めてだ。

「うん。和奏が元気になってきて俺も幸せ」

　彼は私に微笑みかける。

「あっ、身分を明かさないのはまずいと思って、結婚すると話してしまったんだけど……」

　彼は心配そうな顔で言う。

「問題ありません。結婚するんですし」

　そう答えた瞬間、彼の表情が柔らかくなった。本当にこの結婚を喜んでいるみたいだ。

「そうだな。和奏、明日実家に連れていってもいい？」

「明日？」

「本当はひと月くらい療養してからと思ってたんだけど、もうすぐにでも結婚したい」

「はい」

　急すぎて驚いたけれど、藤野さんの影に気づいて結婚を急いでいるのかもしれない。

　そう思った私は、当然承諾の返事をした。




　翌日は、雲ひとつない紺こん碧ぺきの空が広がっていた。

　買い物に出かけるにはまだ万全ではなく、ショッピングデートはお預けにして、もともと持っていた白いブラウスと紺のフレアスカートを纏う。

　持ってきた洋服の中で一番清楚に見えそうなものを選んだのだが、抜糸が済んで保護剤を貼ってある右腕はまだ腫れているし、脚にはギプス。なにより右頬の内出血が完全に治癒しておらず、大きなガーゼを当てたままだ。結婚の挨拶に行くとはとても思えない姿で心配したけれど、皓河さんは着替えた私を見て目を細めた。

「こういう姿、新鮮だ。似合ってる」

　着替えも不自由で、着られるものも限られたため、ここに来てからずっと皓河さんの大きなジャージを借りていた。

　結婚相手にだらしない姿ばかりをさらしていたのだと考えると、今さらながらにばつが悪い。ただ、事情を知るドクターの彼が、みっともないと感じているとは思えないのだけが救いだ。

「早く買い物に行きたいな。和奏を着せ替え人形にしたい」

「私を？」

「和奏がどんな洋服を好むのか知りたいし、たまには俺好みの恰好もさせたい」

　彼がそんなことを言うとは意外だった。

　結婚するといっても、まだ互いのことをよく知ったわけではない。契約結婚ではあるけれど、もう少し踏み込んでもいいようだ。きっとそのほうが楽しく暮らせる。

「皓河さんはどんな洋服がお好みですか？」

「そうだなぁ」

　彼が私から少し離れて頭からつま先まで観察を始めるので、照れくさくてたまらない。

「脱がせやすい服」

「え……」

　とんでもない返答に目を丸くすると、彼は笑いを噛み殺している。どうやらからかっているらしい。

　でも、自然と笑みがこぼれた。




　久々の外出は緊張する。

　マンションの地下駐車場から出た車は、太陽が照りつけるアスファルトの上を滑るように進んだ。

「外、暑そうですね」

　しばらく外出しないでいるうちに、酷暑を迎えていたようだ。

「最近は熱中症の患者も多い。気をつけないと」

「そうですね。でも、外の空気はおいしい」

　もちろん閉じ込められていたわけではないけれど、家から一歩も出られない生活は窮屈ではあった。そのため大きな窓から外を眺める時間が日に日に増えている。

「もう少しの辛しん抱ぼうだ。ケガもそうだけど……和奏がなんの心配もなく堂々と外を歩けるようにする」

　前を見据えてハンドルを操る彼がそう口にする。

　それは、藤野さんのことを指しているのだろうか。でも、どうやってストーキングを止めるの？

「私、皓河さんに負担をかけていませんか？」

　プレジールにわざわざ赴いてくれたのもそう。互いに利益があるからと結婚を選んだけれど、私ばかりが迷惑をかけているような気がする。

「負担なんてかかってないぞ。俺は、俺がしたいことしかしてない。だから心配するな」

　手を伸ばしてきた彼は、子供をあやすように私の頭を撫なでて笑った。

　もし負担だったとしても、そんなふうに言う人じゃないか。

　彼の優しさが身に沁しみる。

「ありがとうございます」

　だから私は、謝罪ではなくお礼の言葉を口にした。




　車は、閑静な住宅街へと入っていく。大きな邸宅ばかりで目をぱちくりしていると、彼は純和風の素敵な家の車庫に車を停めた。

「ここ」

　家屋だけでなく庭も広くて、ひどく焦った。彼はドクターでもあるし、あの立派なマンションからして私の何倍も稼ぎがあるとは思っていたが、由緒正しき家柄のご令息なのだろうか。医学部に通うにはお金もかかるし、それなりに裕福な家庭だとは予想していたものの、想像をはるかに超えている。

「行こうか」

「待ってください。お父さまもお医者さまですか？」

　以前彼が『父はそこそこ地位がある人』と話していたのを思い出した。

　病院を経営しているとか？

「違うよ。アメリカに留学中の兄は医者だけど」

　お兄さまがいるような話は以前ちらっと聞いたが、ドクターだとはびっくりだ。

「それじゃあ、お父さまは？」

「まあ、行けばわかるよ」

　濁さないでよ。緊張するでしょう？

　平然とした顔で車を降りた彼は、手助けをするために助手席のほうに回ってきた。

　思いきり顔が引きつっていたのだろう。彼は私を見るなりプッと噴き出す。

「顔が青いんだけど」

「血圧低下中です」

「あはは。だから、大丈夫だって。お堅い職業には就いてるけど、家ではごく普通の父親だから。ほら」

　お堅い職業とはなんだろう。政治家とか？

　心臓が激しく動きだしたのに気づきながら車を降りて、皓河さんの手を取って足を進めた。

　手入れされた庭をゆっくり進む。途中で見えた池には、鯉こいまで泳いでいた。

「鯉だ。すごい」

「大たい河がと一緒に鯉を捕まえようとして怒られたなぁ。もちろん俺たちに捕まるほど鯉もバカじゃないし」

　大河とはお兄さまのことだろう。

「皓河さんにも、そんなやんちゃな時代があったんですね」

「それはそれはやりたい放題。そんな息子が結婚すると聞いて、両親は飛び上がって喜んでるよ。『お前のところに嫁に来てくれる貴重な女性だから大切にしろ』だってさ」

　それは世間一般の認識とはかけ離れているのではないだろうか。そもそも、皓河さんはモテすぎて困っているはずなのに。

「もちろん、大切にする」

　じっと見つめられて微笑まれると、顔が上気するのを感じる。まっすぐ目を見て話すことは大切だけれど、気恥ずかしくてたまらない。

　この結婚はただの契約なのに、まるで愛おしい人を見るような視線を送らないでほしい。ドキドキしてしまう。

　玄関に入ると、初老の女性が出迎えてくれた。

「坊ちゃま、おかえりなさいませ」

　坊ちゃまと呼ばれたのが照れくさいのか、皓河さんが苦笑いしている。

「お手伝いさんの登と紀き子こさん。こちら婚約者の吉木和奏さんです」

　皓河さんは互いを紹介してくれた。

「まあまあ、おケガをされているとは聞きましたけど、大丈夫ですか？」

　登紀子さんは私の松葉杖姿を見てあんぐり口を開けて驚いている。おそらく、ケガの程度が想像を超えていたのだ。

「みっともない恰好ですみません」

「とんでもない！　よくおいでくださいました。スリッパ、片方でよろしいですか？」

「はい。お気遣いありがとうございます」

　笑顔の登紀子さんからは歓迎ムードが伝わってきたので、少し緊張が緩んだ。

「登紀子さん、これケーキ。登紀子さんの好きないちごタルトもあるから食べて」

「ごちそうさまです。旦那さまはリビングでお待ちです。脚をケガされているなら座敷よりイスのほうがいいだろうと。すぐにお茶をお出ししますね」

　私のために配慮してくれたとは、ご両親も皓河さんと同様優しくて気がつく人のようだ。

　登紀子さんに案内された部屋に皓河さんとともに足を踏み入れる。そこには、ノーネクタイのシャツ姿で、白髪交じりの髪をきちんと整えたダンディなお父さまと、皓河さんと目元がそっくりで緩いパーマのかかった長い髪をサイドでひとつにまとめたお母さまが待っていた。

「いらっしゃい」

　最初に声をかけてくれたのはお父さまだ。

「は、はじめまして。吉木と申します。本日はお招きいただき――」

「そんな堅苦しい挨拶はいいのよ。脚、つらいでしょう？　こちらにどうぞ。皓河、連れていって差し上げて」

　緊張いっぱいの噛みながらの挨拶を遮ったのは、お母さまだ。

「相変わらずせっかちだな」

　鼻で笑う皓河さんは、私の腕を支えてソファへと誘導してくれる。

「こんな姿で申し訳ありません」

　ソファに座ったあと、対面に腰かけた両親に即座に頭を下げた。

「大変だったんだね。身を挺ていしてお子さんを助けたなんて、あっぱれだ。家族になる者として鼻が高い」

　お父さまが『家族になる者』と話すので、もうすでに結婚を認めてくれているのだとわかった。皓河さんの言う通り、なにも心配はいらなかった。

「皓河が処置したのか？」

「俺は子供のほうを。彼女は天沢が」

「天沢くんなら間違いないね」

　両親は天沢先生のことも知っているようだ。

　軽快な会話に、ホッとする。そこに登紀子さんがケーキと紅茶を運んできてくれた。

「ありがとう」

　きちんとお礼を口にするお父さまは、終始背筋が伸びていてたたずまいが上品だ。

「改めて。彼女と結婚します」

「うん。一生独身のつもりかと心配してたから、ひと仕事終えた気分だよ。家庭を持つのは責任も伴うけど、それ以上の喜びがある」

　お父さまが隣のお母さまに視線を送りながら言う。大恋愛の末の結婚と聞いているが、今でもその愛は色あせていないのだと感じてうらやましくなった。

　私と皓河さんには、こんな未来はやってこないと思うと、なんとなく胸が痛い。

「ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いします」

「とっさにお子さんを助けられるような素敵な方だもの。皓河にはもったいないくらいよ」

　お母さまがそう言うと、皓河さんは苦笑している。

「そうだな、俺にはもったいない」

「それで、例の件だが、しかるべく指示を出しておいた」

「ありがとうございます」

　突然ピリッとした空気が漂い、何事かと皓河さんを見つめる。彼はお父さまにお礼を言ったあと、私に視線を向けた。

「あの藤野という男の対処を頼んだんだ」

「どういうことですか？」

　お父さまも藤野さんの話を知っているとは驚きを隠せない。

「吉木さんが警察に相談したときは具体的な証拠がそろっていなくて、口頭での警告だけだったと思う。今回、皓河がそろえた証拠のおかげで、警察本部長の名前でつきまといを禁じる警告文を発出した」

　皓河さんがそろえた証拠？　警告文？

　寝耳に水で首を傾げる。

「最初の相談のときにすぐに動けなくて申し訳ない」

「えっ……。頭を上げてください」

　唐突にお父さまから深々と頭を下げられて焦る。

「父は警視庁で副総監を務めているんだ」

「副総監？」

　まさか、警察のトップに近い人だとは。驚きすぎて放心してしまう。たしか、そのあたりの地位にある人は、キャリア官僚と呼ばれる優秀な人たちのはず。

「和奏、大丈夫？」

「……は、はい」

　皓河さんに尋ねられて、やっとのことで返事をした。

「ごめん。きちんと処理されてから話そうと思ってたんだ。そうでないと、また不安になるだろ？」

　だからお父さまが警察の関係者だということを秘密にしておいたのか。でも、さっき車庫で教えてくれればよかったのに。

「父さん、いろいろありがとう。まさかこんなに早くことが運ぶとは」

　皓河さんも依頼はしたが結果は知らなかったのかもしれない。

「万が一、今後もストーカー行為が続くなら、公安から禁止命令を出す。ここで違反すると罰則が適用される。もし吉木さんが望むなら、被害届を提出して逮捕もできる。皓河の調べでは、吉木さんの自宅マンション内の防犯カメラに、藤野という男が何度も映っていたようだ」

「防犯カメラ……」

　マンションの中まで入っていたとは。改めてストーカーの恐ろしさを感じて身震いする。

「管理会社に事情を話して調べてもらった。もう、あのマンションには戻らなくていい」

　皓河さんはそう言うと、励ますように私の手を握った。

「そうよ。すぐにでも婚姻届を出せばいいじゃない。お式はケガが治ってからでいいんだし」

　衝撃で頭を抱える私に、お母さまが優しい言葉をかけてくれる。

「うん。このあと役所に行ってくる」

「それがいい。ぜひ、そうして。私の家族となれば、警察も本気にならないわけにはいかないだろう」

　お父さまもすぐの結婚に賛成のようだ。

　面倒ごとを抱えた私に対して、嫌な顔をひとつしない両親に感激しかない。

「ありがとうございます」

「こちらこそ。皓河をよろしくお願いします。大河ももうすぐ戻ってくるみたいだから、そろったら食事でもしましょう」

「はい、ぜひ」

　お父さまの提案にうなずくと、お母さまもうれしそうに微笑んだ。




　堀田家の訪問では温かな気持ちに包まれた。

　再び皓河さんの車に乗り込むと、運転席に座った彼は私の顔をのぞき込んでくる。

「和奏。体つらい？」

「そうじゃなくて……胸がいっぱいで」

　ずっと黙っていたから心配しているようだ。

「そっか」

「まさか藤野さんの件で動いてくれているなんて……」

「守ると約束しただろ？」

　そうだけど、忙しかったはずなのに。

「証拠集めまでしてくださったんですね」

「プレジールの今と前の店舗の店長につきまといを証言してもらったんだ。マンションの管理会社には、ストーカー行為があることを知らせて防犯カメラや入居予定者について調べてもらった。一般人の俺には情報を開示できないから警察に介入してもらったんだけど、入居希望者に藤野という名前があって、ストーカー行為が認定された」

　藤野さんがあのマンションに空室が出るのを待っているというのは本当だったんだ。

　知らずに今でも暮らしていたらと思うと、ぞっとする。

「実は昨日、プレジールに行ったときも見かけて、最後通告しておいた。その気になればお前を潰すことくらい簡単だって」

「心強いです」

「これで和奏はケガを治して出勤するだけ。あっ、その前に……」

　彼はジャケットのポケットからなにかを取り出す。

「改めて。俺と結婚してほしい」

「嘘……」

　小さな箱の中には、ダイヤの輝く指輪が入っていた。

「だって私たちは契約――」

『契約結婚でしょう？』と問おうとしたのに、彼が私の口の前に人差し指を立てるので言えない。

「友達に自慢するのに必要だろ？」

　そんなことのために、こんなに大きなダイヤの指輪を購入したの？

「自慢って……」

「あの男や俺に近づいてくる女に冷めてると思われるとつけ込まれるから、外では特に愛情たっぷりにかわいがる予定」

　愛情たっぷりだなんて……。今でも少し見つめられるだけで恥ずかしくて逃げ出したくなるのに、これ以上は心臓が持ちそうにない。

　けれど、彼のほうの事情もある。たしかに冷めた夫婦に見えたら、入り込む余地があると思われるかも。

　彼は私の左手を取って薬指に指輪を差し入れたあと、なんとその指に唇を押しつける。突然の行為に頭が真っ白になった。

「また息止めてる」

「はっ……」

　指摘されて大きく息を吸い込むと、クスッと笑われてしまった。

「夫婦になるんだから慣れろよ」

　契約結婚するって、そういう行為も込みなの？

　考えもしなかったことに気がついて、目が泳いでしまう。

「さて、役所に行って婚姻届を提出したら、自慢に行こうか」

「どこに？」

「コーヒー飲みたくない？」

　まさか、プレジール？

　たしかに事故から一度も顔を出していないので、店の様子は気になっていた。それに藤野さんの件で迷惑をかけているので、お礼も言いたい。

　きっと彼は、そうしたことも全部お見通しなのだ。

「飲みたいです。皓河さん、ありがとうございます」

「よし、出発」

　契約結婚の相手が彼でよかった。心からそう感じた瞬間だった。










きみを守りたい　Ｓｉｄｅ皓河




　役所での手続きはあっさり終わり、俺たちは晴れて夫婦となった。

　サプライズでプレゼントした指輪に和奏が何度も触れているのが、妙にうれしい。

　松葉杖の使い方が随分上達した彼女は、俺を見上げて笑顔を見せる。あのストーカー男の呪縛から解かれて、安心したのだろう。

　先週天沢に、結婚しようと思うと漏らしたら、早いなと笑われた。

　そのとき、『リングのサイズは聞くしかないのか？』と相談したら、『俺たち、糸を結ぶのは朝飯前だよな』と助言され、眠っている和奏の指にこっそり糸を巻いたのは、一生秘密だ。

　和奏が赤の他人の賢治のために自分の危険を顧みずトラックの前に飛び出していったと知ったとき、興味を持った。

　それがどれだけ勇気のいることなのか、よく知っているからだ。

　そのうえ、賢治の両親の心労を考えて自分の正体を明かさなかったという彼女の配慮を聞いて、完全に心が持っていかれた。

　以前、俺に近づきたいという安易な気持ちで救命救急を志望したナースが、俺が指示した薬剤の投与量を誤った。注射器に吸い上げた量が明らかに多かったので気づけたが、そうでなければ重じゅう篤とくな副作用の恐れもある事案だった。

　再発防止のために師長が詳しく調査したところ、そのナースは俺と勤務時間を一緒にしたくて、後輩に無理やり夜勤を代わってもらっていたことが発覚した。疲労と睡眠不足で注意散漫になり、ミスをしたのだ。

　そもそも救命救急科は他科より緊張が続く勤務となるため、休息をしっかり取れるように配慮されたシフトが組まれている。それを自分勝手な理由で許可も得ずに勝手に変更し、間違いを犯したナースの罪は重い。

　その患者は事なきを得たが、一刻を争う現場ではちょっとしたミスが命取りになる。

　救命救急のほかのナースたちは、俺たち医師も頭が下がるほど日々研けん鑽さんを積んでいる。だから、その浮ついた気持ちを許せなかった。

　そんな出来事があったので、女はこりごり。それからそうした女とは話もしなくなったので、冷たい男だと思われているようだけれど、まったく問題なかった。

　しかし和奏に出会って、心が大きく揺らいだ。ストーカー被害に苦しむ彼女を守ってやりたいと強く感じて、契約結婚を思いついたのだ。

　夫婦となった俺たちは、和奏の職場のカフェへと向かった。客として入口から入っていくと、和奏より少し背が高い女性がすさまじい勢いですっ飛んできた。

「和奏ちゃん！」

「あかりさん。ご迷惑を――」

「なに言ってるの。男の子を助けたんでしょう？　私たちの中では和奏ちゃんはヒーローよ。あっ、ヒロインか」

　和奏の左手をしっかり握ってペロッと舌を出す彼女は、とても明るい性格のようだ。時折電話をくれる先輩がいると和奏が話していたけれど、彼女かもしれない。

「フィアンセと一緒なんて、見せつけてくれるわね」

「……それが、ついさっき入籍しまして」

　和奏が照れくさそうに告白すると、あかりさんは目を真ん丸にしたあと、弾けんばかりの笑顔を見せた。

「新婚さん、いらっしゃい！」

「ちょっ、声が大きいですって」

　近くの客の視線を集めてしまい、和奏は慌てている。この店舗に配属になって間もないはずなのに、すっかり打ち解けているように見えた。

　きっと真面目に働いていたのだろう。

「ギプスがとれたら、少しずつ仕事復帰をさせたいと思っているのですが」

　俺が口を挟むと、あかりさんはきょとんとしている。

「旦那さん、ドクターなんですよね。和奏ちゃん、働かなくても大丈夫じゃない？」

　経済的にはまったく困らない。ただ、和奏はそのためだけに働いているわけではない気がするのだ。プレジールの話をしているときの彼女は饒じょう舌ぜつで、接客への熱い想いを打ち明けてくれる。その姿から、仕事に誇りを持っているのが伝わってくる。そんな彼女から仕事を取り上げたくはない。

「私、あかりさんと一緒に働きたいですよ」

「ヤダぁ。惚れそう。私もよ。こんなに接客の丁寧な人は初めてだし、和奏ちゃんのプレジールへの愛が熱くて気持ちいいの」

　俺だけじゃなく、あかりさんもそう感じるようだ。

「あっ、いけない。テーブル片づけないと」

「店長にお世話になったお礼をしたいんですけど、今は……」

「裏で帳簿とにらめっこしてるはず。もう、大丈夫なんだよね？」

　あかりさんが和奏に尋ねながら俺にちらりと視線を送るのでうなずいた。

「万が一、あの人の姿を見かけたらすぐにご連絡ください。警察と連携がとれていますので」

「わかりました。コーヒー運ぶから、休憩室にどうぞ。うちのコーヒー最高ですから、旦那さんも飲んでいってくださいね」

　元気いっぱいのあかりさんに促されて休憩室に向かうと、店長は笑顔で迎えてくれた。警察への証言や長期にわたる休暇のお礼を和奏が口にすると、「ＣＥＯが心配してたよ」と意外な返事。いち社員のことまでトップの人間が気にかけているとは。社員の士気が高いのもうなずける。

　おいしいコーヒーをごちそうになり、復帰を約束してマンションへ。すると和奏は、ソファで眠ってしまった。

　久々の外出だったのに引っ張り回しすぎたと反省したものの、彼女の笑顔がたっぷり見られて幸せだった。

「奥さん」

　こっそり呼びかけてみる。

　ひとりが気楽だと思っていたが、こういうのも悪くない。

　和奏の左手で光を放つ指輪を見て、頬が緩んでくる。

　大恋愛の末結婚した両親は、俺や大河に盛んに結婚を勧めていたが、その気持ちが少しわかったような気がした。

　守るべき存在ができると、どこまでも強くなれるのだ。しかもそれだけではない。和奏が笑うと俺まで幸せな気持ちになる。

「ベッドに行こうか、和奏」

　万が一、ソファから落ちたら脚に響くだろう。そう考えて彼女を抱き上げると「皓河さん」とつぶやかれてドキッとする。

「寝言か……」

　和奏の夢の中にも存在できるなんて光栄だ。

　俺はそう思いながら、寝室に向かった。










苦しさの訳




　空にうろこ雲が広がった九月上旬。

　完全に皓河さんのマンションに引っ越しを済ませた私は、久しぶりに野上総合病院にいた。

　あの事故のあと、皓河さんがずっと家で処置をしてくれていたので通院しないで済んでいたのだけれど、今日は外来でギプスを外してもらうのだ。

　皓河さんもできるようだが、ギプスカッターなどの特殊な機器が必要となるので、整形外科を受診することになった。

「堀田和奏さん」

　看護師に名前を呼ばれたものの、とっさに反応できなかった。というのも、堀田姓に慣れていないからだ。

「堀田さん、いらっしゃいませんか？」

「あっ、私です」

　ようやく自分が呼ばれていると気づいた私は、小さく手を挙げた。すると私より少し背の高い、目鼻立ちのくっきりしたナースが寄ってきて微笑む。

「歩くのが大変でしたね。急かしてごめんなさい」

「とんでもないです」

　勘違いをされて申し訳ない。けれど、『結婚したばかりで苗字に慣れなくて』と説明するのも変だと思い、そのままにしておいた。

　いよいよギプスが取れると喜んでいたものの、カッターの刃が大きな音を立てるので緊張した。

　ところが意外なほどにまったく痛くなく、処置はあっという間に終了。改めて診察を受け、順調に治癒していることがわかって安心した。

　ギプス生活とも、ようやくお別れできる。晴れて自由の身になった気分だ。

　とはいえ、使っていなかった脚は筋肉が衰えていて、しばらくリハビリに通院しなくてはならない。

　脚はまだ完全治癒とはいかないけれど、頬のあざはすっかり薄くなりメイクでごまかせる程度になった。右腕は傷そのものは治癒しているけれど、まだ少し腫れている。それでも、事故のときの処置が天沢先生でなければ、ここまできれいにはならなかったと聞いて感謝した。

　外来のあとは、おそるおそる歩いて脳外科病棟に向かう。賢治くんが気になるのだ。

　彼も麻ま痺ひ等の後遺症もなく順調に回復しているが、ハイリスクな頭部の手術をしているため、退院まではもう少しかかるらしい。ただ、野上総合病院の脳神経外科はかなりレベルが高いので、安心して任せられると皓河さんが話していた。

　エレベーターを降りてナースステーションの近くまで行くと、ナースが押す車いすに乗った賢治くんを発見した。検査にでも行くのだろうか。まだ点滴はつながっているし、頭部に大きなガーゼが貼られているけれど、彼の顔の血色のよさに安心した。さらには、ナースに話しかけられて白い歯を見せたのがうれしくて、私まで笑みがこぼれる。

　私は彼をそのまま見送った。私を覚えていないだろうし、今さら名乗り出るつもりもない。

「よかった」

　いくら皓河さんが順調だと教えてくれても、こうして本人の姿を見るまでは気が気でなかったのだ。

「もしかして、堀田さん？」

　賢治くんのうしろ姿を見送っていると、背後から男性に話しかけられて振り返る。そこにはスクラブに白衣を羽織った、精せい悍かんな顔立ちの背の高いドクターがいた。

「はい」

　今度は〝堀田〟に反応できたものの、まだ照れくさい。

「初めまして。脳外の倉くら田たです」

「初めまして。しゅ、主人がお世話になっております」

　この挨拶で間違っていないだろうか。ドギマギしながら頭を下げると、倉田先生は優しく微笑んでくれた。

「こちらこそ。堀田の的確な処置のおかげで、後遺症もなく順調に回復しています」

　倉田先生は、エレベーターに乗り込む賢治くんに視線を送りながら言う。

「そういえば、堀田がさっき捜してましたよ」

「皓河さんが？」

「奥さん、外来受診の日なのに整形にいなかったから、賢治くんのところに来るはずだって。当たりでしたね。すれ違ったみたいですけど」

　リハビリの手続きに行っていたので、その間にここに来たのかもしれない。

「ちょっと待ってください」

　倉田先生は、ナースステーションの受話器を手に取り、どこかに電話をしている。

「脳外の倉田です。堀田、処置中？　……それじゃあ、俺が病棟で呼んでると伝えて」

　どうやら皓河さんを呼び出してくれたようだ。

「お手を煩わせて申し訳ありません」

　電話を切った倉田先生に謝る。特に用はないのに、倉田先生にまで迷惑をかけてしまった。

「いえいえ。堀田、責任感が強すぎてずっと根詰めて働いているから、少しはリラックスさせてやりたいんです」

　リラックス？

　倉田先生は、私が契約上の妻だと知らないからそう言うけれど、私に会ったところで皓河さんがリラックスできるとは思えない。

「リラックスできるでしょうか」

「それは……」

　倉田先生は、ナースステーションの奥で点滴の準備をしている、大きな目のスタイルのいいナースをちらりと視界に入れてから続ける。

「もちろんできますよ。脳外も救急も、命にかかわる症例が多いので緊張続きです。そんなとき、妻の顔を見るだけでホッとできるというか……。あっ、もう来たみたいですよ」

　倉田先生の声に合わせて振り返ると、聴診器を首にかけた皓河さんが歩いてくるのが見えた。白衣姿が凛としていてかっこいい。

「それでは」

「あっ、これ、賢治くんに渡していただけませんか？」

　お見舞いに持ってきた絵本をすっかり忘れていた。

「わかりました。お預かりしますね。喜ぶだろうな。……香こう月づき」

　倉田先生はさっき視線を送っていたナースに近づき、絵本を渡している。

「やっと会えた」

　私のところまでやってきた皓河さんが、そんなふうに言う。

「ごめんなさい。お仕事の邪魔してますよね、私」

「今、ちょうど空いてたんだ。ようやく取れたな」

　彼は私の脚を見て微笑んだ。

「はい。ギプスなしは久しぶりなので、歩き方がおかしくて」

　そう告白すると、彼はクスッと笑みをこぼす。

「倉田先生」

「おう。すれ違ったみたいだから連絡した」

「ありがとうございます」

　皓河さんが倉田先生にお礼を言うと、ナースの香月さんも笑顔で会釈してくれた。

「缶コーヒーくらいしか無理だけど、一緒に飲まないか？」

「はい、ぜひ」

　皓河さんに誘われたのがうれしくてうなずいた。

　中庭に行こうと誘われて歩きだすと、彼は腕を支えてくれる。

「倉田先生、さりげなく奥さんとくっついてたな」

「奥さん？」

「さっき、隣にいた香月さんと結婚してるんだ。すごくできるナースで、オペ室からも救急からも異動のオファーが出てるんだけど、倉田先生が離さなくて」

「あ……」

『妻の顔を見るだけでホッとできる』ってそういうことか。

「どうかした？」

「いえ。仲がよさそうで、素敵なご夫婦ですね」

「そうだな。でも、俺たちも負けないぞ」

　唐突に皓河さんに腰を抱かれて、心臓がドクンと大きな音を立てる。

　私たちは本物の夫婦じゃないのに。わかっているのに……そう言われるのがうれしいのはどうしてだろう。

　中庭のベンチに座ると、皓河さんがカフェオレを買ってきてくれた。しかも、プルトップまで開けてくれるという過保護ぶり。もう右手も自由に使えるのに、ずっとお世話してくれていたときの名残かもしれない。

「ありがとうございます」

「賢治、元気だっただろ？」

「はい、顔色がよくて安心しました」

　そう伝えると、彼は満足そうにうなずく。

「俺たちの仕事の醍だい醐ご味みは、ああして健康を取り戻していく患者さんを見られることなんだ」

「そうですよね」

　自分が処置を施した患者が回復していく様子は、彼らドクターの励みなのだろう。

「だけど、毎回助けられないのがもどかしい」

　ブラックコーヒーをベンチに置いた彼が、私の肩に頭を寄りかからせるので目を瞠みはる。

「ごめん。少しへこたれさせて。今朝、心肺停止で運ばれてきた患者を蘇生させられなかったんだ」

「皓河さん……」

　家にいるときは、こんな姿をおくびにも出さないので意外だった。けれど、人間だもの。時々弱音を吐いたっていい。

　毎日厳しい症例と向き合っていれば、亡くなる人もいるだろう。彼のせいではなくても、虚しいに違いない。彼は、全部の命を救うつもりで救急医をしているはずだから。

「皓河さんのせいじゃないですよ」

　すでに心肺停止していたなら、相当難しい症例だったはずだ。

「うん、わかってる。だけど、何回経験してもやっぱりこたえる」

　どうしたら癒やしてあげられるのだろう。言葉が見つからない私は、そっと手を握った。

　倉田先生は『妻の顔を見るだけでホッとできる』と話していた。それなら、そばに寄り添いたい。

「和奏」

「はい」

「ありがと」

　皓河さんは穏やかな表情で微笑む。

「どういたしまして」

　彼には何度も助けられた。このくらいなんでもない。

　そのとき、白衣のポケットの中のＰＨＳが鳴りだした。すると彼は途端にキリッと表情を引き締めて、それを手にする。

「堀田です。……了解。心カテの準備、よろしく」

　どうやら救急からの呼び出しのようだ。

「ごめん。行かないと」

「はい。頑張ってください」

「続きは、帰ってからな」

　続き？

「気をつけて帰るんだよ。それじゃ」

　ついさっきまで沈んでいた彼はどこにいったのか、凛々しい表情で慌ただしく去っていった。




　その日、皓河さんが帰ってきたのは二十二時。勤務終了間際に救急車が入り、当直のドクターと一緒に処置をしていたようだ。

「遅くなってごめんな。いいにおいがする」

　玄関で出迎えると、彼はスーッと息を吸い込んでいる。

「今日はスペアリブです」

　右腕が回復してきてから、できるだけ料理を作るようにしていたけれど、ギプスだと長時間立っているのがつらくて簡単なものばかりだった。今日はギプスも外れたし、いろいろ頑張ってみたのだ。

「楽しみだ。でも無理してないか？」

　靴を脱いだ彼は私の腰を抱いて尋ねてくる。

「煮込んでいる間は座ってましたから」

「そっか。温かい食事は、活力になる。本当にありがとう」

　笑みをこぼす彼は、私のこめかみにキスをする。

「あっ」

　突然のキスに小声が漏れると、彼はクスッと笑った。

「新婚なんだからこれくらいで驚くなよ」

　そうはいっても、本物の夫婦ではないのに。

　もしかして、倉田先生と奥さまの姿に触発された？

「あっ、電話だ。すぐ行くから」

　彼はポケットからスマホを取り出して、書斎に入っていった。

　急変だろうか。

　またすぐに病院に戻るかもしれないと思いながらも、ひと口でも食べられればとキッチンに行き、料理をテーブルに並べ始める。すると、数分で彼もやってきた。

「大丈夫でしたか？」

「うん。倉田先生だった」

「倉田先生？」

　皓河さんはキッチンに来て、サラダを運んでくれる。

「賢治が、絵本を喜んでたって。で、奥さん、きれいだなだってさ」

「え……」

　私の話？

「でしょと自慢しておいた」

「やめてください」

　あんな美人の奥さまがいる倉田先生に、なんてことを……。

「どうして？　本当のことじゃないか」

　彼は素知らぬ顔でそう言うと、プチトマトを口に放り込む。

「あっ、つまみ食い」

　照れくささもあり、話を変えた。

「怒るなよ。ほら、和奏も」

　彼が私にも差し出すので、口を開いた。少し酸味のあるトマトを咀嚼しながら、恥ずかしさに顔を赤らめる。

　右腕が不自由だったのでこうして食べさせてもらう機会も多く、つい癖で口を開いてしまったが、もう自分で食べられるのに。

「いつも待たせてごめん。先に食べてもいいぞ」

「いえ。皓河さんと一緒に食べた……なんでもありません」

　つい本音を漏らして後悔した。ただの契約妻がこんなことを言ったら、重いのではないかと思ったからだ。

「なんで取り消すんだ」

　それなのに、テーブルにサラダを置いた彼は、少し不機嫌になる。

「なんでって……」

　両親を亡くしてからひとりだった私は、誰かと会話をしながらの食事が楽しい。でも、彼は迷惑じゃないのかな？

　うつむいて言葉を濁すと、突然抱きしめられて驚く。

「俺も。俺も和奏と一緒に食べられてうれしい。和奏の笑顔を見ているだけで、疲れが飛んでいく」

　倉田先生が話していた通りだ。

「だけど、オペに入ると何時になるかわからないときもある。和奏の負担になりたくないんだ」

　彼は彼で遠慮があるのか。

「負担なんかじゃありません。でも、気になるなら……十時までに連絡がなければ先にいただきますね」

　彼は帰る前に必ずメッセージを入れてくれるので、そう言った。

「うん、そのほうが安心。和奏も本格的に仕事復帰したら忙しくなる。体をちゃんと休めないと」

　今日でギプスも取れたので、徐々に仕事に復帰する予定。迷惑をかけた分、頑張らなくてはと思っているのを見透かされているようだ。

「はい。疲れたときは食彩亭にお世話になります」

「そうだ。明日休みなんだけど、一緒に行こう」

「はい！」

　ふたりで行こうと言われていたのに、いまだ実現していないのでうれしい。

「デートもしような」

「デート？」

「洋服買って、着せ替え人形にするって言っただろ。俺、すごく楽しみにしてるんだ」

　そういえばそんな話をしていた。けれど、私のショッピングを心待ちにしているとはびっくりだった。

「皓河さんが買えばいいのに。街を歩いてたら、モデルと間違われそう」

　すらっと脚は長いし、顔も小さいうえ整っている。しかも体は筋肉質で引き締まっているし、スタイル抜群だ。彼ならどんな洋服も着こなすに違いない。

「俺はスクラブと白衣があればいい」

「それじゃあ私は、プレジールの制服だけでいいじゃないですか」

　プレジールの制服は襟に黒いラインの入った白いシャツに、黒のパンツ、もしくはひざ丈スカート。そしてダークブラウンのカフェエプロンをつける。シンプルだけどおしゃれだと評判が高い。この制服を着たくてバイトに応募する学生もいるくらいだ。

　軽い気持ちでそう言うと、顎に手を添えた彼は、なぜか私をまじまじと見つめる。

「そういえば、和奏の制服姿、まだ拝おがんでないな」

「拝まなくても」

「似合うだろうな。ちょっとナース服も着せてみたい」

　彼の発言に目をぱちくりする。

「は？」

「まあ、そのうちな」

　そのうち、なに？　ナース服を着ろと？

　発言の意図がわからなかったものの、墓穴を掘りそうでそれ以上は聞けなかった。

「さて、食べよう。スペアリブ、とろとろだな。和奏は料理がうまい」

「ありがとうございます」

　長年ひとり暮らしだったのでひと通りはできる。ただ、自分で食べるのと他人に食べてもらうのは違い、よりおいしく食べてもらう工夫をするようになった。

　今日の料理もひと手間加えた。隠し味にはちみつを加えてあるのだ。こうするとお肉がより柔らかくなり、コクが増す。

　スペアリブを口に運んだ彼が目を細めて幸せそうな顔をしているのを見ていると、私まで気分が上がる。

「うまいな。医者のくせして食事は不規則で、唯一の頼みが食彩亭の弁当だったんだけど、和奏に作ってもらえるとすごく助かる」

「私の料理でよければ、いくらでも作ります。皓河さんにはずっと元気でいてもらわないと」

　何気なくそう漏らすと、彼は手を止めて私をじっと見る。

「それって、ずっと一緒にいてもいいと言ってるの？」

「あっ、そう、じゃなくて……」

　皓河さんのお父さまが動いてくれてから、藤野さんの姿は見かけなくなった。私のほうの問題は解決したとして、あとは皓河さんに本気の女性ができて結婚を考えるようになったら、別れが待っているのではないのだろうか。

　そんなことを考えると、胸が痛い。

　私……優しい彼に惹かれているんだ。

　苦しさの訳に気づいてしまい、途端に心臓が早鐘を打ち始める。

　好きになったらいけないのに。彼は、ひどいケガをしてストーカー行為まで受けていたどん底の私を放っておけなかったのだ。ちょうど自分も困っているからと、私との結婚を提案しただけなのに、愛を期待してはいけない。

　そう自分に釘を刺しても、苦しさが増すばかりだ。

「そうじゃないのか。残念」

「えっ？」

　意外な言葉に目を瞠る。それは、どういう意味なのだろう。

「俺は……」

　皓河さんは、私をまっすぐに見つめる。

「俺は、ずっとこうしていられたら幸せだな。患者を救えない苦しさを受け止めてくれる優しい妻がいて、疲れて帰ってきたら温かい手料理で癒やしてくれる」

　でも、その妻は私でなくてもいいのでしょう？　たとえ彼の癒やしになれていたとしても、それは愛ではないのでしょう？

　そう心の中で反発したものの、皓河さんの視線が熱くて勘違いしそうになる。

　でも、これ以上惹かれてはダメだ。

　彼は癒やしが欲しいだけ。けれど私は……皓河さんを好きになってしまった私は……愛が欲しい。

「癒やしになっていれば光栄です」

　私はそんなふうにごまかして、スペアリブを口に運んだ。

　ずっとこうしてふたりで料理をつつき合い、笑っていられたらいいのに。私たちに永遠はないのだ。

「うん。和奏の顔を見るだけで元気になる」

　倉田先生とまるで同じ話をする彼は、再び食事を始めた。




　すべての料理がなくなると、彼は片づけを手伝ってくれる。

「お疲れなんですから、休んでいてください」

「和奏こそ座ってろ。俺は家政婦が欲しかったわけじゃないんだ。あんなおいしい料理を作ってくれたんだから、片づけくらいやらないと」

　家政婦ではなく、言い寄られる女性から逃れるためのかりそめの妻が欲しかっただけでしょう？

　そんなふうに卑屈になるのは、彼が私を気遣うたびに、胸が苦しくなるからだ。本当ならうれしい言葉のはずなのに、愛がないと思うと虚しくてたまらない。

「でも、救急は重労働ですから」

「それを支えてくれる妻のほうが重労働だ」

　どうしてそんなに優しい言葉をかけてくれるのだろう。ますます好きになってしまう。

　いつまで妻でいられるかわからないけれど、彼の妻として過ごす最後の日まで、救急医の妻として彼を支えたい。

「比べものにならないほど皓河さんのお仕事のほうが大変です！　お昼は食べられたんですか？」

「それが……。救急は皆で出前を取ることが多いんだけど、午前中は忙しくて注文を出し損ねて。売店でカップ麺を買ったのが悪かったな。師長に素人ですか？って笑われた」

「素人？」

　どういう意味だろう。

「三分待つ間に救急車。処置を終えて戻ってきたら……」

「あ……」

　伸びていたんだ。

「わかってるんだけど、おにぎりは売り切れで菓子パンくらいしか残ってなくて。甘いものより辛いものが食べたかったんだよね。でも、菓子パンが正解だった」

　彼は伸びた麺を思い出したのかクスクス笑っている。

「お弁当は？」

「食彩亭？　処置室が平和なときは時々行くよ。でもちょっと遠いんだよね」

「そうじゃなくて。お弁当を作っては迷惑ですか？」

　彼から汚れた皿を受け取りながら尋ねる。

「作ってくれるの？」

「食彩亭のお弁当みたいに、すごいのは無理なんですけど」

　きっと冷凍食品も入るだろうし、夕飯の残り物も詰めると思う。料理人の弁当と比べられると気まずい。

「そんなのあたり前だ。愛妻弁当かぁ。すごくうれしい。天沢もよく持ってくるんだよ。ずっとうらやましくて」

　彼が弾んだ声で言うので、提案してよかったと思う。

「だけど、和奏も職場復帰していくんだから、できる範囲でいい。絶対に無理しないと約束して」

　こんなに喜んでくれるなら多少無理してでも作りたいところだけれど、心配をかけるのも忍びなくてうなずいた。

「皓河さんはなにが好きですか？」

　食洗機に食器を入れながら問うと、彼はぴったり横に立って私の顔をのぞき込む。

「和奏」

　そして私の名前を即答するので、息が止まりそうになった。

「えっ？」

「和奏が作ってくれたものなら、なんでも好き」

　そういう意味か……。一瞬、私を好きだと言ったのかと都合のいい勘違いをしてしまった。

「そ、それじゃあ頑張ります」

「ありがと」

　彼がいきなり私の腰を抱くので、お皿を落としそうになって焦った。

「片づけが終わったら、昼の続きな」

「続きって？」

「約束しただろ。忘れた？」

　まさか、中庭での話？

「いえ、でも続きって……」

「もう少し甘えたいな。ダメ？」

　あれほどてきぱきと救急隊員やナースに指示を出して処置していた人とは思えない甘い声で懇願され、意外に思ったけれど、私で癒やされるならと思いうなずく。

「こっち」

　皿をすべて食洗機に入れ終わると、彼は私の手を引いてソファに座らせた。隣の彼に肩を抱かれて、照れくさくて目が泳ぐ。

「……今日、救えなかったのは六歳の男の子なんだ」

「えっ……」

　心肺停止で運ばれてきて蘇生させられなかったと聞いたとき、勝手に大人を想像していた。

「どんな命も大切だけど、やっぱり幼い子はきつい」

「そうですね」

　その気持ちはわかる。大人の命なら仕方がないというわけでは決してない。けれども、まだこれから先の人生のほうがずっと長かったはずの幼い子の命の灯火が消えてしまうのは、やはりつらいものだ。

「交通事故だった。……賢治を助けてくれた和奏に、改めて感謝した」

「私じゃなくて、あの場に居合わせてくれたことを神さまに感謝しなくちゃ」

　そう漏らすと、彼は私の顔をのぞき込んで首を横に振る。

「あの場にいても、飛び込んでいけたのは和奏の度胸と勇気のおかげだ。見ず知らずの子のためにトラックの前に飛び出すなんて、普通はできない。和奏の行動を心から尊敬する。でも、ちょっと怖い」

「怖い？」

「お願いだ。いなくならないでくれ。もう無茶な行動はしないでくれ」

　苦しげな顔をする彼は、私を抱きしめた。

「皓河さん……」

　今日、男の子を救えなかったときにいろんなことを考えたのだろう。賢治くんが元気になったのがうれしい一方で、大ケガをした私のこともよく知っている。そして、一歩間違えばふたりとも命を失っていたかもしれないことも。

「和奏があのとき命を落としていたらと思ったら手が震えてきて、顔を見てようやく落ち着いた」

　それもあって病院で私を捜していたのかもしれない。

「もう無茶なことはしません。約束します」

　これほど自分の心配をしてくれる人がいるのは幸せだ。

　命を救えなかったショックを癒やされたかったというのはあるにせよ、私の心配をしているから、こんなふうにそばにいたがるのかも。

「うん。救急医失格だな。勇気ある行動なのに、もうしないでほしいなんて」

「そんなことはないです。皓河さんは優しいんですよ」

　きっと彼は、毎日いろんな感情と向き合っているのだろう。

　なにが正しかったかなんてわからない。私も、あと数秒飛び出すのが遅かったらこうして笑っていられないのだから。

　それから彼は、なにも言わずにしばらく私を抱きしめ続けた。まるでそうやって心を落ち着かせているようだった。

　救急医だって私たちと同じ人間なのだ。感情が高ぶったり落ち込んだりしたっておかしくはない。動揺を表情に出すことなく、淡々と処置をしているように見えても、いろんな思いがあるのだ、きっと。

　私は彼を励ましたくて、背中に手を回してそっと抱きしめた。

　耳元で繰り返される呼吸が、次第に穏やかになっていく。それとは裏腹に、距離が近いことを意識した私の鼓動は高鳴っていった。

　こうやって、ふたりで支え合いながら生きていけたら素敵なのに。

　ストーカーの被害に遭って、男性と付き合うことなんて考えられなかった。けれど、皓河さんと夫婦になり幸せを感じている。

　彼とは、互いの呼吸を合わせなくてはと気を使うのではなく、それぞれのリズムを尊重しているうちにいつの間にか同調している、とでもいうのか。一緒にいても疲れないし、心地よいのだ。

　考えてもいなかった未来が開けたのだから、彼に好きになってもらえるように頑張ろう。

　そんなふうに思いながら、皓河さんの呼吸音に耳をそばだてていた。




　翌日は晴天。カーテンを開けると、太陽の光がまぶしい。デート日和……というか少し暑すぎるくらいだけれど、私の気分は弾んでいた。

　久々にお気に入りの濃紺のワンピースを纏い、右腕の傷痕を隠すために半袖のカーディガンを羽織った私は、皓河さんの車に乗り込んだ。

　彼も紺のポロシャツに、ジーンズ姿。白衣も似合うけれど、脚が長いのでモデルみたいだ。

「ワンピース、似合うな」

「あ、ありがとうございます。このワンピース、お気に入りなんです。……って、張り切りすぎですね、私」

　浮かれているみたいで恥ずかしい。いや、浮かれているのは間違いではない。

「いや？　和奏が紺のワンピースを着てるのが見えたから、俺も白から紺に替えてきたんだけど」

　ポロシャツの話？　まさか、私に合わせてくれたとは思わなかった。

「新婚らしいだろ？」

　ハンドルを操る彼がうれしそうに見えて、私のテンションも上がっていく。

「はい」

　しかし照れくさくて、小声で返事をした。

「今日は、それを上回るワンピースを見つけるぞ」

　少年のように目を輝かせる彼が新鮮だ。こんな一面もあるとは。妻になれたから、見られたのかな。

　繁華街の駐車場に車を停めると、車を降りた彼は助手席側に回ってきて私を支えてくれる。

「平気？」

「大丈夫です」

　ヒールのないパンプスをはいてきたが、筋肉が落ちているせいか歩くのに違和感がある。でも、ワクワクする気持ちがそれを上回っていた。

「つかまって」

　彼は自分の腕をトンと叩いて言う。

　家の中でもよくこうして支えてくれるけれど、他人の目のあるところでは面映ゆい。

「照れてるの？」

「えっ？」

　すぐに手を伸ばさなかったからか、指摘されてしまった。

「耳、真っ赤」

　皓河さんに耳元でささやかれて、ますます赤く染まっている気がする。

「でも、ここ」

　彼は少し強引に私の手を取り、自分の腕につかまらせた。そのとき、彼も左手の薬指にシンプルなプラチナの指輪をしていることに気がついた。

「皓河さん、指輪……」

「ああ。あんまりはめられないからいらないと思ってたんだけど、やっぱり欲しくなって結婚指輪を買ったんだ。俺も和奏と夫婦だと自慢したくて」

「自慢だなんて」

　夫婦であることを自慢したいだなんて、社交辞令でもうれしくてたまらない。

　彼は私の歩調に合わせてゆっくり歩き、『ブランピュール』というお店に入った。そしてすぐにあれこれ吟味し始める。

「これなんかどう？」

　彼が私に見せたのは、アイボリーホワイトの五分袖ワンピース。マーメードラインのスカートが大人っぽく、かつ上品だ。

「すごく素敵。でも、着こなせるかな……」

　体のラインが出そうなデザインで自信がない。

「問題なし。和奏、接客してるからかいつも姿勢がいいんだよね。脚が痛いはずなのに背筋が伸びてる」

　そんな観察をされていたとは知らなかった。たしかに仕事中は姿勢よく立つことを気にかけてはいる。

「試着できますか？　彼女が気に入ればそのまま着ていきます」

　店員に尋ねる皓河さんは、これが相当お薦めらしい。

　ところが、試着のために入った試着室で値札を見てびっくり。今着ている紺のワンピースもちょっと奮発したつもりだったのに、その三倍ほどの値段がした。

　そういえばブランピュールって、よくファッション誌に取り上げられているブランドだ。

　お財布が心もとないと思いながらも、着替えを済ませる。そして試着室のドアを開けると、皓河さんが待ち構えていた。

「うん、間違いない。サイズもぴったりだ」

　彼が目を細めて言うので、ホッとする。

「これでいい？」

「素敵なんですけど、ちょっと予算オーバーで……」

　ちょっとどころか、休職していた私には払えない金額だ。

「それは気にしない。ギプスが取れたお祝い。それに、和奏はもう俺の奥さんなんだから甘えて」

　いいのかな。

　でも、彼が引くとは思えない。なにか恩返しをするとして、ここは素直に厚意を受け取っておこう。

「はい。それじゃあ、甘えます」

　そう伝えると、彼は一瞬目を見開き、そのあとうれしそうに微笑んだ。

「了解」

　そのワンピースを纏ったまま店を出て、再び車に乗り込む。

「疲れただろ？」

「楽しいから気になりません。でも皓河さんは、私の買い物なんてつまらないのでは？」

　彼は終始笑顔だけれど、ほとんど外に出られなかった私を気遣っているのではないかと心配だ。

「俺は和奏の笑顔を見てるのが幸せなんだよ」

「そんな……」

「だから、うんとわがままになってほしい。……さっきも、甘えてもらえてうれしかったというか」

　彼は照れたような顔をしてそう告白した。

　あのとき、驚いていたようにも見えたけれど、そういうことだったのか。

「私、皓河さんに助けてもらってばかりで、もう十分甘えてると思うんですけど……」

「欲がないな。全然足りない」

　彼は運転席から手を伸ばしてきて、そっと私の頬に触れる。私を見つめる目がどこか色っぽくて、鼓動が速まってしまう。

「せっかく夫婦になったんだ。もっと甘やかしたいよ、俺は」

　どうしよう。この結婚が契約だということを忘れそうだ。

「実は……」

　彼は後部座席に置いてあった小さな紙袋を手にすると、中からなにかを取り出す。それがジュエリーボックスだったので驚いた。

「和奏の結婚指輪も買ったんだ。仕事のとき、婚約指輪は邪魔になるだろうから、こっちをつけてほしいなと思って」

　彼は指輪を取り出して、すでに婚約指輪が収まっている左手薬指にはめてくれる。

　たしかに、仕事中は大きなダイヤが輝く婚約指輪はつけられない。結婚指輪ならはめている人もいるので可能なはず。けれど、契約上の妻のためにそこまで気を使ってくれるとは。彼の気遣いが完璧すぎて、そして本当に彼の妻になったのだと実感して、胸がいっぱいだ。

「うれしいです。……おそろい、うれしい」

　気持ちが高ぶりすぎて、興奮気味に本音を漏らしてしまった。引いているかもしれないと思いきや、彼が満面の笑みを浮かべているのでホッとする。

「喜んでくれてよかった」

　皓河さんの印象は出会ったときから随分変わった。優しい人だとすぐにわかったけれど、ただ優しいだけでなく、とにかく甘やかし上手だ。

「さて、食彩亭に行こうか」

「楽しみです」

　右手が不自由だった間、何度もお世話になった弁当屋にようやく行けることになって心が弾んでいる。安いのに本格的な味で、なおかつメニューが豊富なのでまったく飽きなかった。

　車で約三十分。渋滞する道を抜けて横道に入ると、彼はコインパーキングに車を停めた。そしてやっぱり助手席に回ってきてエスコートしてくれる。

「つかまって」

「ありがとうございます」

　皓河さんに触れるたびいちいちドキドキしてしまうけれど、彼はなんでもない顔をしている。

　そこから徒歩で二分。食彩亭はこぢんまりとしていて、どこか懐かしさを感じさせるような素敵なお店だった。

「いらっしゃいませ」

　扉を開けて足を踏み入れると店内にほかに客はおらず、弁当を並べていた三角巾姿の女性が振り返って迎えてくれた。

　ぱっちりした目の彼女は、皓河さんと同じくらいの歳だろうか。胸のあたりまであるストレートの髪をひとつに束ねている。

「こんにちは」

「あっ、堀田さん。そちらはもしかして……」

　女性は私に視線を送って言った。

「妻の和奏です。和奏、彼女が天沢の奥さんの心春さん」

「天沢先生の？　初めまして」

〝妻〟と紹介されて照れくさい中、何度も話に聞いていた天沢先生の奥さまに会えてテンションが上がる。

「初めまして。お噂うわさはかねがね。想像通り、かわいらしい方」

　美人にそんなふうに言われても、どう返したらいいのかわからない。それにしても、どんな噂話をしていたのだろう。

「恵けい子こさん、堀田さんが奥さんを連れてこられましたよ」

　心春さんが奥に声をかけると、五十代後半くらいだろうか、同じように三角巾をつけた女性がすぐに出てきてうれしそうに微笑んだ。

「あらまぁ。ウエディングドレスで来てくれたかと思ったわよ」

　恵子さんはアイボリーホワイトのワンピース姿の私を見て言う。

「ずっとケガで外に出られなかったので、まだ式を挙げてなくて。せめてもと思いまして」

　皓河さんがそう言うので驚いた。このワンピースを選んだのには、そんな意図があったとは。もしかしたら結婚指輪も、白いワンピースと合わせて渡すつもりで買ってあったのかもしれない。

「店主の奥さんの恵子さん。重さんは……」

　皓河さんが奥に視線を送りながら問う。

「騒々しいなぁ。なにごと……。おっ、花嫁さん」

　顔を出したのは目尻のしわを深くして笑う、優しそうな男性だ。店主に違いない。

「でしょ？　ドレスだと思ったわよ。堀田さん、ちっとも連れてきてくれないんだもの。会えるのを楽しみにしてたのよ」

「いやいや、ケガをしてると話したじゃないですか」

　皓河さんは苦笑している。

「そうだけど。彼女ができたと思ったら、あっという間に結婚しちゃうんだもの。ロマンティックよね」

「乙女みたいなことを言って。お前が畳みかけるから、彼女がびっくりしてるだろ」

　テンション高めに話し続ける恵子さんを重さんがなだめる。

「もう大丈夫なんですか？」

　心春さんが口を挟んだ。

「ようやくギプスが取れました。まだリハビリがあるのですが、少しずつ社会復帰しようと思います。ケガをして不自由な間、こちらのお弁当にすごくお世話になりました。おいしかったです。ありがとうございます」

　食欲がなくても、ここの弁当なら食べられた。

　お礼を言って頭を下げると、なんと隣で皓河さんまで同じようにしている。

「とんでもないよ。お客さんに喜んでもらえて、こっちがうれしいくらいだ。心春ちゃん、弁当とコロッケ持たせてあげて。今日は元気になったお祝いだ。お代はいらないよ」

　弾けた笑みを見せる重さんにそう言われ、ここは温かい人でいっぱいだと感じた。

　食彩亭を出ると、皓河さんは私の手を自然に握る。

「素敵な人ばかりでした」

「そうだろ？　殺伐とした毎日を過ごしてると、重さんたちとの会話にホッとするんだよ。第二の実家みたいで、ずっと通ってる。天沢は心春さん狙いだったけど」

　クスッと笑う皓河さんは優しい顔をしていた。

「ようやく奥さんを紹介できた」

「でも、いいんですか？　私たち、その……契約――」

「それは外では言わないこと」

　彼は自分の口の前に人差し指を立てて私を制する。でも、きっといつか別れが来るのに、彼の大切な人たちをだましているようで気が引けるのだ。

「これから和奏は仕事復帰していくだろう？　警察が対処したとはいえ、まだあの男が接触してこないとは限らない」

　それを聞き、鳥肌が立つ。

　たしかにあの事故からこれまでは、ほとんど外出もせず、セキュリティのしっかりしたマンションで過ごしてきた。だからもう藤野さんから完全に逃げられたと勘違いしていた。単に、接触できる機会がなかっただけかもしれないのに。

「ごめん。怖がらせるつもりはない。もちろん、俺がいるときは守る。ただ警察から警告を出されても一定数はつきまといをやめないのが現実だ。今までのようにあからさまに近寄ってこなくても、どこかで見ているかもしれない」

「嫌……」

　今も見られていたらと考えると、顔が険しくなる。

「わかってる」

　彼は震える私の手を握った。

「だからこそ、俺たちの夫婦関係が確固たるものだと知らしめないといけない。和奏は絶対に手に入らないとわからせるんだ」

「はい」

　私は彼の話を複雑な気持ちで聞いていた。

　もちろん、そこまでして私を守ろうとしてくれているのはありがたい。けれど、彼の事情もあるとはいえ、ストーカー対策だけのために婚姻関係を続けるのだと強調されたようで、胸が痛かった。

　彼が好き、だから。本当の夫婦のようにデートを楽しんだあとだから余計に。

「ごめん。せっかくのデートに水を差したな。帰っておいしい弁当を食べて元気になるぞ」

「はい」

　せっかく外に出られたのだし、これから日常を取り戻していくのだ。沈んでばかりではもったいない。

　私が笑顔で返事をすると、彼は満足そうにうなずいた。




　それから慌ただしい日々が始まった。

　私はプレジールに完全に復帰して、休んで迷惑をかけた分、目いっぱい働いている。

「堀田さん、ここはいいから奥で足りないものの発注作業してくれる？」

　テーブルを片づけに行こうとすると、店長が立ち通しの私を気遣ってくれた。

「すみません」

　皓河さんと一緒にこれまでの配慮のお礼と結婚の挨拶に来てから、堀田さんと呼ばれるようになっている。最初は照れくさかったものの次第に慣れてきた。

　その日は、リハビリのために十五時で早退した。その際、ポットにプレジール自慢のブレンドコーヒーを購入して、直接病院に向かう。

　リハビリに行く前に救命救急の受付に立ち寄って、そのコーヒーを預けた。お世話になったお礼と差し入れだ。

　それからリハビリ室に向かうと、「和奏」と呼ぶ声が聞こえてきて足を止める。皓河さんだ。

　私に追いついた彼は「間に合った」と笑顔を見せた。

「コーヒーありがと。師長も喜んでた」

「いえ。少しでもリラックスしてもらえれば。皓河さん、忙しいのでは？　私のことは気にしないでください」

　彼に余計な負担をかけまいと言伝だけしてきたのに、追いかけてきてもらって逆効果だっただろうか。

「大切な妻のことなんだから、気になるに決まってるだろ。それに、ちょうど処置が終わったところだったから大丈夫」

「そうでしたか」

『大切な妻』と言われるとうれしくて顔がほころぶ。

「リハビリ、遅れるね」

　彼は私を促してゆっくり歩き始めた。

「そういえば、弁当ありがと。皆にめちゃくちゃのぞかれた」

「そんなたいそうなお弁当じゃないのに」

　今日は自分も朝が早かったので、夕飯の残り物の肉じゃがと、ぶりの照り焼き。ほかにはたまご焼きとおかかをあえたピーマン。あとは隙間にプチトマトを詰めたくらいだ。

「うまかったよ。天沢と並んで食べてたら珍しがられて、師長に結婚すると変わるねと冷やかされた」

　それでだろうか。さっき受付の女性に名乗ったら『あっ！』と反応された。

　でも、喜んでもらえると作り甲が斐いがある。

「ごめんなさい」

「なんで謝る？　冷やかされてうれしかったんだよ。……それより疲れてないか？」

「早退させてもらいましたし、大丈夫です」

　私が職場復帰してから、彼は口癖のように聞いてくる。もちろん、心配しているのだ。

　自分は二十四時間勤務をこなすこともしばしばあるのに、過保護だと思う。

「リハビリ、見学しようかな」

　リハビリ室が見えてくると、彼はつぶやく。

「やめてください。手が抜けないでしょう？」

「抜かないくせに」

　クスッと笑う皓河さんは、丁寧にリハビリ室のドアを開けてくれた。

「終わったら救急に寄ってくれない？　もし帰れたら一緒に帰ろう。車のほうが楽だろ？」

「はい、そうします」

　彼は時間通りに帰宅できることのほうが少ないのだが、心遣いがありがたくてうなずいた。

　リハビリは順調に進んでいる。ギプスを外したとき筋肉が落ちて脚が細くなっているのに驚いたものの、徐々に回復してきている手ごたえがある。

　皓河さんのアドバイスで、ギプス装着中でも大腿骨付近は積極的に動かしていたため、固まっていなくて褒められた。

　救急はどんな症例でも対応するものの、外科系の中では整形外科が一番苦手だと話す皓河さん。とはいえ、さすがに知識が豊富で経験もあり、心強い味方だ。

　リハビリ終了後、ほどよい疲れを感じながら救急に向かうと、受付の人が待ち構えていた。

「堀田さん、コーヒーありがとうございました」

「とんでもないです」

　ポットを返してもらい受け取る。

「堀田先生が少し待っていてほしいそうです。多分、あと十五分ほどで終わるかと」

「そうなんですね。わかりました」

　私は頭を下げて、待合室の端のベンチに座ろうとした。

「えっ……」

　そのとき、少し離れた受付の前を通過していく藤野さんらしき男性の姿を見つけて小さな声が漏れる。

　まさか、見間違いよね。

　心臓がバクバクと大きな音を立て始めたのに気づきながら、目で隠れるところを探した。もし見間違いでなければ危険だ。

　藤野さんらしき男性は遠ざかっていったが、あの執着を思えば、皓河さんが野上の救命救急医であることはすでに知っているだろう。戻ってくるかもしれない。

　震える体にかつを入れたものの、隠れる場所が見当たらない。そのとき、処置室から天沢先生が出てきた。

「こんにちは。あれっ、顔が青くないですか？」

「ス、ストーカーが……」

　小声で答えると、途端に表情を引き締めた天沢先生が、処置室の中に入れてくれたのでようやくまともに呼吸ができた。

「なにもされてませんか？」

「見かけただけなので。それも、人違いかも……」

　皓河さんからまだあきらめていないかもしれないと聞かされてから、少し敏感になりすぎている。背恰好が似た男性がいただけで、本人ではなかったかもしれない。

「ストーカーのことは堀田から聞いています。それくらい警戒して正解です。堀田、もうすぐ処置が終わりますから必ず一緒に帰宅してください。ここは使うかもしれないので、こちらへ」

　天沢先生は、奥の休憩室に案内してくれた。ここは廊下からは見えないので安心だ。

　呼ばれた天沢先生はすぐに出ていってしまったが、代わりに師長が顔を出した。

「ご迷惑をおかけしてすみません」

「いえいえ。ストーカーですって？　ネチネチつきまとうなんて気に入らないわ。堀田先生に勝てるわけがないのに」

　仕事の邪魔になっているはずなのに、師長が怒ってくれるのがうれしかった。

「そういえば、コーヒーをありがとうございました。ここの勤務は過酷なので、ホッとひと息できる時間は大事なんですよ」

「よかったです。また差し入れします」

「あらっ、催促じゃなくて……」

「わかっています。でも、主人にも少しでもリラックスしてほしいので」

　自分も患者としてベッドに横たわってみて、あのひりひりとした緊張感の中で一日中勤務するのは過酷だと感じた。体の疲労はもちろんだけれど、それ以上に精神的に追い詰められそうだと。

　命が左右される現場なのでそうであっても仕方がないが、休むときは休まなければ壊れてしまう。少しでも癒やしになるのなら、なんでもしたい。

「堀田先生、結婚されてから随分変わられましたよ。これまでは時々、怖いくらいに仕事に没頭していらして。診断は早いし処置は的確だしで本当に優秀な先生なんですけど、心になにか抱えているのかなと思うようなつらそうな顔をすることがあったんです。まあでも、患者さんが亡くなるのはつらいことなので、当然なんですけどね」

　ギプスを外した日、幼い子を救えなかったと珍しく弱音を吐いた皓河さんを思い出した。

　普段は威風堂々としていても、繊細な心の持ち主なのだと思う。

「でも、結婚されてから表情が柔らかくなられました。皆、奥さまのおかげだろうなと噂してます」

「とんでもない」

　どちらかというと、私が皓河さんのお世話になっているのだ。最近ようやく弁当を作り始めたくらいで、特に彼に役立つような行動をしているとも思えない。

「和奏」

　師長と話をしていると、焦りを顔に浮かべた皓河さんが入ってきた。すると師長が少し驚いている。

「どんな症例でも動じない堀田先生がそんな顔するんですね。先生、かわいい奥さんを守ってくださいね」

「もちろんです」

「頼もしいわね。うちの旦那もこうならないかしら。それじゃあ、お疲れさまでした」

　師長はにこやかに笑って去っていった。

「天沢から聞いた。あの男が現れたんだって？」

「はっきり見たわけではなくて……。もしかしたら気のせいかも」

「そうか。とにかく和奏になにもなくてよかった。着替えてくるからもう少しここで待ってて」

　彼は私を安心させるかのように、頭をトンと叩いてから慌ただしく出ていった。




　無事にマンションに戻ったあと、私をソファに座らせた皓河さんは、すぐにお父さまに電話を入れた。

「大事になってしまってすみません」

「和奏はなにも悪くない。仕事は……辞めたくないよな」

　隣に座った彼にそう問われて、ドキッとする。

　仕事を辞めて外出を最低限にすれば、迷惑もかけずに済むだろう。それが最善なのかもしれないと思う一方で、藤野さんのために好きな仕事を手放すのが悔しい。

　すぐに答えられなくてうつむくと、顔をのぞき込まれた。

「ごめん。辞めてほしいとは思ってないんだ。和奏の仕事への情熱はわかっているつもりだし、被害者のほうが我慢するなんて理不尽だからね。ただ……やっぱり心配で。出退勤はタクシーを使って、絶対にひとりにならないこと。それは約束してほしい」

　周囲に人がいれば、万が一なにかあっても助けを求められる。プレジールにいる間はひとりにはならないし、このマンションに入ってしまえば安全だ。

「はい」

　タクシーで出勤するなんて考えたこともなかったし、出費も痛い。でも、好きな仕事を続けられるなら、それが一番いい気がする。

「うん。それじゃあ、あの男のことは頭から追い出して。せっかく早く帰れたんだから、俺との時間」

　唐突に腰を抱かれて体を固くすると、彼は少し不機嫌になる。

「いつになったら慣れるんだ？」

「いつって……」

　彼を意識している私にしてみれば、こうしたスキンシップは照れくさいのと同時に緊張もするのだ。

「今日、差し入れうれしかった。俺のこと、気にかけてくれてるんだって」

「そんなの当然です！」

　声が大きくなる。当然どころか、気になりすぎてドキドキしているのに。

「そっか。ありがと」

　彼は優しく微笑むと、私を引き寄せてこめかみに唇を押しつけてくる。

「あ……」

「嫌だった？」

　好きな人にキスされて、嫌なわけがない。とっさに首を横に振ると、今度は頬にまで唇が触れる。

「和奏」

　そして色香を纏う声で名前を呼ばれて、鼓動がたちまちうるさくなった。

「はい」

「結婚式、挙げようか」

「本当に？」

　皓河さんとバージンロードを歩けるの？

「うん。和奏に真っ白なドレスを着せたいんだ。……実はもうリサーチしてて」

　彼はソファの横に置いてあったバッグから大量のパンフレットを取り出してテーブルに並べた。

「いろいろ取り寄せてみた。教会もいいし、ホテルもいい。和装がよければ神社もあるぞ」

「こんなにたくさん……」

　彼の書斎にある医学書くらいの厚さにびっくりだ。

「ドレスのカタログもあるんだ。まだ歩き回るのは大変だろうから、いくつか目星をつけて見学に行こう」

「うれしい」

　カタログを胸に抱き、思わず本音を漏らしてしまった。

　きっと彼は、結婚式をすることで藤野さんに私たちの関係を見せつけてあきらめさせようとしているだけなのに。わかっていても、喜びが先に立つ。

　しかし意外にも皓河さんも笑顔で、ホッとした。

「喜んでくれてよかった。さて、夕飯はデリバリーでも注文する？」

　買い物に行けなかったからそう言うのだろう。

「材料はあるんです。今日はチキンカレーです」

「それは楽しみ。俺も手伝うよ」

　笑顔の彼はシャツの腕をまくり上げた。










救急医の使命　Ｓｉｄｅ皓河




　天沢から、あの男がうろついているらしいと耳打ちされたときは背筋が凍った。

　和奏は仕事に復帰して外出の機会も増えてきたので、もしあきらめていないのであればそろそろ接触してくるかもしれないという覚悟はあった。しかし、実際に彼女の前に姿を現したとなると、緊張が走る。

　和奏は見間違いかもしれないと話していたが、間違いない。というのも、最近警察からマンションの近くで見かけて職務質問をしたと聞いているからだ。

　彼女を必要以上に怖がらせまいと耳には入れていないが、本格的にまずいかもしれない。

　ただ、職務質問したときも『散歩中です』と答えられて、おまけにあやしいものを所持しているわけでもなかったため、なにも対処できなかったという。このマンションに和奏がいると知っての行動に違いないが、警察のほうから和奏の居場所を口にできないため、ストーカー行為をしているという追及が困難なのだ。

　もちろん和奏のことは俺が守りたい。でも、いつも一緒にいられるわけではなく難しい。

　本当はずっとマンションに閉じ込めておきたい。

　そう思う一方で、彼女の仕事への情熱も感じていて、それを取り上げるなんてありえないという矛盾した気持ちもくすぶっている。俺だって、救急医を辞めろと言われてもうなずけないからだ。

　できる限りのことはしようと、父に電話をしてさらに一段階上がることにした。ストーカー規制法に基づいて、公安委員会からの禁止命令を出してもらう手はずを整えたのだ。

　この命令にそむくと、二年以下の懲役または二百万円以下の罰金が科せられる。これが抑止力となることを祈りたいが、まだ気は抜けない。

　緊張気味の和奏の心からあの男のことを追い出したくて、こっそり集めておいた式場のパンフレットを見せると、彼女は目を輝かせて食いついてきた。

　食彩亭を訪ねたあの日。和奏に白いワンピースを着せたのは、俺が彼女のウエディングドレス姿を見たかったからだ。案の定その美しさに虜とりこになり、結婚指輪を細い左手薬指に差し入れたとき、胸がいっぱいになった。そして、挙式を急ぎたい気持ちが沸々と湧いてきた。

　いや……和奏のドレス姿を拝みたいのは本当だが、俺は外堀を埋めたいのかもしれない。この結婚が契約ではなく、本物になるように。

　彼女と一緒に生活していると、ますます惹かれていくのだ。

　自分のことより俺を気遣い、仕事に復帰して大変だろうに弁当まで作ってくれる。ケガをしてつらかったはずなのに、賢治の順調な経過を耳打ちすると満面の笑みを浮かべて喜び、絵本やおもちゃを買っては差し入れてほしいとねだる。そんな優しい彼女に惹かれないわけがない。

　事故のあったあの日。母親でもない彼女のなりふり構わぬ行動に驚いたのとともに、一気に心を持っていかれたのは、俺も幼少の頃に大切な友人を事故で亡くしているからだ。

　俺は目の前で友人が車に跳ね飛ばされるのを、見ていることしかできなかった。怖くて一歩も動けなかったのだ。

　幼かったから仕方がないと言われればそれまでだけれど、ずっと後悔が残っている。救急医を志したのはその後悔のせいだ。

　兄の大河も事故現場にいて、今は脳外科医をしている。直接聞いてはいないけれど、脳挫傷で亡くなった友人の弔とむらいをしている気がしてならない。

　しかし和奏は、俺たち兄弟とは違った。一歩間違えれば彼女も犠牲になっていたのだから、手放しで絶賛するのはおかしいかもしれない。それでも、彼女の行動に大きく心を揺さぶられたのだ。走ってくるトラックの前に飛び出す勇気が、どれくらいすごいものなのかよく知っているから。

　彼女の行動力と正義感、そして優しさに、虜になるのに時間はいらなかった。

　やる気もないのに俺に近づくために救急を志願してくるナースに辟へき易えきしていたのは事実だが、それから逃れたくて結婚というのはまったくの嘘だ。

　興味を持った和奏がストーカーに狙われていると知り、なんとか助けたいと思った。

　いきなりプロポーズしても、受けてもらえる確率は低い。ストーカー男に嫌な思いをさせられているのだからなおさらだ。

　しかし、交際から始めて段階を踏んで進む余裕がなかった。藤野という男が和奏と同じマンションに居を構えようとしているのを聞いて、こちらも腹を括って対処しなければならないと感じた。

　それならば妻という立場にしてしまい、もう手は届かないと知らしめたかったのだ。

　和奏に結婚を納得させるために思いついたのが、契約結婚だ。しかしもちろん、契約で終わらせる気はまったくない。

　ただ、まだこの気持ちを告白できない。少し触れるだけでオロオロする和奏が、俺のことをどう思っているかわからないからだ。

　それに、ストーカー行為のせいで、男から好意を向けられるのが怖くなっている可能性もある。それなら、焦るべきではない。

　俺の愛に気づいてそれを重いと感じたら、結婚を解消してマンションを出ていくだろう。あの男がうろついている今、それだけは避けたかった。

　だからなんとかして彼女を振り向かせたい。




　禁止命令が効いているのか、それからしばらくは穏やかな日が続いた。巡回を強化している警察からも、なんの報告もない。

　すっかり秋も深まり、遠くの山々が艶やかに紅葉している。

　もっと和奏とデートを楽しみたいところだけれど、俺の勤務もハードで、彼女と休みが重なる日も少ない。

　俺の勤務表をコピーした和奏が休みを合わせようとしてくれているのがかわいくてたまらないが、彼女もケガで長い間シフトに穴をあけたことを申し訳なく思っていて、ほかのスタッフの希望を優先させているようだった。

　当直明けの今日は、一日オフ。緊急時に対応するオンコール業務もなく完全にフリーだ。ところが和奏は朝から仕事で、俺が帰ったときにはもうマンションにいなかった。

「無理しなくていいのに」

　テーブルには朝食が用意されている。その横にはメモもあった。

【お疲れさまです。よかったら食べてください。冷蔵庫に冷たいスープとサラダもあります。朝帰れなかったら、お昼にでも。行ってきます】

　彼女が書いた少し右上がりのかわいらしい文字を見るだけで心が躍るなんて、相当惚れてるんだな、俺。

　彼女は無事にプレジールに到着して働いている。あの男の姿を見かけてから、出かけるときと、職場に着いたときに必ずメッセージを送ってもらうようにしているのだ。

　処置に入っていると、いつも携帯を確認できるわけではないのがもどかしいが、そのメッセージがあるだけで安心できた。

　ふわふわのたまご焼きを挟んだサンドウィッチとビシソワーズ。あとはチキンサラダ。ポットにはプレジールの豆で淹いれたコーヒーもあり、疲れた体に沁みわたる。

　昨晩は心筋梗塞の患者が入り、専門の俺はＰＣＩ――カテーテル治療を施した。その結果、患者は回復した。

　ただ、俺がＰＣＩに入っている間に運び込まれた交通事故の患者は、手の施しようがなく亡くなった。

　救命救急は、〝死〟が目の前に横たわっている。それを回避するために必死になるのだが、限界があるのが現実だ。

　食事を済ませてベッドに入ったものの、目が冴えていて眠れない。帰宅直前までＰＣＩをしていたので、脳が興奮状態にあるのかもしれない。

　ぼーっとしている時間がもったいなくて、七・五センチ四方の小さな折り紙をカメラで映し、モニターを見ながら鉗かん子しを使って鶴を折り始めた。

　外科医はよくするのだが、手技のトレーニングになるのだ。

　外科医になったばかりの頃は下手で、おまけに時間もかかった。しかし今はそれなりの速さで、きれいに折れるようになっている。

　和奏もチャレンジしたものの、鉗子の使い方が難しかったらしく、半分に折るだけで苦労していた。

　ひとつ折るのに四分ほど。四つ作ったところで眠気が襲ってきて、ベッドに入るとあっという間に眠りに落ちていった。

　起きたのは十五時半。五時間ほどの睡眠だったが深く眠れたおかげか疲労が回復している。

　和奏は十七時半までの勤務のはずだ。

「迎えに行くか」

　なんて、早く会いたくてたまらないのだけど。

　シャワーを浴びた俺は、早速家を飛び出した。

　プレジールに到着したのは十七時少し前。店内をのぞくと、和奏はレジでてきぱき働いていた。白いシャツに黒のパンツをはいた姿は、凛々しくもあり、かわいくもある。しかも表情が柔らかくて、心から仕事を楽しんでいるのが見て取れる。

　やはり、仕事を辞めさせて家に閉じ込めておくのは間違いだ。彼女の心が死んでしまう。

「いらっしゃいませ。あ……」

　俺がレジ待ちの列に並んでいたのに気づかなかったらしい彼女は、注文しようとすると目を丸くしている。

「おすすめのコーヒーを」

「承知しました。ブレンドをご用意します」

　職場に押しかけるなんてストーカー行為だろうかとふと考えたが、笑顔で対応してくれる彼女がうれしそうに見えてホッとした。いや、接客業なのでこれが普通か。

　和奏のことになると、途端に臆病になる。しかしわずかな時間でも一緒にいたいという気持ちを抑えられずにこうやって暴走してしまう。

　もっと大人にならなければ嫌われる。そう思っても、止められないのだ。

　藤野という男と同じ行為をしているのだろうかと不安になったが、和奏が拒めばすぐに引く。彼女の笑顔が一番大切だからだ。

「お昼は食べられましたか？」

「そういえば忘れてた」

　九時くらいに彼女の手作りサンドウィッチを食べてから、なにも口にしていない。ただ、食べられないのはいつものことなので、気にもしていなかった。

「それでしたら、アボカドサンドはいかがでしょう。当店、一番人気のサンドウィッチです。あっ、でもサンドウィッチ……」

　朝もそうだったと気がついたようだ。けれども、もちろん提案にのる。俺の体を心配してくれているのがわかっているから。

「アボカドサンドもお願いします」

「かしこまりました」

　和奏がレジを打っていると、先輩のあかりさんが俺に気づいて軽く会釈してくれる。

　過保護な旦那だと思われているだろうな。事実なので別に構わないけど。

　この店はレジで注文を済ませたあと、店員が席まで運んできてくれる。

　窓際の席で待っていると、あかりさんが持ってきてくれた。

「いらっしゃいませ」

「こんにちは」

「和奏ちゃん、照れてましたよ。顔が真っ赤で」

「迷惑がってませんでしたか？」

　心配になり尋ねると、目を細める彼女は首を横に振った。

「とんでもない。笑顔が弾けてます」

「よかった」

「あの……」

　軽快に言葉を紡いでいたあかりさんが、深刻な顔になるので緊張が走る。

「さっき、休憩のときに、あのストーカーを見かけたんです」

「本当ですか？」

「はい。怖がらせてはいけないと思って、まだ和奏ちゃんには話してないんです。でも、間違いないと思います。店内には入ってきませんでしたけど、店の外からのぞいてました。まだつきまとわれてるなんて……」

　禁止命令も効かなかったか。

「そうですか。そろそろ決着をつけないと、和奏が壊れてしまう」

　穏便に済ませるなんて叶わない相手なのだ。いつまでも恐怖におびえた生活を送らなければならないのは、和奏のためにもならない。

「旦那さんがいてよかった。これからも和奏ちゃんをお願いします」

「こちらこそ。あかりさんのような同僚がいて和奏も幸せです。あの男のことに関しては私が話します。仕事が終わるまで黙っておいてくれませんか」

「承知しました。このアボカドサンド、絶品ですから。それでは失礼します」

　あかりさんは丁寧に頭を下げて戻っていった。

　アボカドサンドに手を伸ばしながら、レジで接客を続ける和奏を盗み見る。

　にこにこと愛くるしい笑顔で接客する彼女に惚れる男がいるのは、悔しいけれど納得できる。ただ、彼女を苦しめていいわけがない。

「ほんとだ。うまい」

　アボカドサンドは、たっぷりのアボカドと生ハムの相性が最高で、シャキシャキのレタスに、マヨネーズソースがマッチしている。

　大きな口で頬張ったあと、コーヒーを喉に送って気持ちを落ち着けてから電話を手にした。

　もう和奏を苦しめたくない。今日、終わらせる。

　電話を入れたのは父のところだ。コネを使うのは少々気が引けるが、なりふり構っている場合じゃない。和奏を守れるならなんだってする。

「もしもし、皓河です」

　父に頼みごとをしたのは、大河と一緒に医学部に進学させてほしいと話したときと、今回のストーカーの件だけだ。

『……わかった。すぐに手配する。だが、皓河。お前は無理をするな。お前は警察官ではなく医者なんだ。和奏さんを守るためにケガでもしたら、彼女が一番悲しむ』

「そうですね。わかりました。十七時半過ぎには出ます。よろしくお願いします」

　電話を切ったあとは、ひたすら和奏を見ながらアボカドサンドを頬張っていた。

　十七時半少し前になると、和奏はレジ打ちを交代した。業務終了だ。

　着替えて出てくる前にと席を立ち、一旦店を出て周囲を見回す。店は二階にあるのだが、店舗の周辺にあの男の姿は確認できなかった。ただ、執着の度合いからいって、どこかで待ち伏せしている可能性が高い。

　帰りはいつも、駅前からタクシーに乗ると話していた。駅まで徒歩二分もあれば到着するが、その二分があやしい。

「皓河さん、お待たせしてごめんなさい」

　慌てた様子で和奏が出てきた。

「和奏を堪能できて楽しかったよ」

「私？　アボカドサンドでしょう？」

　もちろん、アボカドサンドもおいしかったけれど、それ以上に生き生きと働く彼女の姿を見られて幸せだった。

「あれもうまかった」

「でしょ？　私も大好きです」

　俺を見上げて微笑む彼女に、キスをしたくなる。その『大好き』が、俺に向けた言葉ではないとわかっているのに、彼女が好きすぎて勘違いしてしまいそうになるのだ。

「帰ろうか」

「はい。車ですか？　もしかして迎えに来てくれたんでしょうか」

「和奏に早く会いたかっただけ」

　本音を口にすると、目を丸くしている。そのあと恥ずかしそうにはにかむ彼女の頬がほんのり赤く染まった気がして、嫌がられてはいないと安心した。

「行こうか」

　俺はまだゆっくりしか歩けない彼女の手をしっかり握った。

　あの男の存在を知らせようか迷ったが、知ったところで彼女になにかできるわけではない。それより俺が守ればいい。近くにいるかもしれないことは伏せて、ビルを出た。

　ビル前の大通りは人であふれている。こんな目立つところで接触しようとしていたのだろうか。しかし、マンションに入ってしまえば手を出せないし、プレジールの店長にも万が一店内に入ってきたら警察を呼んでもらえるように話はついている。やはり駅までのこの道が一番危険だ。

「皓河さん、疲れてますか？　それなのに来てもらってごめん――」

「平気だよ。言っただろ。和奏に早く会いたかったんだ」

　周囲を警戒しながら歩いていたので、会話ができなかった。そのせいで不安を抱かせてしまったようだ。

「……わ、私も、会いたかったです」

　耳まで真っ赤に染めた和奏がそんなふうに言うので、目を瞠る。

「ほんとに？」

「はい」

　彼女の顔をのぞき込んで尋ねると、うつむいた彼女が肯定の返事をする。

　まずい。気を張り詰めていなければならないのに、彼女の言葉がうれしくて、頬が緩む。

「そっか。うれし……」

　しかしそんな高揚した気分も、一気に落ちていった。

　彼女の肩越しに、あの男を見つけたからだ。しかも、鬼の形相で俺をにらみつけたあと、こちらに向かって走ってくるので息を呑む。

「和奏。逃げろ！」

　俺は和奏の背中を押したあと、「うわぁぁぁ！」と叫び声をあげる男のほうへと向かう。

「皓河さん？」

「早く逃げろ！」

　といっても、リハビリ中の足では全速力で走れない。俺が食い止めるしかない。

　幸い両親が武道をたしなむため、俺も兄も幼い頃から空手や柔道を習っている。護身術もある程度は覚えがある。

「お前のせいだ。お前がいなければ！」

　勝手なことを口走り殴りかかってきた男に対して、まずは右脚を蹴り上げて距離を取った。そして男がひるんだ隙に懐に入り込んで投げる。

　派手に転がった男は目が血走っていて、とても尋常ではない。

　男が立ち上がろうとしたそのとき、先ほど父を通じて護衛を頼んだ警察官がふたり駆け寄ってきた。それに気づいた男は逃げようと走り始めた。

「和奏！」

　警察官が追いかけていくのを確認したあと、少し離れたところで顔を引きつらせて震えている和奏にすぐさま駆け寄り、抱きしめる。

「皓河、さん……。ケガは？　ケガしてないですか？」

　彼女はガタガタと歯の音を立てているくせして俺の心配を真っ先にする。

「大丈夫だ。かすり傷ひとつない」

　――キキキーッ！

　――ドン！

　そのとき、背後で甲高い車のブレーキ音とともに、なにかがぶつかる大きな音がした。振り返ると、大通りの真ん中あたりで車が停止していて、その先にあの男が倒れている。

　逃げるために無理やり大通りを横切ろうとして、はねられたのだ。

「嘘……」

「見なくていい」

　衝撃的な事故の現場は、和奏には刺激が強すぎる。つい最近、命にかかわるような出来事があったばかりなのだから。

　俺は彼女に見せまいともう一度抱きしめた。

「救急車！」

　誰かが叫んでいる。

　行かなければ。救急医なら、相手が誰であろうと助けなければ。

　そう焦る一方で、和奏を苦しめた男の治療なんてしたくないという気持ちも拭えない。しかも目の前に苦しんだ本人がいるのだ。俺が飛んでいったらどう思うだろう。

「皓河さん」

「どうした？」

　涙声の彼女が痛々しい。

「助けて。藤野さんを助けてください」

「和奏。でも……」

「私は救急医の妻なんです。見捨てるなんてできない」

　その言葉にハッとする。彼女は俺以上に救急医の使命を理解しているのだ。

「わかった。でも和奏はここにいて。近づかなくていい」

　これ以上ショックを与えたくない。

「はい。お願い、助けて……」

　自分を苦しめたストーカーの救助を深々と頭を下げて頼む和奏の器の大きさに、感動しかない。俺はこんなに立派な妻を持てて幸せだ。

「任せろ。行ってくる」

　俺はすぐさま事故現場に駆け寄った。

「救急医です。代わってください」

　彼のそばにいた警察官と場所を交代して、診察をする。

「ＡＥＤを探して！」

　俺は指示を出すと、すぐさま気道確保をして心臓マッサージを始めた。出血量は多くはないが、頭を強く打っているようで危険な状態だ。

　救急車のサイレンが聞こえてきたのと同時に、ＡＥＤも到着した。

「離れて」

　手早く電極パッドを貼り、声を張り上げる。

　心室細動による心停止のようで、電気ショックを行った。この電気ショックが一分遅れるごとに救命できる確率が十パーセントずつ低下していく。

　残念ながら一度では除細動できず、再び胸骨圧迫を始める。

　救急隊員が駆けつけた頃、二度目の電気ショックを行った。

「野上総合病院、救命救急の堀田です。心停止です。挿管します」

　藤野さんをストレッチャーに乗せ、救急車内に運ぶ。その間、胸骨圧迫を代わってもらい、警察官に事情を説明して和奏を託した。すぐにでもそばに行って抱きしめたかったが、このまま救急車で付き添ったほうがいいと判断したのだ。

　ごめんな、和奏。

　震えているはずの和奏より、この男の治療を優先することにためらいがないわけではない。しかし、いかなる場合でも命をあきらめないのが、俺たちの責務なのだ。

　救急車に乗り込み、すぐさま挿管を試みる。これが苦手な医師も中にはいるが、救急では珍しくない処置のため、すぐにチューブを気道に入れることができた。

「スタイレット抜いて」

　挿入時に柔らかいチューブの形を安定させるために入れてあるスタイレットの抜去を救急隊員に指示すると、ひどく驚いている。

「もう入ったんですか？　さすが救急医。こんなに速い挿管は初めて見ました」

「聴診器、貸してください」

　両肺に空気が入っていることを確認して口を開く。

「私が診ます。野上に運んでください」

　野上の救急に連絡を入れ、救急車に向かってもらった。

　病院に到着する前に心拍を戻すことができた。しかし検査の結果、脳に血腫が確認できたため、緊急オペとなった。

　内視鏡手術でいけそうだと内視鏡的血腫除去術を選択し、もうひとりの救急医とともに、頭蓋骨に五百円玉くらいの穴をあける穿頭術で手術を進める。

　途中、応援を頼んであった脳神経外科から倉田先生が駆けつけてくれた。

「もう終わりそうだな。続けて」

　専門の、しかもトップクラスの腕を持つドクターの前でのオペは緊張する。とはいえ、いつも通り終了した。

「見事だった。堀田、脳外に来ない？」

「ありがとうございます。私は救急が向いていそうです。それに、脳外は兄の専門なので」

「そうだったな。兄弟一緒っていうのも気まずいか。しかも双子なんだし」

「ええ」

　兄の大河とは、双子としてこの世に生を受けた。仲がいいような、それでいてしょっちゅうケンカもする兄弟だったが、今は互いの分野の仕事を尊敬しつつ働いている。

　明めい正せい大学医学部附属病院の脳外科医だった大河は、三年前からアメリカの大学に臨床留学していて、そろそろ戻ってくるはずだ。

　倉田先生にお礼を言って手術室を出ると、家に帰ったと思っていた和奏が待ち構えていたので驚いた。

「どうしたんだ？」

「心配で、警察の方にここに連れてきてもらいました」

「そうか。無事に手術が終わった。まだ予断は許さないが、今できる手は尽くした」

　自分に危害を加えようとした相手を心配する和奏は、とんでもなく優しい女だ。

　もちろん憤りもあるだろう。それでも、今は命が最優先だと思っているに違いない。

「ありがとうございました。皓河さん、は？　皓河さんは本当になんともないの？」

　気丈に話していた彼女が突然涙目になるので驚いた。必死に不安を隠していたのだろう。

「ああ。この通り、傷ひとつない。和奏、よく耐えた」

　俺がそう言うと、彼女は大粒の涙を流し始めた。

　近くの材料倉庫に和奏を連れて入り、抱きしめる。

「もう大丈夫だからな」

「私……私……。皓河さんが死んじゃったらって、怖くて」

　堰せきを切ったように涙が止まらなくなった彼女は、震えながら言葉を紡ぐ。

　殴り合いのケンカの末に亡くなる人もいるので、彼女の心配もうなずけた。

「俺は死なないよ。和奏を置いて逝いったりしない。離れるなんて考えられない」

　もう離れられない。

「私も、離れたくない」

　彼女の意外な言葉に耳を疑う。それはどういう意味なのだろう。

　あの男は、回復すれば逮捕される。そうなればさすがにもう、つきまとったりはしないに違いない。

　ということは、和奏のほうに婚姻を継続する理由がなくなる。けれども、日に日に好きになっていく彼女を手放す気持ちなど、俺の中には少しもない。

　ゆっくり話がしたいが、まずは落ち着かせるのが先決だ。

　体も、そして精神的にもへとへとなはず。休息を取らせてやりたい。

「和奏。これから警察の事情聴取がある。俺が受けると話してあるから、先に家に帰って――」

「嫌です。一緒にいて」

　それもそうだな。襲われそうになったうえ、事故の瞬間を目撃し……。冷静でいられる人間のほうが少ない。

「わかった。それじゃあ一緒に行こう。疲れたらすぐに言うんだよ」

「はい」

　俺はもう一度彼女を強く抱きしめてから、部屋を出た。

　カンファレンスルームで事情聴取を受けたが、そもそもストーカー案件だったため、多くの説明はいらなかった。

「駆けつけるのが遅くなり、申し訳ありません。ご無事でなによりです。現場付近で藤野を発見して接触を試みようとしましたが逃げられてしまい、その直後にあの事件が……」

　一部始終を警察官が目撃していたため、あの男に対たい峙じしたときの状況だけ話して、あとは医師として現在の容体について説明をした。

「被害に遭われたほうなのに、手を貸していただいてありがたいです」

「妻の頼みですから、聞かないと」

　不安を和らげるために手をつないだまま隣に座る和奏に視線を送ると、うつむいていた彼女は俺の手を強く握り返した。

「奥さまの……。今までも苦労されてきたのに、寛大な方ですね。今後、意識が戻りしだい藤野に事情聴取をします。確実に逮捕となりますのでその点はご安心を」

「はい、お願いします。妻が疲れていますので、今日はこれでご勘弁を」

「もちろんです。ご協力ありがとうございました」

　警察官と別れてタクシーに乗り込んだが、和奏はさっきからひと言も発しない。心に受けたダメージが大きいのだろう。

　俺はそんな彼女の肩を抱いていた。

　家に戻ると、彼女はすぐさまシャワーを浴びた。そして、ベッドに潜り込む。

　俺もシャワーをサッと浴びて、寝室に向かった。

「ごめんなさい。ご飯を作る元気がなくて」

　ようやく発したのは、俺を気遣う言葉だ。

「そんな心配はいらない。そばにいるから眠るといい。明日は休みだったよね」

「はい」

　さすがに和奏をひとりで置いておくことができそうになく、俺も先ほど別の救急医に明日の勤務を代わってもらった。

「ほら、目を閉じてごらん」

　俺も隣に寝ころんで言うと、彼女はギュッとしがみついてくる。

「皓河さん」

「どうした？」

「明日起きたら、元気になります。でも今だけは……抱きしめてください」

　弱音なんてめったに吐かない彼女の懇願に、胸が痛む。

「もちろんだ。だけど和奏、強がらなくていいんだよ。明日、まだ元気になれなくたって、俺が支える。和奏は俺に思う存分甘えて、心を整えればいいんだ」

　毎日のように死に対峙している俺でも、今日の出来事はかなりショックだった。和奏はなおさらだろう。

「はい。でも私……皓河さんと幸せに暮らしたいんです。だからちょっと頑張って元気になります」

　なんて健けな気げなんだ。

　彼女の背に回した手に思わず力が入る。

「俺もだよ。俺も和奏と幸せに暮らしたい。世界中の誰もがうらやましいと思うくらいに」

　世界で一番幸せにしたいし、俺も幸せになる。

「……はい」

　小声で相あい槌づちを打つ和奏は、俺の胸に頬をぴったりくっつけてくる。

　いつもは少し触れるだけで照れるのに。

「目を閉じてごらん。きっと眠れる」

　暗示をかけるように言うと、しばらくして寝息が聞こえてきた。










あふれる想い




　藤野さんがすさまじい形相で叫び声をあげながらこちらに向かってきたとき、息が止まりそうになった。

　私を逃がした皓河さんが脚を振り上げたのは見えたけれど、その後は怖さのあまり目をつぶってしまった。なにやら大きな音がしたためおそるおそる目を開くと、肩で息をする皓河さんと、倒れた藤野さんが見えた。

　警察官がすぐに現れたのには驚いたが、もっと驚いたのは、逃げた藤野さんが車にはねられたことだ。

　一瞬頭が真っ白になり、なにが起こったのか呑み込むのにしばらく時間がかかった。

　私を抱きしめる皓河さんが、藤野さんの救助に向かうべきか否かを悩んでいるのではないかと感じた。

　藤野さんのせいでどれだけ苦しんだか。今回も、大好きな人を危険にさらしてしまい、どんなに怖かったか。

　けれど、皓河さんがいかなるときもすべての命を救おうとする救急医であるのは理解しているつもり。それに、もし皓河さんを止めて藤野さんが亡くなりでもしたら、私も後悔すると思った。

　皓河さんは近づくなと私を制して事故現場に向かったが、私は彼の姿をずっと見ていた。かなり心にダメージを負ってはいたけれど、救急医の妻として、皓河さんがすることから目をそむけたくないと思ったのだ。

　私を助けてくれたときのように、てきぱきと指示を出し、あっという間に心臓マッサージを始める皓河さん。

　襲われそうになった相手でも、手を抜かない彼の医師としての志の高さに感心するばかりだ。

　救急車が去ると、皓河さんに頼まれたという警察官がマンションまで送ると申し出てくれたが、病院までとお願いした。皓河さんにケガはないように見えたけれど、本当に大丈夫なのか、そして藤野さんの容体が気になったのだ。

　病院までの道中で、藤野さんの存在に気づいた皓河さんが、警察に護衛の依頼を出してくれていたのだと知った。

　私に隠してあったのは、恐怖を抱かせないようにするためだろう。

　皓河さんまでも危険にさらしてしまった私は、仕事復帰したいなんてわがままを言うべきではなかったのではないかと、葛藤した。

　けれど、いつ終わるかわからないストーカー行為のせいで、一生マンションの中だけで生活するのは苦しかった。皓河さんは心配しつつも、そんな気持ちを汲んで、社会復帰をあと押ししてくれた気がしている。

　だから後悔してはダメだ。自分の人生をあきらめられない。今までも、これからも。

　最後の最後まで命をつなごうと奮闘する皓河さんの前で、無気力な生活なんて送れない。

　病院に到着すると、皓河さんはオペに入ったと聞いて、心臓が口から出てきそうなほど激しく打ちだした。

　誰にも死んでほしくない。たとえ私を苦しめ続けた藤野さんであっても。

　オペ室の前の廊下で待つこと二時間。脳の手術だと聞いたのでもっと長時間を覚悟していたのだけれど、思ったより早く手術中の表示が消えて緊張が走った。もしや手の施しようがなかったのではないかと考えてしまったのだ。

　しかし、結果は違った。内視鏡手術だったため早く終わっただけだった。藤野さんの命がつながったと知りホッとした。

　ただ、やはり心に負ったダメージは大きく、その晩は少々不安定で、皓河さんにしがみつきながら眠った。




　翌朝、目を開けると、彼がじっと私を見ていたので、思わず布団に潜る。

「なんで隠れるんだよ」

「は、恥ずかしいですから」

　こんなに間近で好きな人に見つめられたら、恥ずかしいに決まっているでしょう？　しかも寝ている無防備な姿だなんて、できれば見られたくない。

「ダメ。顔出して。夫の俺には、大切な妻の顔を見る権利があるだろう？」

　彼はそんなことを言いながら、布団をめくってしまう。

「な、ないです！　キャッ」

　もう一度布団を被ろうとすると、あっさり腕をつかまれてシーツに縫いとめられてしまった。私に覆いかぶさる形となった皓河さんは、さっきまでのふざけモードはどこにいったのか、真剣な眼差しを注いでくる。

「和奏」

　切なげな声で私の名を口にした彼は、私の頬にそっと触れた。

「無事でよかった」

　そうか。私は彼がケガをしていないかばかり気にしていたけれど、彼は藤野さんのことでずっと心配し、ヤキモキしていたに違いない。

「皓河さん、守ってくれてありがとうございます」

「夫なんだから、当然だ」

　その言葉に胸が痛むのは、この結婚がただの契約だからだ。ずっとふたりで生きていけたらいいのに、彼にその気がなければ、きっと近い将来別れがやってくる。

　そう考えたら目頭が熱くなってきた。けれど、泣くのはおかしいとこらえる。最初からわかっていて、結婚を承諾したのだから。

　でも結婚した頃は、彼をこれほど好きになるとは思いもしなかった。

「もう、抑えておけない」

「えっ？」

　彼の発言の意図がわからず声を漏らすと、強い視線に縛られて目をそらせなくなる。

「和奏を失ったら、生きていけない」

　真剣な顔で言葉を紡ぐ彼は、少し苦しげだ。

「ストーカーの件が片づいて、和奏が出ていってしまうかもしれないと考えると、ここが苦しくてうまく息が吸えないんだ」

　胸に手を置き強く訴えてくる彼は、切なげな表情で続ける。

「好きだ。離したくない」

　私が、好き？

　これは夢？　都合のいい夢を見ているの？

　夢か現うつつかわからなくなり放心していると、彼は眉をひそめた。

「ごめん。契約上の夫なのに、重いよな」

「そんなことない」

　いまだ夢かもしれないと半信半疑ながら、大きな声で反論していた。

「和奏？」

「すごく、うれしい……」

　本音を口にした瞬間、強く抱きしめられた。

「ほんとに？」

「私だって重いんです。皓河さんが好きすぎて、別れる日が来るのが怖くて……」

　恥ずかしかったけれど、全部ぶちまけた。すると彼は体を離して私を見つめ、優しい笑みをこぼす。

「和奏……。別れないよ。和奏が俺をいらなくなるまでは、絶対に」

　彼は私の左手を取り、おそろいの結婚指輪が収まった薬指にキスを落とした。劣情を抱かせるその様子に、鼓動が速まっていく。

「いらなくなんて、なるはずがありません」

　優しくて、私を丸ごと包み込んでくれる。しかも、彼の仕事にかける情熱も心地よい。そんな彼をいらないと思う日が来るわけがない。

「もちろん、そうならないように努力する。俺、和奏に嫌われたくなくて必死なんだよ。入試や国家試験の前より必死かも」

「え!?」

　目を丸くすると、彼はばつの悪そうな顔で続ける。

「こんなに好きな女を前にして、逃がしたくないと思うのはあたり前だろ。――和奏、俺と最後の恋をしてくれないか？」

　最後の恋、か。それを皓河さんとできるとは、なんて素敵なのだろう。

「はい」

　笑顔で返事をすると、唇が重なった。

　最初は触れるだけだったのに、熱い舌が私の唇を押し分けて口内に入ってくる。

「ん……」

　甘いため息が漏れてしまったものの、彼はまったく気にしている様子もなく、恥ずかしくて逃げる私の舌を追いかけてくる。

　夢中になって応えていると、しばらくしてようやく放してくれた。しかし、目の前にある彼の唇が濡れていてなんとも艶めかしく、顔が赤くなっている自信がある。

「和奏」

　彼はうっとりした目で私を見つめ、情熱的なキスのせいで熱を帯びた私の唇を指でそっと撫でる。

　ゾクゾクするような初めての感覚に、息の吸い方がわからなくなった。

「抱きたい。抱いてもいい？」

「……はい」

　朝から……と一瞬頭をよぎったけれど、この火照ほてった体を隠してはおけない。小声で承諾の返事をすると、すぐさま再び唇が重なった。

「あっ……」

　私の口内を堪能した彼は、熱い唇を首筋に這わせて下りていく。

　恥ずかしすぎてたくましい腕を強くつかむと視線が絡まり、これ以上ないほどに鼓動が速まっていった。

「皓河、さん。苦しい……」

「どこが苦しい？」

「……胸が……胸が張り裂けそうなの」

　好きな人と思いが通い合い、肌に触れられているというだけで、どうにかなってしまいそうだ。

　正直に告白すると、彼はふっと笑みを漏らす。

「俺も。胸が痛い。でも気持ちのいい痛さだ。和奏は診察してやる」

「やっ……」

　彼はあっという間に私のパジャマのボタンをふたつ外して、胸の谷間に耳を押しつけた。

「鼓動が速いな。どうしてこんなに速いの？」

　彼は意地悪だ。わかっているのに尋ねる。

「そ、それは……」

　言い淀よどんでいると、彼は私の右手を取り、自分の心臓のあたりに持っていった。

「俺の動どう悸きは、和奏にしか治せない」

「わ、私だって、皓河さんしか……」

「そう。それじゃあ治療を始めます」

　真面目に言う彼は、その言葉とは裏腹に私の指を口に含み、舌を巻きつけていやらしく舐なめる。

　そうしている間にパジャマの上着を脱ぎ去り、厚い胸板と割れた腹筋をさらした。

「なに見てるんだ？」

　彫刻のように美しい姿態に見惚れていると指摘されてしまい、不自然に目をそらす。

「恥ずかしがらなくても、もっと見ていいぞ」

　固まっていると、彼は私の手を再び自分の胸に持っていった。

「全部、和奏のもの。好きなだけ触って」

「え……。いえ、大丈夫です」

　と言いながら、自分とは違う硬い筋肉にもっと触れたいと思ってしまう。

「遠慮はいらない。どうぞ」

　もう一度促され、おずおずと彼の大胸筋を指で撫でる。そして手を滑らせて次は腹筋に。

　ドキドキしながら愛でていると、目を閉じた彼が情欲を纏った表情で、ふぅと小さなため息を漏らすのを見てしまい手が止まった。

「もうおしまい？」

「は、はい」

　本当はいつまででも触れていたい。けれど、色気を放つ彼を見ていたら落ち着かなくなり、それ以上は無理だった。

「気持ちよかったのに。かわいいな。耳が真っ赤」

　そんな指摘をする彼は、私の耳朶を甘噛みする。

「あ……っ」

「和奏も気持ちよくしていい？」

　恥ずかしさのあまり声も出ない。イエスの返事の代わりに首に手を回すと、彼は私を翻ほん弄ろうし始めた。

「んぁっ……はーっ」

　しなやかな指で、そして熱い舌で、傷だらけの私の全身を犯す彼は、時折視線を合わせて反応を確かめているかのようだ。

　それがたまらなく照れくさいのに、見つめられているのが心地よくてそらせない。

「皓河、さん」

「うん？」

「ずっとそばにいて」

　気持ちがあふれてくる。そう訴えると、彼は真剣な目で私を見つめた。

「離さないって言っただろ？　言葉では不安なら、俺がどれだけお前を好きか、体に刻み込んでやる」

「あぁーっ」

　彼はゆっくり中に入ってきた。

　とろとろに溶かされた体は、容易に彼を飲み込み、しっかりとつながる。

「和奏の中、熱い。……気持ちよすぎて、すぐイキそうだ」

　まさか、こんな日がやってくるとは。

「痛い？」

　私が涙目になっているのに気づいた彼が、心配げに尋ねてくる。

「ううん。幸せ」

　これは幸せの涙だ。

　ひょんなことで知り合った私たち。私があの日あの時間にあの交差点にいなければ、出会うことはなかった。

　様々な偶然が重なり、私はこうしてここに生きているし、愛し愛される喜びも知った。

　これは運命だったのかな。試練もあったけれど、深い愛で満たされて胸がいっぱいだ。

「俺もだ。幸せすぎて、溶けそうだ」

　彼は優しく微笑み、私の額にキスをした。

　ときに激しく、そしてときに優しく。弱いところを何度も何度も攻められて、散々啼なかされてしまう。

「あぁぁっ、ダメっ。んぁっ」

　髪を振り乱して悶もだえていると、苦しげに眉をひそめる彼はいっそう激しく腰を打ちつけてくる。ギシッギシッと軋むスプリングの音が、興奮を煽った。

「もう……イク」

　悩ましい表情でつぶやいた彼は、私の腰をがっしりとつかんで欲を放った。その瞬間達してしまい、ガクッと体が震えた私は、息を荒らげて放心する。

「ごめん。止まらなかった。つらかった？」

　彼は私を心配げに見つめる。

「だ、いじょうぶ。ちょっと……すごかっただけで」

　思わず本音が口をつき、慌てて口を手で押さえた。

「すごかった？」

「いえ、なんでも……」

「和奏って、かわいい顔して結構エロいな」

「ご、誤解です」

　たしかに、彼の愛あい撫ぶが気持ちよすぎて、途中からは完全に理性をなくし乱れに乱れてしまった。

「そう？　それじゃあ、激しいのはもうやめておく？」

「やめないで……あ……」

　私、どうかしてしまったのだろうか。失言だらけだ。

　彼はクスクス笑うと、チュッというリップ音を立てて軽いキスをし、私の耳元に口を寄せる。

「激しいの、好き？」

　とんでもなく甘ったるい声でささやかれて、目を白黒させる。

「いえっ、あの……」

「嫌いなんだ」

「好き」

　ああ、完全に手のひらで転がされている。わかっていても、嘘はつけない。

「それじゃあ、ご期待に応えないと。もう一回、シようか」

「え……。今？」

　あんなに激しく動いておいてまだできるとは、救急医の体力を舐めていたかもしれない。

「和奏は喘あえいでいるだけでいいから。あっ、時々俺の目を見て名前を呼んでくれると最高だけど」

　喘いでいるだけでいいって……。彼が絶頂に何度も誘うから、そのたびにすさまじい体力を消耗しているのに。

　平然とした顔をしている彼が、私の太ももに手を滑らせるので焦る。

「あぁ、待っ……」

「その顔。ちょっと触るだけでとろけるな」

　どんな顔をしているのだろう。彼に触れられると、気持ちよすぎてなりふり構っていられない。

　本当にするの？と思ったとき、ベッドサイドテーブルに置いてあった皓河さんの携帯が鳴りだした。

「ごめん」

　途端に医師の顔になる彼は、すぐさま電話に出ている。

　今日は勤務を交代してもらったと話していたけれど、患者が多くて手が足りないのだろうか。

　布団を体に巻きつけて座り、緊張しながら様子をうかがっていると、彼の表情が柔らかくなった。

「そう。連絡ありがと」

　どうやら切羽詰まった事態ではなさそうだ。電話を切った彼は、私を見て口元を緩める。

「ＩＣＵのナースからだったんだけど、藤野さん、意識を取り戻したって。まだかすかに反応するだけだけど、峠は越えたようだ」

「よかった……。皓河さん、本当にありがとうございます」

　あのとき処置が遅かったら、はたまた正確でなかったら、助からなかったかもしれない。皓河さんの優しさと救急医としての腕のよさに感謝でいっぱいだ。

「俺は当然のことをしただけ。それに、和奏に背中を押されなかったら迷いがあって、こんなにうまく処置できなかったかもしれない」

　きっと彼は、苦しんできた私への気遣いと救命救急医としての使命の間で揺れたのだろう。でも、命はひとつしかない。後者を取って正解だ。

「ううん。皓河さんが凄腕の救急医だから助かったんですよ」

　そう伝えると、彼は私を再びベッドに押し倒した。

「和奏はそうやって自信をくれる」

「自信？」

「そう。平気な顔して処置してるように見えるかもしれないけど、実はそうじゃない。間違った選択をしたら患者の命を自分が奪うことになるという緊張感でいっぱいだし、本当にその治療が最善なのかといつも不安だ」

　目の前であっという間に症状を把握し、てきぱき指示を出す彼を見ているので、そんな不安を抱えているとは意外だ。自信で満ちあふれていると勘違いしていた。

「だけど、和奏が俺に全ぜん幅ぷくの信頼を寄せてくれるのがわかるから、考え得る最善の治療を施せる」

　もちろん、信頼している。さすがにもう痛い思いはしたくないけれど、なにかあったら皓河さんに治療してもらいたい。彼になら命を預けられる。

「そっか。少しは役に立ててるのかな？」

「少しどころか、和奏は俺のパワーの源だよ」

　彼がそう言うのなら、もっともっと頑張ろう。日々の苦しさを吐き出せるような器の大きい妻にならなければ。

「それと、もうひとつ報告がある」

「なんですか？」

　尋ねると、彼はとびきり優しい笑顔を見せる。

「賢治、退院が決まったそうだ」

「ほんとに？　よかった」

　うれしさのあまり彼に抱きつくと、強く抱きしめ返される。

「賢治がお母さんのところに帰れるのは、和奏のおかげだよ。ありがとな」

「ううん。よかった」

　もうそれしか出てこない。

「……感動してるところ、申し訳ないけど」

「ん？」

「胸、当たってる。ああ、わざと？」

　いつの間にか布団がはだけていた。

「ち、違います」

「いや、違わないな。激しいのがお好みなんだろ？」

　それも違わ……ないか。

　目をぱちくりしていると、彼はにやりと意味深長な笑みを浮かべる。

「まあ、どっちにしても食うけどね。もう戦闘態勢整ったし」

「えっ……。待っ――」

　私の懇願は、あっさり彼の唇に吸い取られてしまった。




　散々かわいがられて体力がゼロになった私は、眠りに落ちてしまった。その間、皓河さんがずっと腕枕をしてくれたおかげか、幸せいっぱいで深く眠れたようだ。

　一時間ほどで目覚めて身じろぎすると、皓河さんも目を開いた。

「ごめんなさい、起こしましたか？」

「平気。かわいい妻に起こされるなら、大歓迎だ」

　彼が私の額に唇を押しつけるので目が泳ぐ。

「あの……。皓河さんはいつ、私のことを好きになってくれたんですか？」

　気になっていたことを思いきって尋ねた。

「和奏はいつ？」

「あ……」

　いきなり自分に返ってきて照れくさいけれど、正直に打ち明けることにした。

「最初は、藤野さんのことで頭がいっぱいで、皓河さんを好きかどうかなんて考える余裕もなくて」

「当然だな」

　頬杖をつく彼は納得している。

「でも、不安な私を丸ごと包み込んでくれる優しさとか、私のことを私以上に考えてくれているんだとわかってきて。ずっと部屋にこもりっきりで息苦しかったはずなのに、ここにいるのが心地よかったんです。この生活がいつか終わっちゃうんだと思ったら、すごく寂しくて……」

　それで彼を好きなのだと自覚した。

「そうか。俺も忙しくて、外になかなか連れていってやれないし退屈してるだろうなって、ずっと気になってたんだ。でも、心地よかったならよかった」

　退屈していなかったと言えば嘘になる。大好きな仕事から離れ、いきなり時間ができてしまったうえ、体の自由が利かずできることも限られて……。雑誌や本を読んで過ごすことが多かったが、とにかく毎日皓河さんの帰りが待ち遠しくてたまらなかった。

「はい」

「俺は……」

　珍しく照れくさそうな顔をする皓河さんは、起き上がって枕を背にして座った。同じように隣に座った私の頭を撫でながら話し始める。

「実は、結婚を言いだす前から惚れてた」

「え？」

　そんなに早く？

「自分の子でもないのに、賢治のためにとっさにトラックの前に飛び出したと聞いてすごく驚いたんだ。それで、この人は本当の優しさを持っているんだなと思った。自分にも危険があるのに助けたい一心で体が動くって、そういうことだ」

　あのときは深く考えて行動したわけではない。ただ、目の前にトラックが迫っているのを見たら、もう足が動いていた。

「俺……子供の頃に、友達を事故で亡くしてると話したよね」

「はい」

「俺と双子の兄と、その頃近所に住んでいた同じ歳の男の子とその妹の四人で、公園で遊んでて……。家に帰る途中でその友達――保たもつが野球のボールを落として、道路に飛び出してしまったんだ。あのとき俺たちは、走ってくる車の存在に気がついていたのに、脚がガクガク震えて『危ない！』と叫ぶことしかできなかった」

「そんなのあたり前です」

　助けられなかったからといって、責められない。

「皆、そう言ってくれた。保のお母さんですら、俺たちのせいじゃないって」

　彼は無念の表情で語る。

「仕方がなかったんだと、ずっと自分に言い聞かせてた。その事故がきっかけで、俺も兄も医師を志すようになって、保の妹もナースをしている」

　そうだったのか。仕方がないと思いつつも、やはり後悔が胸にあるのだろう。そのときの無念があるから、ひとつでも多くの命を救いたいと奮闘しているのだ。

　しかも、その場にいた全員が医療従事者だとは。心に深い傷を負いながらも、あえて死と対峙する道を選ぶ彼らは、皆優しい人たちに違いない。

「だからというか……和奏がどれだけすごいことをしたのか、よくわかっているつもり。そのうえ、自分は傷だらけなのに賢治の両親の心配までして。それで一気に心を持っていかれて、和奏をもっと知りたいと思った」

　彼は私の肩を引き寄せて続ける。

「そうしたらストーカーされてるとわかって、契約結婚を思いついたんだ。いきなり好きだから結婚しようとプロポーズしたって引くだろ？　ましてや男に怖い思いをさせられているのに」

　たしかに、出会ったばかりの人にプロポーズされても心が動かないばかりでなく、なにか裏があると考えるかも。特に私は藤野さんのことがあったので、プロポーズを受けるどころか逃げ出したに違いない。

「とにかくストーカーから守らないと、と必死だったから、告白して付き合って、ゆっくり愛を育んで……なんて段階を踏む時間がなかった。だから、妻にしてから振り向かせると決めたんだ。そのためにいろいろ言い訳を考えて……俺のほうの事情は嘘。いや、本当に困ってはいたんだけど、だからって結婚する必要はなかった。ごめん」

　まさかの告白に、目が点になる。

　しばらく黙っていると、神妙な面持ちの彼は私の顔をのぞき込んだ。

「怒った？」

「そうじゃなくて。皓河さんがそこまでするなんて、びっくりしたというか……」

「そこまでするさ。絶対に和奏を逃したくなかった。眠れないほど傷が痛むくせに、助けたことを微塵も後悔してないどころか、賢治の心配ばかりして。保が引き合わせてくれた気がしたんだ。本物の優しさを持つ和奏に」

　そんなふうに言われるとくすぐったい。

「和奏と暮らしていると、ますます心が奪われていって……キスしたい、抱きたいという欲求を抑えるのが苦しくてたまらなかった」

「えっ？」

「かわいいから仕方ないだろ。俺が帰ってくると、自分がどんな顔してるか知ってるか？　恥ずかしそうなくせして、うれしそうに笑うんだ。そんな顔見てたら、キスもしたくなる」

　どんな顔をしていたのだろう。皓河さんの帰りが待ち遠しくて、玄関のドアが開くと頬が緩んでいたのは認めるけれど、まじまじと見られていたなんて恥ずかしすぎる。

「でも、もう一歩踏み込めなかった。もしそれが俺の都合のいい勘違いで、愛を告白して重いと思われたら、和奏は出ていってしまうんじゃないかと怖かったんだ。またストーカー被害に遭って傷つくんじゃないかって」

　そこまで考えてくれていたとは。彼に感謝しなければ。

「本当は、仕事を辞めさせてずっとここに閉じ込めておきたかった。でも、そんなの和奏を半分殺したも同然だ。結果、危ない目に遭わせてしまったことは反省してる。でも、和奏になにもあきらめてほしくなかった」

「皓河さんが反省することなんてありません。大好きな仕事を続けられたのも皓河さんのおかげです」

　彼は真剣に耳をそばだててくれる。

「私、プレジールが好きなんです。険しい顔で入ってきたお客さまが、コーヒーを飲んで気持ちを整えて笑顔で帰っていかれる瞬間を見ていると、前向きになれるお手伝いをできたのかな、なんておこがましいことを考えたりして」

　私自身がなにかしたわけではないけれど、殺伐とした毎日の癒やしになるような空間にしたいと思いながら働いている私は、顔をしかめながら入ってきた人の表情が柔らかくなるところを見られるのがとてもうれしい。

「うん。和奏のコーヒーは、俺をリラックスさせてくれる。全力で手を尽くしても患者を助けられないと、どうしても心が荒すさむ。そんなときは、和奏の淹れたコーヒーが飲みたいなといつも思う」

「よかった……。皓河さんを心配させてまで、仕事を続けてもいいのかと悩んだこともありました。でも、せっかく皓河さんが守ってくれた私の場所は手放さないと決めたんです」

　思いを吐と露ろすると、彼は笑みを浮かべた。

「うん。和奏の居場所は必ず俺が守る。お前の輝いている姿が好きだから」

　彼はそう言うと額にキスをする。

　たまらなく照れくさいのに幸せすぎて、胸が温かくなった。




　彼に愛されたおかげで元気が出た私は、久しぶりにスーパーに買い物に出かけた。ストーカー行為に悩んでいた間は皓河さんにお願いしてばかりで、あとはネットスーパーに頼る毎日だったのだ。

「新しいチョコ！」

　新製品が並んでいるのを見て、はしゃいでしまう。

「子供か」

　おかしそうに目を細めながら私の頭をトンと叩く彼も、心なしか笑顔が柔らかい。私と同じように緊張から解き放たれたのかもしれない。

「チョコも買っていいけど、帰りにケーキも買うぞ」

「ほんとに？」

「なんて店だったっけ。和奏が好きだと話してた……」

「『エール・ダンジュ』です。そろそろ秋のケーキが出てるはず」

　毎年、季節限定のケーキが出るのだ。長い間食べていないのでテンションが上がる。

「ほんと、甘いものに目がないな」

　皓河さんに頼む買い物リストに、必ず甘いお菓子があったからだろう。気持ちが安定していないときは特に、甘いものを口に入れて落ち着きたくなるのだ。

　なんて、こんなに満たされていても食べたいのだから、あまり関係ないのかも。

「皓河さん、本当は嫌いだとか？」

　彼はケーキでもチョコでもアイスでも、私に付き合って食べてくれたけれど、無理していたのではないかと不安になって尋ねた。

「和奏ほどではないけど、食べるよ。時間がないときはとりあえずチョコをひとつでも口に入れておくと、しばらくは持つからな。エネルギーチャージにはよく使う」

　そういえば、救命救急の休憩室に入れてもらったとき、テーブルにチョコレートの大袋が置いてあったっけ。食事も満足にとれないことが多い過酷な現場では、大切なエネルギー源なのかもしれない。

「そっか。それほど好きじゃないのに付き合ってくれてたんですね」

　申し訳ないことをしたと思ってそう言うと、彼は私の背に合わせるように少しかがんで、耳元でささやく。

「バカだな。和奏の笑顔が見られるんだから、甘いものは大好きだよ」

　すぐそばに子供たちがいるのに、その声が妙にセクシーでドギマギしてしまった。

「あれっ、どうした？　耳が赤いけど」

　私が動揺するとわかっていて、からかったんだ。

「もう！　皓河さんが悪いんです」

「そのすねた顔もかわいい」

　ダメだ。どれだけ反撃してもノックダウンするのは私のほうらしい。

「機嫌直せよ。あとで口移しで食べさせてやるから」

　なんて大胆な発言を！

　隣にいた五歳くらいの男の子に聞こえていないか冷や冷やしたけれど、お菓子に夢中なようだ。

「い、いいです」

　私はチョコをカゴに放り込んで、慌ててその場を離れた。

　私はずっとドキドキしていて落ち着きがないのに、皓河さんはとても楽しそうだ。

「鍋食べない？　鍋なら俺も作れそう」

「いいですね。なに鍋にしますか？」

「闇」

　その返しに噴き出してしまった。

「それはちょっと……。闇鍋したことあるんですか？」

「大学時代、友達四人とやったな。バナナはまあ食べられたんだけど」

「バナナ……」

　想像するだけで眉間にしわが寄る。でも、それより厳しい食材があったということだろうか。

「大福を入れたやつがいて」

「あー」

　変な声が出てしまった。

「若気の至りだ。だけど楽しかったな。そんなバカやってた仲間だけど、それなりにいい医者になってるからびっくりだよ」

　彼はクスクス笑いながら語る。いい思い出なのだろう。

　いい医者の筆頭が、きっと皓河さんだ。

「大福はちょっとヘビーなので、キムチ鍋あたりでどうでしょう」

「いいねぇ」

　辛いものが好きそうなので提案すると、彼は白い歯を見せた。

「締めはチーズを入れた雑炊がいけますよ。鍋ってひとりじゃなかなか作らないから、ワクワクしますね」

　ひとり鍋も悪くはないけれど、やはりわいわい言いながら同じ鍋をつつくのが楽しい。両親が生きていた頃は、冬になると週に一度は鍋を食べていた。

　何気なく漏らすと、皓河さんがいきなり私の腰を抱く。

「もうひとりで食べなくていい。ずっと俺が一緒だ」

　両親との楽しい食卓を思い出したことに、きっと気がついたのだ。彼はいつも私の立場に立って物事を考えてくれる。

「そうですね。なにがいるかな。まずは白菜」

　私が笑顔で答えると、彼は満足そうに笑った。










あなただけが好き




　事故から三カ月半ほど経った十一月下旬。皓河さんと心がつながり、本物の夫婦になってから、毎日楽しい生活を送っている。

　朝の冷え込みがきつかった今日は、冷たいビル風にあおられて、落ち葉が渦を巻いている。私はトレンチコートの襟を立てて、頬を隠した。

　今日は最後のリハビリで、プレジールを早退して病院に向かっている。

「早く行かなきゃ」

　両手に持つのは、ポットに注いだブレンドコーヒーと、プレジールで販売しているチョコチップクッキー。

　クッキーも用意したのは、ドクターやナースが食事を食べられないときに甘いものをつまんでいると知ったからだ。

　リハビリのおかげもあり、歩き方はケガをする前とほとんど変わらない。さすがにまだヒールを履くのは怖いし、全力疾走もできないけれど、日常生活に差し支えなくなった。

　リハビリに行くたびに、『ちゃんとストレッチしてますね』と褒められるが、実は皓河さんの力が大きい。

　彼は休みになると必ずストレッチに付き合ってくれたり、マッサージをしてくれたりするのだ。……時々、そのままエッチになだれ込んだ気がしなくもない。

『セックスも筋トレだ』なんて言い訳していたけれど、どちらかというと皓河さんの筋トレになっていると思う。だって、激しくて。

　余計なことを思い出したからか、寒いはずなのに顔が火照ってきた。

　なにも恐れずに街を歩ける幸せを噛みしめて進む。

　藤野さんはまだベッドの上で寝たきりの生活らしいが、命の危険は完全に脱した。あちこちにひどい骨折があり治癒までの道のりはかなり厳しいものの、皓河さんの脳の手術が的確で、大きな後遺症は残らない見込みだとか。状態が安定し、勾留に耐えられると判断されたら、逮捕となるらしい。今回の件で職場も解雇になったようだが、もう二度と同じ過ちを繰り返さないようにと祈るばかりだ。

　電車を乗り継いで野上総合病院に到着すると、救急車が走り去るところだった。ということは、救命救急は今忙しいかもしれないと思いつつのぞくと、どこからか心電図のモニター音が聞こえてくるほど静かで拍子抜けだ。

「こんにちは、堀田です。差し入れです。よかったらどうぞ」

　受付の人に手渡すと、立ち上がって丁寧に頭を下げてくれる。

「いつもありがとうございます。堀田先生、呼びますね」

「忙しいと思うので、大丈夫です」

「いえ、呼ばないと叱られますから」

　叱られる？

　受付の女性が一旦奥に入っていく。すると、すぐにスクラブ姿の皓河さんが顔を出した。

「お疲れさまです」

「うん。差し入れ、サンキュ。リハビリ、四時からだっけ。まだちょっと時間あるな」

　彼は待合室の時計を見て言う。そして私を伴い、すでに受付が終了してがらんとした総合受付に行き、ベンチに座った。

「救急車が入ったんじゃないですか？　大丈夫なんですか？」

「ああ。経産婦の破水だったんだけど、救急車内で赤ちゃんが産まれたんだ」

「え！」

　そんなこともあるのか。

「救急隊員がしっかり取り上げてくれて、そのまま産科にお願いした。母子ともに問題なかったし」

「すごい。お母さん頑張りましたね」

「そうだな。もう自力で産むしかないと思ったら肝が据わったって、お母さんが話してた。救急隊員のほうが慌ててたくらいだよ」

　出産経験があるとはいえ、母は強し、なのだろう。

「俺は自信がないな」

「お産ですか？」

「うん。もし和奏と俺の子ができたら、とても自分では取り上げられない。感動の涙で処置できなそうだ」

　まさかの理由にびっくりしたものの、なんとなく想像できる。

「子供、欲しいですか？」

「もちろん。和奏の子なら絶対かわいいじゃないか。和奏はいらない派？」

　私の子って、皓河さんの子でもあるのに。

「欲しいです。皓河さんと私の子」

　思わぬ話になったけれど、こうやって同じ未来を見ていられるのはとても幸せだ。

「天沢が、うっとうしいくらい子供の写真を見せてくるんだよね。うっとうしいんだけど、かわいいんだ」

　それには噴き出した。うっとうしいと言いつつ、見せてもらえるのを待っているんだろうな。

「だけど、焦ってるわけじゃない。和奏が落ち着いてからでいいし、もう少しふたりの時間を楽しみたい」

「はい」

　今の店舗で働き始めたばかりの私を気遣ってくれているのだ。それに、私ももう少し新婚気分を味わいたい。

「式も挙げないと」

「そうですね」

　暖かくなってくる春先がいいのではないかと話し合っている最中だ。

「……そういえば、さっき脳外の倉田先生が救急に来てたんだけど、藤野さん、話せるようになったらしいよ。最初のひと言は涙を流しながらの『吉木さん、ごめんなさい』だったそうだ。倉田先生が、あの事故のとき和奏が俺に処置するように促したんだと話してくれたみたいだな」

「そっか」

　ようやくわかってもらえたのかな。

「皓河さん、ありがとうございました」

「俺はなにも。和奏の優しさが彼の心を融とかしたんだ。その優しさに惚れたんだろうけど……そこだけは納得できるのが悔しい」

　おかしな葛藤をする彼に笑ってしまう。

「そろそろ時間だ。リハビリ室まで行くよ」

「はい」

　もうひとりで不自由しないけれど、素直に甘えることにした。断っても行くと譲りそうにないからだ。

　リハビリ室に到着するとドアが開いて、目のぱっちりしたすらりとした体形の看護師が出てきた。整形外科外来の看護師だ。ギプスを外したとき以来、何度かお世話になった。

「あっ、堀田先生」

「松まつ波なみか、お疲れ。また痩せたんじゃないか？」

「気のせいでしょ」

　皓河さんの表情が心なしか緩んでいる。かなり気さくに話しているけれど、診療科が異なってもこれほど仲がいいものだろうか。ドクターとナースの間で、痩せた心配なんてするもの？

「奥さま、リハビリもう終わりですよね」

「はい、お世話になりました」

「とんでもないです。まずい、病棟行かないと。どうかお大事に。失礼します」

　松波さんはさわやかな笑顔を残して慌ただしく去っていった。

「さて、最後のリハビリ頑張れよ。俺はコーヒー飲みながら、カルテ書いてくる」

　優秀な彼だけど、カルテの記入は苦手だそうだ。処置中には電子カルテを触る暇などなく、あとで使った薬剤や処置を思い出しながら打ち込むらしいけれど、よく師長に間違っていると叱られるのだとか。

「はい、頑張ってください」

「和奏のひと言は絶大なパワーがあるな。元気出た」

　大げさな。

　彼は私に笑いかけてから踵きびすを返した。




　最後のリハビリも無事に終わり、腕の傷は少し残ってしまったものの、これで完治だ。

　私はプレジールでの仕事にますます励み、あかりさんと一緒に楽しく働いている。

「結婚式、いつ？」

「春にしようと思ってるんですけど、彼とお休みがなかなか合わなくて、式場が決まらないんです」

　仕事終わりに制服を着替えながらあかりさんと会話を交わす。

「旦那さん、忙しそうだもんね。寂しくないの？」

「うーん。寂しいですけど、そういうお仕事だとわかっていますし……」

　私が好きになったのは、どんなときも真しん摯しに患者と向き合う皓河さんなのだ。苦しむ患者を放置して帰ってくるような人であれば、好きにはなっていないだろう。

　ただ、働きすぎなのは少し心配している。

「我慢ばかりじゃ、和奏ちゃんが苦しくなっちゃうよ」

「えっ？」

「ときにはわがままになって、思いきり甘えちゃいなよ。和奏ちゃん、旦那さんが疲れてそうだからとか、いっぱい我慢してそうだもん」

　我慢か……。それほど我慢している自覚はないけれど、遠慮はあるかもしれない。

　すでに数カ所の式場に足を運んだものの、いまいち気に入るところがなかった。本当はほかの式場を見に行きたいし、ドレスの試着もしたい。けれど、救命救急がどれだけ大変か知っているからこそ、少しでも休ませてあげたいと思い、言いだせないでいる。

「式場は、今まで見た中で妥協しようかと思ってました」

　本音を漏らすと、あかりさんは首を横に振っている。

「一生に一回なんだよ？　結婚式は女性が主役みたいなところがあるから、旦那さんもピンときてないかもしれないけど、気に入った式場で好きなドレスを着ないと後悔するって。あんなに優しい人だもの、口に出して言えばちゃんとわかってくれるよ」

「そうですよね」

　ほかも見たいと積極的に話さないから、納得していると思っているのかもしれない。

「この前、ネットで素敵な教会を見つけたんです。誘ってみようかな」

「そうしなよ、絶対」

「はい」

　あかりさんのおかげで、気持ちが楽になった。

　その日は、帰宅するとすぐに夕飯の準備を始めた。皓河さんは、早ければもうそろそろ帰ってくる。

　テーブルにスマホを置いておき、メッセージが入るのを待ちながら料理を作っていった。

　今日は、イタリアンチキンステーキ。皓河さんは、たっぷりチーズをのせて焼いたこれが大好物なのだ。

　かぼちゃのポタージュやサラダも準備したものの、一向に連絡が入らない。

「遅くなるのかな……」

　おそらく処置中なのだろう。

　あきらめ気味にソファに腰かけたとき、玄関のドアが開く音がして驚いた。

　慌てて出ていくと、皓河さんが靴を脱いでいる。

「おかえりなさい」

「ただいま。ごめん。珍しく早く帰れたから、ちょっと寄り道して。連絡するの忘れてた」

　寄り道って？

　首を傾げていると、彼はブランピュールのカタログを差し出してくる。

「ウエディングドレスだ……」

「春ならギリギリオーダーも間に合うってさ。やっぱり、好きなドレス作ったほうがいいかなと思って」

「えっ、オーダー？」

「嫌？」

「嫌なわけがありません。でも、贅沢です」

　一度しか着ないので、レンタルで十分だと思っていた。

「俺がドレス姿の和奏を見て満足するためなんだから、気にしない」

　そんなふうに言うけれど、絶対に私のことを思ってに違いない。

「皓河さん、ありがとう」

　私は彼の胸に飛び込んだ。

　最近は、式場やドレスについての話も出なくなった。忙しいのでそれどころではないのだろうと思っていたけれど、ちゃんと考えていてくれたんだ。

「どういたしまして。和奏の笑顔が見られる俺って、役得だな」

　彼はクスッと笑いながら頭を撫でてくれる。

「素敵な教会を見つけたんです。今度のお休みに――」

「行こう！」

　私の言葉に被せ気味に弾んだ声で彼が言うので、気を使う必要なんてなかったと安堵した。

　あかりさんが話していたように、結婚式はどちらかというと花嫁が楽しみにしている印象がある。彼は私ほど期待に胸を膨らませてはいないのかなと思っていたけれど、そうでもないのかもしれない。

　式場見学は、五日後に決定した。




　その三日後の土曜。当直だという皓河さんに、昼食用のフレンチトーストを準備してから仕事に向かった。

　そろそろクリスマスシーズン。プレジール前の大通りには大きなクリスマスツリーが飾られている。

　デートしたいな。

　教会の見学のあとにでも、デートできたら。夜のほうがイルミネーションが美しいはずだ。

　誘ってみようと思いながら、テーブルを片づけた。

　その日も忙しく、慌ただしく時間が過ぎていく。

「堀田さん、悪いんだけど郵便局までお使い頼める？　本部に書類送らないといけなくて」

「承知しました」

　店長に封筒を渡されて、制服の上にダウンコートを羽織って店を飛び出した。

　自由に歩けるって、素敵。自然と足取りも軽やかになる。

　クリスマス前だからか、通りは普段より人があふれていて、近くにある百貨店の入口にたくさんの人が吸い寄せられていく。

「プレゼントか……」

　皓河さんと過ごす初めてのクリスマス。なにをあげたら喜ぶのだろう。

　そんなことを考えながら進むと、ふと足が止まった。向かいから歩いてくる皓河さんを見つけたからだ。

「なん、で……？」

　私はそこから一歩も動けなくなった。間違いなく皓河さんなのだが、その隣には髪の長い女性と、幼い男の子と女の子がいたのだ。しかも子供たちを挟んで、右側に皓河さん、左側に女性が並び、手をつないでいる。その光景は、まるで家族だった。

　皓河さんはなにやら楽しそうに子供たちに話しかけ、そのうち女の子が抱っこをねだるように両手を上げると、彼は自然な動作で抱き上げている。男の子のほうは女性に抱っこをせがみ、四人はそのまま百貨店に吸い込まれていった。

「え……」

　今日は当直だとしか聞いていない。どこかに出かけて誰かと会うなんて、ひと言も。

　さっきの女性をどこかで見たことがある気がして記憶をたどると、とあることを思い出してハッとする。

「整形の……」

　リハビリ室ですれ違ったナースの松波さんだ。

　あのとき、診療科が違うのに随分仲がいいんだなと思った覚えがある。

　途端に心臓がドクンドクンと大きな音を立て始める。

　まさか、皓河さんの子じゃないよね。でも、ふたりの子供も彼になついているように見えたし、皓河さんの子供の扱い方が自然だった。――まるで、父親のように。

　ううん。彼は私を好きだと言ってくれたじゃない。そんなのありえない。

　でも……。松波さんと恋に落ちて子供ももうけたけれど、うまくいかなくなって別れたのかもしれない。子供の父親なので時々こうして会っている、と考えても不自然ではない。

　そもそも互いをよく知らないうちに結婚してしまった私は、皓河さんの過去なんて気にもしていなかったし、契約結婚だったがゆえ詮索することもなかった。彼の過去の女性関係も、ましてや子供がいるかどうかなんて考えたこともなかったのだ。

　なにも知らずに式場見学に行けると舞い上がっていた私は、バカなのだろうか。

　皓河さんの愛は本物だと感じている。けれども、松波さんのことも同じように愛したのかも。

　たとえ今は男女の関係が切れていたとしても、子供がいて会っているのであれば打ち明けてほしかった。教えてもらえないなんて、やましいことがあるみたいだ。

　気持ちが冷めたのではなく、なんらかの理由で結婚できず、彼女との未来をあきらめた皓河さんが私との結婚を考えたのではないかとモヤモヤする。

　突然吹いてきた冷たい風が、頬を撫でていく。それが私の心の中に吹き荒れる風を暗あん喩ゆしている気がして、ため息が出た。




　悶々としながらも仕事中は笑顔で。お客さまに迷惑はかけられない。

「いらっしゃいませ」

　ひときわ大きな声が出るのは、気合を入れていないと泣いてしまいそうだからだ。松波さんや子供たちに向けた皓河さんの柔らかい笑みが、どうしても頭から消えてくれない。

　まだ真相はなにもわかっていない。なにか訳があるのかもしれないと思いつつ、それなら正直に話してほしかったという気持ちがずっとくすぶっている。

「ブレンドと、ブラウニーひとつ」

「ブレンドと……申し訳ありません。もう一度お願いします」

　店内がざわついているとはいえ、こんなふうに聞き直すなんて初めてだ。集中できていない。

「ブラウニー」

「かしこまりました。それではお会計――」

　一旦お客さまが途切れると、バックヤードでアボカドサンドを準備していたあかりさんが寄ってきた。

「和奏ちゃん、顔色悪いけど平気？」

「大丈夫ですよ。さっき、外が寒かったからかな」

　うまくごまかせただろうか。外から戻ってもう一時間以上経っているし、店内は暖房がしっかり効いているのに。

「そう？　完治したとはいえ、あんな大きなケガをしたんだから無理しちゃダメよ」

「ありがとうございます」

　散々心配をかけてきたのに、また気を使わせるなんて最低だ。

　反省して、もう一度気合を入れ直す。

　ここは私が守りたかった場所。そして皓河さんが守ってくれた場所なのだ。

「テーブルの片づけ行きます。レジお願いします」

　私は新しいアルバイトがあたふたしているのを見つけてサポートに走った。




　仕事が終わると、大通り一帯にイルミネーションが灯っており、たくさんの人たちが足を止めて見ている。

　けれど私は、駅に一直線。今はどんなに美しいものを見ても、心が動かない。

　電車に乗り込んでスマホを確認するも、なにもメッセージは入っていない。現在十八時四十五分。皓河さんはもう仕事をしているはずだ。

　あのあと、直接病院に向かったのだろうか。

　偶然会ったとはとても思えない。あの女の子は皓河さんに甘えていたし、松波さんもただの同僚という感じには見えなかった。誰の目にも、プライベートで関係がある男女に映るはずだ。

　マンションに帰ってリビングに駆け込むと、へなへなと床に座り込んで頭を抱える。

　ソファに置いてあったドレスのカタログが視界に入り、投げてしまいたい衝動に駆られた。

「教会に見学に行くんでしょ」

　休みがそろう明後日、教会に見学に行く約束だった。イルミネーションデートもできればいいな、なんて思いを馳せていたのに、心の中がぐちゃぐちゃだ。

　もしかして彼は、不純な動機で救急を志すナースがいて困るからではなく、松波さんとの関係をカモフラージュするために、私と結婚したのではないだろうか。

　彼女の両親から結婚を反対されて、できなかったという可能性もある。だから自分は所帯を持った振りをして、彼女との関係を続けようとしているんじゃ……。

　頭に浮かぶのはネガティブな妄想ばかり。皓河さんはそんな人じゃないと何度打ち消しても、あの柔らかな笑みを見てしまったあとでは、心が前を向かない。

「どうして……」

　こんなことになってしまったのだろう。

　私との子が欲しいと将来を語った皓河さんは、なにを考えているの？

　子供をもうけるということには、親としての責任が伴う。欲しいからといって生めばいいものではない。

　ふとキッチンを見ると、メモがある。

【おいしかったよ。ありがとう。寒かっただろうから、温かい風呂に浸かってゆっくり休んで】

　昼食を食べたあと書いたのだろう。食器はきちんと片づいている。

　そのメモを見ていたら、我慢していた涙があふれてきてしまった。

　今さら嫌いになんてなれないのに。

「どうしたらいいの？」

　あなたに会いたくて、優しい声で名前を呼んでほしくて、私だけに向けられる穏やかな笑みが見たくて……。

　この気持ちをどうしたらいい？

　ダメだ。強くならなくちゃ。皓河さんに優しくされるのに慣れてから、彼を頼るばかりの弱い人間になってしまっている。

　たとえなにがあろうとも、自分の意思をしっかり持ってひとりで立っていられるようにしなくては。両親を亡くしてから、ずっとそう心がけてきた。けれど、ストーカー被害に遭い、少し疲れていた私は、皓河さんに頼りすぎていたと思う。

「子供のことが一番よね」

　私は自分に問いかけた。

　私や皓河さんの気持ちより、子供たちの幸せが大切だ。

　私自身が両親を亡くしてから寂しい思いをしてきたので、それだけは譲れない。

　その結果、別れが決まったら……と考えると、涙が止まらなくなるけれど、ここは踏ん張りどころだ。

　皓河さんは当直を明けてもそのまま夕方まで勤務のはず。ということは、会えるのは明日の夜になる。

　見たことを隠さず話して、しっかり向き合おう。

　そう覚悟を決めると、少し落ち着いてきた。けれど、涙だけはどうしても止まらなかった。




　翌日。皓河さんが帰ってきたのは、二十時半を回っていた。

「ただいま。和奏、いる？」

　いつものように出迎えに行かなかったからか、不思議に思っているようだ。

　リビングのソファに座っていると、パタパタという早足の足音が近づいてくる。私はドアが開くのを緊張しながら待った。

「和奏。体調悪い？」

　すごい勢いでドアが開いたと思ったら、開口一番、私をいたわる言葉。

　こんな優しい彼が好きなのに。

　焦った様子の彼は、私のところまで来ると額に手を当てる。

「熱はなさそうだ」

「どこも悪くありません」

「よかった。……でも、顔色が悪いぞ。疲れてる？」

　そう、疲れてる。心が痛くてたまらない。

　けれど、なんと言ったらいいのかわからず、黙ってうつむいた。すると彼は隣に座り、顔をのぞき込んでくる。

「和奏。俺の前で我慢はいらない。なんでも言って。どこか体の調子が悪いなら診察する」

　話を切り出さなくてはいけないのにあと一歩の勇気が出ず、首を横に振るので精いっぱい。なんとか泣くのはこらえたものの、言葉がのどにつかえて出てこないのだ。

「仕事でなにかあった？」

　彼の心配が手に取るようにわかって、苦しい。

　そんなに心配するくらいなら、どうして別の女性とあんなに楽しそうに歩いていたの？

　そんな強い反発心が湧いてくるけれど、口に出すのが怖い。あっさり『さようなら』と言われたら、立ち直れるだろうか。

　しかし、このまま夫婦として生きていくなんて無理だ。知らない振りをしたまま、笑顔でバージンロードは歩けない。

　私は目を閉じて、何度も深呼吸をした。その間、皓河さんは急かすことなく、じっと待ってくれている。

「……皓河さん」

「うん」

「あの……あのっ……」

　なにから話したらいいのだろう。混乱していて考えがまとまらない。

「どうした？　ゆっくりでいいから話してごらん」

　彼が終始落ち着いているのは、なにも知られていないと思っているからだろうか。このまま松波さんとの関係を隠し通せる自信があるから？

　ポーカーフェイスで嘘をつける人だとは思いたくないけれど、仕事柄冷静な顔をしているのは得意なのかもしれない。

　ううん、違う。私の知っている皓河さんは嘘がつける人じゃない。

　激しい葛藤で、なにがなんだかわからなくなる。

「……私は、皓河さんだけが好きなんです」

　結局、最初に口から出たのは私の気持ちだった。

　私は自分と同じ熱量で彼に愛してほしかった。でも、それは贅沢なのだろうか。

「俺もだよ。俺も、和奏だけが好き」

　だったらどうして……。今は松波さんに気持ちがないという意味？

　でも、ふたりの間に子供がいるのであれば、それを私に話さないのはフェアじゃない。たとえ今は男女の関係ではなくても、子供たちの父親という立場はこの先永遠に変わらないのだから。

　皓河さんは異変を感じたようで、緊張が張り詰めたのがわかる。

　緊張すると息を止める癖が私にはあると彼に指摘されたことがあったけれど、その通りだ。酸素がうまく肺に入ってこなくて、苦しくてたまらない。

　これから宣告されるのは、別れなのだろうか。

「和奏？」

「昨日、見たんです。松波さんとお子さんふたりと、デパートに入っていくところを。すごく楽しそうで、子供たちも皓河さんになついて――」

「誤解だ」

　目を見開いてハッとした表情を浮かべる彼は、即答した。

　でも、なにが誤解なの？　今は気持ちがないのだから、浮気なんてしていないと？

「和奏、聞いてくれ。松波は幼なじみ――」

「嫌」

　肩に置かれた彼の手を、思わず払いのけてしまった。

　覚悟を決めて話を聞かなければと思っていたはずなのに、その先を聞くのが怖い。幼なじみなら、やはり以前は男女の仲だったのではないかと思えたのだ。

「ごめんなさい。冷静になれない」

　私はリビングを飛び出して、寝室に駆け込んだ。

『誤解だ』とすぐに答えるくらいなので、きっと今はそういう仲ではないのだろう。誰だって、過去の恋愛のひとつやふたつあるものだ。それに嫉妬はしても、許せないとはならない。

　ただ……子供がいるのなら話は別だ。

「和奏」

　ドアの向こうから皓河さんの声がする。

「松波のことを話さなかったのは悪かった。でも、誓って和奏が想像しているような関係じゃない。説明するから、開けてもいいか？」

「今は聞きたくない」

　強くならなくてはと思ったのに、まったく無理だった。自分でもあきれるけれど、彼を失いたくないという思いが大きすぎて、気持ちを制御できない。

「……この件は俺が悪い。だけど、俺が愛しているのは和奏だけだ」

　愛しているなら、どうして黙っていたの？　愛って、なに？

「お願い、ひとりにして」

「苦しめてごめん」

　いつもより低いトーンで、あきらめたかのように言った彼の足音が遠ざかっていく。

　拒否したのは私なのに、それがひどく悲しかった。

　それから布団を頭から被って泣き続けた。

　私を愛しているなら、全部包み隠さず話してくれればよかったのに。その結果、どんな判断をしたかわからないけれど、これほど傷つかなかったはずだ。

　皓河さんと結婚して、たくさんの幸せをもらった。きっとひとりだったら、今でもストーカーにおびえて暮らしていただろうし、仕事も辞めていたかもしれない。

　本物の夫婦になって将来を語り合い、これからというところだったのに、大きくつまずいてしまった。

　明日こそ、冷静に話をしよう。私たちのこれからを決めなければどこにも進めない。

　そんなことを悶々と考えているうちに、昨晩ほとんど寝ていないからかいつの間にか眠りに落ちていた。




　ふと目を開けると、わずかに開いたカーテンの隙間から太陽の光が差し込んでいる。

　隣に皓河さんの姿はなく、ため息が漏れた。

　彼はどうしたのだろうか。

　そっと部屋を出てトイレに行ったが、物音ひとつしない。トイレから戻る途中で、リビングのドアが開いたままになっているのに気がついた。リビングで寝ているのかもしれない。

　足音を忍ばせて近づき、中をのぞいたものの誰もいない。

　出ていった？

　サーッと血の気が引く。

「捨てられたの、私……」

　あんなに説明したがっていたのに、それを頑なに受け入れない私にあきれたのかもしれない。

　でも、どうしたらよかったの？

　ここは皓河さんのマンションだ。彼が出ていくのはおかしい。それに日々激務なのだから、ベッドで体をしっかり休めないと倒れてしまう。

　少し離れて考える時間が必要なのかもしれないと思った私は、身支度を整えたあとキャリーバッグに私物を詰め始めた。

　彼が休めないのは困る。一旦ここを出て、時間をかけて話し合おうと思ったのだ。

　我慢してもあふれる涙を拭いながら作業を続けること十五分。玄関が開錠される音がした。

「皓河さん？」

　帰ってきてくれたのがうれしいのと同時に、緊張が走る。

　立ち上がったそのとき。

「うわぁ」

「あしょぼ！」

　舌足らずな男の子と女の子の声が聞こえ、バタバタと走る足音まで響いた。

「こら、静かにしなさいって言ったでしょ！」

　そしてそのあと、女性の声がする。

　もしかして、松波さん？

　どうして彼女と子供たちを連れてきたのだろう。私に出ていけと宣告するため？　そんなの残酷すぎる。

　私はショックで、その場に頽くずおれた。

　こんな荒療治をしなくても、出ていけと言われれば出ていくのに。

「和奏」

　頭を抱えていると、皓河さんの声がした。

「松波を連れてきた。彼女と一緒に説明させてほしい」

「もういいです。出ていきます」

　これ以上傷に塩を塗らないでほしい。

「出ていかせない。俺は別れないぞ」

　きっぱりそう口にした皓河さんが、寝室のドアを開けた。私が準備していた荷物を見つけて、目を丸くしている。

「ごめん。こんなに苦しませて……。夫、失格だな」

　彼は私のところまで歩み寄って膝をつき、頬の涙を拭う。いつもの優しい皓河さんに、やっぱり涙があふれた。

「松波は、幼なじみだ。俺の知り合いの彼女だったんだ」

　知り合いの彼女？

「彼女はひとりで子供を生んだ。その男の子供だとは思う。でも、頑なに父親を明かさない。なんとなく理由はわかってるけど、彼女が口にしないのに俺が憶測で語るわけにもいかなくて」

　それじゃあ、あの子たちは皓河さんの子じゃないの？

「あの通り双子で」

「双子？」

　そういえば、同じくらいの背丈だった。

「ひとりでも大変なのに双子の子育ては壮絶だ。しかも、女手ひとつで働きながらだからなおさら。だから気になって、時々様子を見に行っていた」

「それで父親代わりを？」

「いや。あの子たちにとっては、ただの知り合いのおじさんだ。俺は彼女が子供たちの本当の父親と復縁すると信じてるから、父親代わりをするつもりは毛頭ない。この前はクリスマスプレゼントを買いにデパートに行ったんだ」

　そうだったのか。でも、それなら話しておいてくれればよかったのに。

「こーがくーん」

　リビングのほうから元気な男の子の声がする。

「おう、どうした？」

「奥しゃん、ケーキ食べるよ！」

　次はかわいらしい女の子の声。

　奥しゃんって、私？

　私の存在を知っているということは、皓河さんはやはり父親のポジションではないのだろう。

「和奏がケーキが好きだと話したら、買ってくって聞かなくて。まあ、自分たちが食べたいんだろうけど」

　皓河さんは私をまっすぐに見つめる。

「和奏を苦しめた罰はなんだって受ける。でも、和奏を離したくない。俺はもう、和奏なしでは生きられないんだ」

「皓河さん……」

「誓って、裏切るような行為はしてない。でも、松波のことを黙っていたのは事実だ。一生かかっても償っていく。ただ、話だけは聞いてほしい。松波も、誤解させたお詫びがしたいと言っている」

　血がにじみそうなほど強く唇を噛みしめる彼が、嘘を言っているようには思えない。ましてや、疑惑の本人を連れてきて違うと話しているのだから、潔白なのだろう。

「……子供たち、もう待ちきれないかも」

「えっ？」

「ケーキ。目の前でお預けなんて、かわいそうでしょう？」

　私がそう言うと、彼はホッとしたように大きく息を吐いた。

「ちびたちに、和奏を紹介させてくれないか。結婚したと話したら、会わせろとうるさくて」

「本当に、私が妻でもいいんですか？」

　そう問うと、彼はうれしそうに頬を緩めた。

「和奏じゃないとダメなんだ」

　彼は大きな手でもう一度私の頬の涙を拭う。

「ケーキ、一緒に食べてくれる？」

「……はい」

　承諾すると、彼は私を強く抱きしめた。

　涙を拭い、気持ちを落ち着けてからリビングに行くと、松波さんに絵本を読んでもらっていた子供たちが、私に気づいて駆けてきた。

「わぁー！　こーがくんのだいしゅきな奥しゃんだぁー」

　男の子が黒目がちな大きな目をくりくりさせて私を見上げる。

　大好き？　そんなふうに話しているの？

「奥しゃん、こぐましゃんのはちみつケーキしゅき？」

　女の子のほうは、私のスカートを握りしめて質問してきた。

「こぐまさん？」

「ごめんなさい、この絵本のことです」

　松波さんは申し訳なさそうに言うと、私からふたりを引き離した。

「こんにちは、が先でしょう？」

「わしゅれたー。こんにちは！」

　松波さんに促された子供たちが、ちょこんと頭を下げる姿が微笑ましい。

「うるさくてごめんなさい。こっちが玲れ央おで、こっちが真ま央おです。二歳になったところです」

　双子を紹介してくれた。

　私は膝をついて、子供たちの目線に合わせてから話し始める。

「こんにちは。ごめんね、ケーキ待ったよね」

「ケーキ！」

　玲央くんは、今思い出した！というように目を輝かせる。

　しかし真央ちゃんは、私をじっと見つめてなぜか顔をしかめた。

「奥しゃん、さみしいの？」

「えっ？」

「よしよし」

　真央ちゃんが小さな手を伸ばしてきて、私の頭を撫でるので驚いた。もしかしたら泣いて赤くなった目を心配してくれたのかもしれない。

「真央。俺の奥さんは、和奏さんというんだ」

　私の隣にしゃがんだ皓河さんが話しかける。

「わかなしゃん！」

「真央ちゃん、心配してくれてありがとう。大丈夫だよ。ケーキもうれしいよ。食べようか」

「うん！」

　ようやく白い歯を見せた真央ちゃんは、松波さんの出した手を握った。

「コーヒー淹れます。子供たちはなにがいいかな。牛乳くらいしかないかも」

　私も皓河さんもジュースは飲まないので、用意していない。

「牛乳をいただけるとありがたいです。私はお構いなく」

　私より少し背の高い松波さんはスタイル抜群。薄手のセーターにスキニーパンツが似合っている。ただ、長い髪を無造作にひとつにまとめた彼女は、少し疲れているようにも見えた。目の下にクマがあるのだ。

「育児、大変ですよね。座っててください。皓河さん、子供たちの手を洗ってあげてください」

　私には育児の経験がないのでわからないけれど、たった数分でも子供たちのパワーに圧倒された。皓河さんが話していたように、双子の世話をひとりでするのは、相当な苦労があるはず。

　さっきまで松波さんのことを敵視していたのに、皓河さんが彼女を心配する気持ちがわかったような気がした。

「そうだな。玲央、真央、こっちだ。手を洗わないとケーキ食べられないぞ」

　皓河さんは双子を連れて洗面所へと向かった。

　キッチンでコーヒーを準備し始めると、松波さんがそばにやってきた。

「誤解させてしまったみたいで、本当にごめんなさい。皓河くんは幼なじみで……。でも、あの子たちの父親ではありません。そういう関係になったことは一度もないと誓います。信じてください」

　彼女は深々と頭を下げる。

「頭を上げてください。それはわかりました」

　皓河さんが彼女や子供たちをわざわざ連れてきたのは、きっとやましいところがないからだ。

「育児でよれよれになっていた私を見かねた皓河くんが、助けてくれたんです。それから手を貸してくれるようになって……。でも、本当にそれだけです」

　松波さんは何度も必死に訴えてくる。その様子から、皓河さんは本当に彼女を助けただけなのだなと思えた。

　彼女はまだなにか言いたげだったが、子供たちが戻ってきた。

「きれきれーしてきた」

　松波さんのところに駆け寄り、自慢げに両手を見せるふたりがかわいらしい。

「それじゃあ、食べようね。フォークでいいですか？」

「はい、すみません」

「皓河さん、運んでもらえますか」

　私が皓河さんに牛乳とフォーク、そしてお皿をお願いすると、彼は優しい表情でうなずく。

　テーブルでケーキを取り出してもらっている間にコーヒーを淹れ、運んだ。

「玲央、いちご！」

「真央も！」

　松波さんを挟んで右に玲央くん、左に真央ちゃん。ふたりは大きなショートケーキに大興奮だ。

「ごめんなさい。ふたりともいちごが好きで」

「もちろん、どうぞ」

「和奏さんはどれにされますか？」

　松波さんは、対面に座った私に聞いてくれる。

「松波さんが先にお選びください」

　きっといつもふたりの希望を優先しているのだろうなと思った私は、そう伝えた。

「いえ、いきなりお邪魔しましたし」

「お言葉に甘えておけ。和奏は優しいから」

　私の隣の皓河さんが、そんなふうに言う。

「それじゃあ……フルーツタルトを」

「和奏はこっちだな」

　皓河さんは残ったふたつのうちのチョコレートケーキを私の前に置いた。もうひとつは、子供たちと同じいちごのショートケーキだったのだが、チョコレート好きの私を知っていてのことだ。

「お手々合わせて。いただきます」

　松波さんが子供たちに促すと、ふたりはケーキに目が釘付けになりながらも、きちんと手を合わせて「いただきましゅ」と声をそろえた。

　フォークをつかんだ玲央くんは、ケーキを大きく切って口に入れようとするが、大きすぎて全部入らずこぼれ落ちそうだ。

「慌てないの」

　松波さんはすぐさま気づいて皿を口の下に置き、落ちてきたケーキを受け止めた。

　真央ちゃんは上にのっている大きないちごを大胆に突き刺して、これまたひと口。

「ふふふー」

　そして、機嫌よく鼻歌を歌いだす。お気に召したようだ。

　そんなふたりに優しい眼差しを注ぎ、頬を緩めている皓河さん。まるで父親のようだと嫉妬してしまったけれど、こんなかわいらしい子たちを前にしたら、きっと誰だってこうなる。

「ママぁ」

　もう一度フォークで刺したものの、うまく口に運べなかった玲央くんは、涼しい顔をして食べ進む真央ちゃんより少し不器用なようだ。

「もー。あーんして」

　すると松波さんがケーキをフォークにのせて、玲央くんの口に入れた。

「おいちぃ！」

　玲央くんの笑顔が弾けているのは、きっとママからの愛も感じているからに違いない。

　私がその様子を観察していると、真央ちゃんが気づいた。

「こーがくーん。わかなしゃん、食べれないって」

「え？」

　意外なことを言いだす真央ちゃんに、目が点になる。

「気づかなくてごめん」

「えぇっ、私は大丈……」

「あーん」

　双子がかわいいなと観察していただけで、決して食べられないわけじゃない。……って、そんなことは、皓河さんもわかっているか。

　それなのに彼は、私のケーキをフォークに取り、口の前に差し出してくる。

　松波さんの前では恥ずかしいと思ったら、小さな四つの目がじっと私を見ているのにも気づいて顔が沸騰しそうだ。

「わかなしゃん、嫌い？」

「大好きだよ」

　せっかく買ってきてくれたケーキが嫌いだと思われては申し訳ないと慌てて伝える。すると玲央くんがにんまり笑って口を開いた。

「こーがくん、大しゅきだってー」

　えっ、皓河さんを好きかどうか聞いたの？

「おう。俺も好き」

　皓河さんもなに言ってるの？

「しゅきぃ！」

「しゅき！」

　さすがは双子。声がそろう……と感心している場合じゃない。

「あっ、違うの」

「嫌いなのぉ？」

　否定すると、真央ちゃんは途端にしょげてしまった。

「好きよ」

「しゅきぃ！」

　満面の笑みで笑うふたりに、完敗だ。

「ほら、あーん」

　うれしそうな皓河さんが、もう一度促す。にこにこして見ている双子の前で拒めないと思い口を開くと、濃厚なチョコレートケーキが口の中に入ってきた。

「おいしい？」

　皓河さんに尋ねられ、口の中がいっぱいの私はうなずく。すると子供たちは満足したように、再び食べ始めた。

「こーがくん、わかなしゃんのきらきらは？」

　真央ちゃんが皓河さんに尋ねる。すると皓河さんは飲んでいたコーヒーを噴き出しそうになり、むせた。

「大丈夫ですか？」

「平気。真央、それはしーっだ」

　皓河さんは口の前に指を立てて、焦っている。

「きらきら、きれー。わかなしゃん、お耳にちゅけるの」

　玲央くんまでなにか言いだし、皓河さんは天を仰いだ。

「内緒よ、ふたりとも」

　松波さんも慌てだして、なにが起こっているのかと首を傾げる。

「なんでぇ？　玲央、でんちゃ」

　もしかして、クリスマスプレゼントの話？　耳につけるきらきらって、ピアスのことだ、きっと。

「真央、お人形しゃん。おーきいやつ」

　真央ちゃんは手を広げて大きさを示している。

「黙ってろって言わなかったな、俺」

　皓河さんは納得しつつも、がっくり肩を落として私に視線を送る。

「まあ、そういうことだ」

「わかりました」

　私が笑いを噛み殺していると、子供たちは不思議そうな顔をしていた。

　食べ終わったふたりの手や口をきれいに拭いている松波さんは、自分はまだケーキを半分しか食べていない。子供たちの世話でそれどころではないのだ。

「玲央、真央。手を洗いに行くぞ」

　それに気づいたのか、皓河さんがふたりを連れて、再び洗面所に向かった。

　三人を見送った松波さんが、深々と頭を下げてくる。

「いろいろごめんなさい」

「大丈夫です。ケーキ、今のうちに食べてくださいね」

　この短時間でも双子の育児の過酷さを垣間見た。クマができているのはそのせいだろう。

「はい」

　彼女はそう返事をしたのに、フォークを置いてしまった。

「このたびは本当に……とんでもない誤解をさせてごめんなさい。反省してます」

「あっ、いえ。びっくりしましたけど、育児に奮闘されている松波さんを放っておけなかったんだろうなって、今の様子を見ていてわかりました」

　皓河さんはそもそも面倒見がよすぎるのだ。私だってその優しさに救われて、平穏な日常を取り戻せた。

「皓河くんは、兄の事故があってからずっと私のことを気遣ってくれて――」

　兄？　事故？

「もしかして、保さんの妹さんですか？」

　たしか、ナースになったと話していた。

「兄をご存じでしたか」

「はい。妹さんだったんですね」

　保さんを見殺しにしてしまったと感じている皓河さんは、妹の彼女のことをずっと気にかけていたのだろう。

「事故のとき私も現場にいて、ショックで家から出られなくなりました。それを知った皓河くんと大河くんが、毎日学校帰りに会いに来てくれたんです。でも、出かけようなんてまったく急かさないんですよ。ただ一緒にお菓子を食べて『おいしいね』と言うだけ。私はそれに救われて、徐々に外出できるようになったんです」

　彼女は悲しげな表情で続ける。

「それからふたりは、私をずっと導いてくれました。皓河くんは、シングルで子供を生んだ私を放っておけなかったんだと思います。皓河くんが和奏さんと結婚したのはもちろん承知していました。新婚生活を邪魔するのは申し訳ないと思って、会うのは控えていたのですが、結婚前にクリスマスプレゼントを買ってくれると約束したのを子供たちが覚えていて……。ごめんなさい」

　そうか。約束していたんだ。それなら守らなければ。

「皓河くんが私のことを和奏さんに打ち明けなかったのは、多分……あの子たちの父親が誰だか気づいているからだと思います。誰にも知られたくないという私の気持ちを汲んで、説明しなくて済むようにしてくれたんだと」

　皓河さんも父親に心当たりがあるような話をしていた。

「その結果、和奏さんを苦しめてしまいました。本当にごめんなさい。このままではモヤモヤしたままだと思うので……」

　彼女はそんな前置きをしてからテーブル越しに身を乗り出して、私の耳元でその父親について言及した。

「あ……」

「だから、皓河くんは絶対に父親ではありません。でも、お願いです。父親のことは黙っておいていただけませんか。皓河くんにも、ほかの人にも」

　私は皓河さんが松波さんや双子にかかわる理由に納得して、うなずいた。

「わかりました。決して言いません。でも……松波さんも幸せになってください」

　そう伝えると、彼女は目に涙を浮かべる。

「ああ、もう。泣くなんて、らしくないな。皓河くんも和奏さんも優しすぎます」

　彼女は笑顔を作り、頬に流れた涙を拭った。




　それからリビングに戻ってきた子供たちを連れて、松波さんは帰っていった。子供たちはまだ皓河さんと遊ぶ気満々だったのだが、松波さんが気を使ってくれたのだ。

　三人をマンションの下でタクシーに乗せてから戻ってきた皓河さんは、キッチンで皿を片づけていた私の隣にやってくる。

「和奏。本当にごめん」

「もうわかりましたから、謝らないでください」

「だけど……」

　彼は苦しそうに顔をゆがめる。

「私、知ってるんです」

「なに、を？」

「皓河さんがとびきりおせっかい焼きで、優しいこと。だから私は今こうして穏やかな日常を送れるんだし」

　そもそも、そういうところが好きなのだ。

「でも、ひとつ約束してください」

　私は手を拭き、彼と向き合った。

「うん、なんでも」

「私以外の女性ひとを好きにならないで。もうずっと、私だけの皓河さんでいて」

　そう訴えると、彼はうれしそうな、それでいて泣きそうな顔をして私を抱きしめた。

「当然だ。俺のほうが離れられない」

「よかった……」

　そうつぶやくと、熱いキスが降ってきた。

　それからソファに移動して、松波さんの話をしてくれた。

「松波――初はつ音ねは、亡くなった保の妹なんだ」

「はい。聞きました」

　私が答えると、彼はうなずいて再び口を開く。

「彼女は以前、明正大学病院でナースをしてた。だけど突然大学病院を辞めて、行方をくらましてしまったんだ。そのときは、彼女が妊娠していたことを知らなかった。でも、ちょうど一年くらい前の寒い夜に、玲央がインフルエンザで熱性けいれんを起こして、救急車で野上に運ばれてきて。そのときの当直が俺だった」

　一年前ということは、そのとき玲央くんはまだ一歳くらいだ。ナースとはいえ、初音さんは心配でたまらなかっただろう。

「けいれん自体はすでに止まっていたし、ほかに異常はなかったんだけど、真央も初音もインフルエンザ陽性で。実は熱が一番高かったのは初音なんだ。病院に着いたとき、四十度近くあった」

　同じ家で暮らしていれば、うつってもおかしくはない。それでも、玲央くんを助けなければと必死だったに違いない。

「普通ならそのまま帰宅させるんだけど、空いていた個室に三人そろって強制入院させた。初音の両親は保の事故からギクシャクし始めて離婚していて、初音はお父さんとは連絡すら取っていない。お母さんは数年前に病気で亡くなっていて、頼れる人が誰もいないんだ」

「その熱でふたりの看病をしていたなんて……」

　私が口を挟むと、彼はうなずいた。

「ひとりで生むと決めたのは自分だという責任を感じているから、頑張りすぎるんだろう。でも、このままでは初音も倒れると思って、ドクターストップをかけたんだ。結果、すぐに熱は下がって翌日に退院できたんだけど、一日ですら休めない過酷な生活をしているとわかった」

　両親がそろっていても子供がひとりでも、育児はてんてこ舞いだと聞く。それなのに誰にも頼れない状況で双子の子育てに奮闘していたと思うと、初音さんの覚悟を感じた。

「それを機に彼女の生活を聞いたら、個人病院で夜勤もバリバリこなしていると知って……。病院内に託児所があるようだったけど、さすがに無茶しすぎだと思った。それで日勤のみで募集していた野上の整形外来を紹介して、今に至る」

　日勤のみの勤務の今でさえ、クマができていた。夜勤もこなしていた頃はさらにボロボロだったのではないだろうか。

「すごい人……」

「俺もさすがに脱帽だ。救急の仕事も過酷だけど、家に帰れば眠れる。でも初音は、夜泣きするふたりを抱えてあまり眠れなかったそうだ。それでも踏ん張れたのは、玲央と真央を一人前に育てなければという使命感があったからだろう。母は強いと感心した」

　私は深くうなずいた。自分にそんな生活ができる自信はない。

「でも、初音が強いからといって放っておけばいいというものでもないと思った。それで時々、初音を休ませるために、子供たちの遊び相手になっていたんだ。玲央と真央が俺になついてるのはそのせいだ」

　たしかに、彼女は自分から弱音を吐いたりはしなそうだ。皓河さんのようにストップをかける存在がいなければ、どこまでもエンジン全開で走り続け、いつかパタッと倒れてしまう気がする。

「初音は、父親が誰なのか口を割らない。だから俺も、触れないようにしてた。ただ、和奏には伝えておくべきだった。不安にさせて、本当にごめん」

「いいんです。わかりましたから」

　初音さんから父親について聞いて、皓河さんが私にも黙っていた理由はなんとなく察している。初音さんについて触れれば、父親が誰なのか勘ぐってしまうだろうから。

「でも、今度玲央くんと真央ちゃんと遊ぶときは、私も連れていってください。あっ、初音さんに休んでもらって私たちが預かるのもいいですね。子育てを知るいい機会になりそう」

　正直なところ、子供は欲しくてもどんなふうに成長していくのか知らない。何歳でどんな苦労があって、なにを乗り越えて……と知っておくのもいい。

「まったく、和奏は」

　育児未経験のくせして大口を叩くなとあきれられた？と思って彼を見ると、いきなり肩を抱き寄せられた。

「本当にいい女だ。俺にはもったいない」

　彼はそう言うと、私に優しい口づけをした。




　教会の見学はまた今度だと思っていたのに、夕方から出かけるという。

　私が一目惚れした『ローズパレス』という教会は、森の中にひっそりとたたずむかわいらしい教会だ。決して大きくはないけれど森の妖精たちが祝福してくれそうな雰囲気で、温かい挙式が叶いそうだと思ったのだ。

　教会が近づくにつれ、ワクワクしてくる。いくつかすでに見学したが、こんな感覚は初めてだった。

「イメージ通り」

　寒い時季なので、周囲の木々は葉を落としているものもあるけれど、きっと春になったらもっと素敵になる。

　冬はあまり使われない教会なのかなと思っていたら、突然イルミネーションが光りだして驚いた。日が落ちてきたため、点灯したのだろう。

「うわー」

　プレジール前の大通りもキラキラと幻想的だけれど、ここはまたひと味違う。光源は柔らかな色で統一されていて、おとぎ話の世界に足を踏み入れたかのような気分だ。

「きれいだな」

「皓河さんと一緒に、イルミネーションを見たかったんです。叶っちゃった」

　そう口にしながら彼を見上げると、そっと腰を抱いてくれる。

「俺もそう思って、イブにイルミネーションが見えるレストランを予約したんだ。耳のきらきらもそのときにと」

「そうだったんですね。うれしい」

　忙しいのにいろいろ考えてくれていたんだ。

「イブはお休みなんですか？」

　私は皓河さんと過ごす初めてのクリスマスだからとちょっとだけ期待して、お休みにしてもらってある。

「勤務日だったんだけど、天沢が新婚ほやほやだから代わってやるって。『お前、捨てられそうで見てられない』とか失礼なこと言ってたけど、本当だったな」

「捨てるなんて」

　ありえない。

「和奏。俺、捨てられないように必死に頑張る。でも、間違ったこともするかもしれないし、意図せず和奏を傷つけることもあるかもしれない。だけど、俺が一生愛したいのは和奏だけ。だからそういうときは、遠慮なく言って。絶対に別れたくないから」

　別れたくないのは私も同じだ。

「皓河さんもですよ。すれ違いたくない」

　私も思いを打ち明けると、彼はうれしそうに微笑む。

「うん。幸せになろうな」

「はい」




　桜の花びらが薄いブルーの空を舞う四月の初旬。

　私たちは見学に行って即決したローズパレスで結婚式を挙げた。

　右腕の傷が気になるので、ウエディングドレスは七分袖に。上半身はシンプルにして、左肩にだけ花のモチーフをつけてもらった。一方スカートは、アシンメトリーでふわふわに広がるゴージャスなデザイン。

　オーダーだったので、仮縫いやサイズ調整の際に何度か纏ったけれど、皓河さんはそのたびに目を細めて褒めちぎってくれた。

　それなのに今日、メイクもヘアアレンジもすべて終えた状態で会ったとき、深いため息をついた彼は、『世界一きれいだ』という、とんでもなく大げさな言葉をくれた。しかも当の本人はいたって大真面目で、まったくお世辞を言っているふうでもなく、うれしいやら照れくさいやら。

　しかし、そう思ってくれる彼と夫婦になれたのは、本当に幸せだ。

　その後、初めて皓河さんのお兄さんの大河さんと会えた。

　アメリカ留学を終えて帰ってきたばかりだという彼に面会して、絶句した。双子だとは聞いていたけれど、あまりにそっくりだったからだ。

　ただ、髪型はさすがに違う。皓河さんが右分けで大河さんが左分け。ほかに異なるのは、皓河さんは右目の目元に小さなほくろがあるけれど、大河さんは唇の右下に小さなほくろ。

　背丈までほぼ同じで、ふたり並ぶとどっちかわからないとよく言われるそうだが、私はなぜか簡単に見分けがつく。見分けがつくというより、皓河さんがわかるのだ。

　これが愛の力かしら？なんて考えたことは彼には秘密だ。

「まさか皓河がこんなにきれいな奥さんを捕まえているとはな。お前、電話だけで頑なに写真送らないから」

「いいんだよ。和奏のかわいさは俺だけが知ってれば」

　むずがゆいようなことを言われて、目が泳いでしまう。

「お前、大学に戻るのか？」

　皓河さんが問うと、少し眉を上げた大河さんは口を開く。

「そうするつもり。でも、その前にやらないといけないことがある」

　仕事の前にやらないといけないこととはなんだろう。

　気になったものの、初対面の人に根掘り葉掘り聞けない。

「こんなめでたい日に、俺の仕事の話はどうでもいいよ。和奏さん、これからよろしく」

　大河さんに手を差し出されて握った。彼も温かそうな人で、そして歓迎してもらえてホッとした。

　ところが、隣の皓河さんは顔をしかめて、私たちの手を引き離す。

「和奏に触るな」

「嫉妬心丸出しか。お前、変わったな。〝クールで仏頂面の堀田先生〟で有名だったのに」

　そうなの？

　たしかに救急での彼は、凛々しい表情でてきぱきと処置をしていたけれど、私の前では甘々の旦那さまなのに。

　ただ、色恋沙汰で職場をめちゃくちゃにされたくないと思っていた彼は、あえてそう振る舞っていたのかもしれない。

「お前だって、〝凍えそうなほど冷酷な堀田先生〟なんだろ？　お互いさまだ」

　やっぱり双子。似たようなニックネームがついている。けれど、大河さんも冷酷そうにはまったく感じない。

「興味のないやつに、愛嬌を振りまく必要ある？」

「ないな」

　意見が一致したふたりは、クスッと笑った。

　右の口角を少し上げる笑い方まで似てる……。

「ま、そんなことどうでもいいや。和奏さん、堀田家にようこそ」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　私が頭を下げると、皓河さんはうれしそうに微笑んだ。




　多くの人たちに祝福されて無事に挙式を終えた私たちは、再び慌ただしい日常に身を任せている。

　新緑がまぶしい五月。

　皓河さんは相変わらず救急の仕事が忙しく、先日も当直で朝までの勤務だったはずなのに、帰ってきたのは十四時を回っていた。どうやら夜勤帯で入った患者のオペに時間がかかったらしい。

　そういうときは、帰ってくると泥のように深い眠りにつくのだけれど、寝つくまで私に隣にいてほしいとねだる。

　大人で常に毅然としている印象の彼が、私の前だけで甘える姿は、キュンとするし守ってあげたいというような気持ちになる。

　といっても、守られているのは間違いなく私のほうだ。

　今日は皓河さんはお休みで、私だけプレジールに出勤している。なかなか休みが合わなくて残念だけれど、仕方がない。

「和奏ちゃん、今日旦那さんとデートでしょ？」

　十七時半の終業間際になり、バックヤードで片づけに勤しんでいると、レジを担当していたあかりさんがやってきた。

「なんで知ってるんですか？」

　今日は皓河さんとディナーに出かける予定なのだけれど、あかりさんに話した覚えはない。

「だってお迎えに来てるんだもん」

「えっ？」

「『いつもおいしいコーヒーをありがとう』だって。あのバリトンボイスでささやかれたら、他人のものだとわかっていてもキュンキュンしちゃう。疲れた体に萌もえをありがとうございます」

　客席のほうに向かって二度手を叩き、拝むあかりさんがおかしい。

　そんな彼女も恋をしているようだけれど、うまくいっているのかな？

　いや、それより……。

　そっと客席のほうをうかがうと、お気に入りだという窓際の席で、皓河さんがパソコンになにかを打ち込んでいる姿が見えた。

　最近は留学から戻った大河さんに触発されて、救命救急に関する論文を書いているのだが、おそらくそれだろう。

　我が夫ながら、本当にかっこいい。

「五時半回った。ほら、早く着替えて」

　あかりさんのほうがなんだか楽しそう。素敵な同僚に恵まれて幸せだ。

　先日、一緒に買い物に行ったときに皓河さんに買ってもらった、ミントグリーンのフレアスカートは、もちろんデートのためにはいてきた。

　更衣室で口紅を引き直すのは、皓河さんの前ではいつもきれいでいたいからだ。

「お待たせしました」

　コーヒーカップを口に運んでいた皓河さんにそっと近づいて話しかけると、彼は驚いたように目を見開く。

「気配消してくるなよ」

「皓河さんだって、来るとは聞いてませんよ？」

「待ちきれなかったんだから、しょうがないだろ」

　彼はそうやって私を喜ばせるからずるい。

「さて、行こうか。イタリアンを予約したんだけどいい？」

「もちろん」

　彼のセンスに任せて間違いはない。いつもおいしいお店に連れていってくれる。

　ビルを出るとき、ちょうど一緒になったあかりさんを見つけた彼は、にこっと笑って会釈してくれた。

　彼女が萌えを吸収し、心の中で拝んでいる姿が目に浮かんで笑みが漏れる。

「なに笑ってるんだ？」

「なんでもないです」

「気になるな。吐け」

　皓河さんは、顔をのぞき込んでくる。

「なんでもないですって」

「あっ、そう。嘘つくんだ。お仕置きだな」

　お仕置きってなに？と首を傾げた瞬間、唇が重なった。

「えぇっ」

　周囲は人でいっぱいなのに、堂々とキスなんて……。

「あー、残念。和奏の真っ赤な顔が見たかったのに、夕日でわからないや」

「こんなところで、やめてください」

「幸せだからしょうがない」

　どんな理屈よ。

「和奏は幸せじゃないの？」

「幸せ、です」

　心が幸福で満たされて、溺れそうなくらいだ。

「レストラン、キャンセルする？」

「どうして？」

　楽しみにしていたのにと尋ねると、彼は私の耳元に口を寄せる。

「抱きたいからに決まってるだろ」

　そしてそんなひと言に、目をぱちくりする羽目になる。

「体力つけてからのほうがいいか」

「もう十分だと」

　昨晩も三回した。私は気絶するように眠ってしまったのに、彼はまだ物足りなかったようだ。

「俺じゃなくて、和奏の体力。今日は五回を目標に」

「しません！」

「冷たいな」

　おかしそうに白い歯を見せる彼は、指を絡めて私の手を握り、歩きだした。

「和奏」

「ん？」

「ありがとな。お前がいてくれるから、俺は毎日頑張れる」

　彼は出会った頃よりずっと表情が柔らかくなった。〝クールで仏頂面の堀田先生〟はどこにもいない。

　私の力なんてちっぽけだけど、毎日奮闘している彼の癒やしになれていればいいな。

「私もです。皓河さんがいてくれるから、なにがあっても、もう大丈夫」

　この先、楽しいことばかりではないかもしれない。けれど、彼とこうしてしっかり手をつないでいれば、必ず乗り越えられる。

　見上げてそう伝えると、もう一度唇が重なった。

　――朱色の夕日に照らされた私の頬は、きっと真っ赤に染まっているに違いない。
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あとがき




　和奏と皓河の物語はいかがでしたでしょうか。

　この作品を担当さんに提出した少しあとに痛ましいストーカー事件が起こり、背筋が凍りました。被害者の方のご冥福をお祈り致します。

　実は私もストーカー被害に遭ったことがあります。その頃は今ほどストーカーが騒がれてはいませんでしたし、私の場合は相手が誰かわからなかったのもあり、警察に訴えようとは考えもしませんでした。でも、ずっと見られていると知って恐ろしかった……。とあることをきっかけにストーカー行為はなくなったのですが、エスカレートしていたらとぞっとします。ターゲットになってしまうと、和奏のように今の生活を捨てて逃げなくてはならないなど、理不尽という言葉しか浮かびません。そんなふうに執着されても〝好き〟には絶対にならないのに。警察も四六時中警護できないでしょうし、かといって自分でボディガードをお願いしたら莫大な資金が必要でしょうし。とても難しい問題ですね。人間に備わったいろいろな感情は人生を豊かにしてくれますが、一歩間違うと不幸も招きます。私も不用意な言葉で意図せず誰かを傷つけてしまうことがあります。自分本位にならないようにもっと気をつけなければと、今日も反省したばかりです。




　今回は、いつもとは少し趣向を変えて、関連作の二カ月連続刊行となっています。担当さんにこの企画をお聞きしたとき、私は作品をリンクさせるのがあたり前なのですがどうしましょうとお話ししました。それからあれこれ考えて、いつもよりかかわりを密に？連続作だからこそお楽しみいただけるように書いたつもりです。次作では兄の大河が活躍します。そんな来月刊も合わせて読むと楽しみが増し増しになるはずですので、お手に取っていただけるとうれしいです。二作だけでなく、あれもこれも関連しているような気がしなくもないですね。天沢、倉田、高原という名前にピンときた読者さま、いつもありがとうございます。来月刊でもうひとり加えていただけますと幸いです。




佐さ倉くら伊い織おり










熱い夜の始まり　Ｓｉｄｅ皓河




　昨日晴れ渡ったせいで放射冷却が強まり、一歩外に出ると吐く息が白く染まる十二月二十四日の朝。九時半にようやく当直勤務を終えた俺は、スクラブを脱ぎながら大きなため息をついた。

　昨晩は、俺が勤務に入るのを待っていたかのように立て続けに救急車が入り、同僚の救急医と激務をこなした。

　年末年始は忘年会や新年会で飲みすぎて急性アルコール中毒で運ばれてくる患者が増えるが、昨日もふたり。無理やり飲まされるケースもあるようだけれど、調子に乗って飲みすぎたと聞くと正直勘弁してくれと思う。治療を拒否するようなことはないものの、医師の手は限られている。処置中に重篤な症状の患者が運ばれてきたら、助けられる命が助からない可能性だってあるのだ。

　そんなやるせない気持ちを抱えて病院を出たものの、頭上に広がる青空を見上げてすーっと息を吸い込むと気分が晴れてくる。

　こうして気持ちの切り替えがうまくできるようになったのは、和奏に出会ってからだ。最愛の妻に支えてもらえるというのは幸福なこと。俺も彼女を支えられる夫でいたい。

　クリスマスイブの今日は、彼女とデートの約束をしている。

　早く帰らなければ。

　車に乗り込んだ俺は、家路を急いだ。




　満面の笑みで迎えてくれた和奏と一緒に遅めの朝食を楽しんだあと、少し眠ることにした。すぐにでもデートに行きたい気分だったが、昨晩は一睡もしていないので、さすがにふらふらだ。

「ごめんな」

　食器を片づけ始めた和奏に謝ると、笑顔で首を横に振る。

「なに言ってるんですか。当直、お疲れさまでした。ゆっくり休んでください」

　勤務形態が不規則で、和奏には随分寂しい思いをさせていると思う。けれど彼女は、救急医である俺が誇りだと言ってくれる。

「ありがと。寝る前にしてほしいな」

「なにを？」

　少し首を傾げて上目遣いで俺を見つめる和奏は、自分の魅力にもう少し気づいたほうがいい。こんな愛くるしい姿をほかの誰にも見せてほしくない。

「おやすみのキス」

「そんな……」

　ベッドの中では色香たっぷりに俺を翻弄するくせして、いつまで経っても初心な彼女は顔を真っ赤に染める。

「してくれたら、深く眠れる」

　これは嘘じゃない。幸せで心が満たされるおかげか、疲れがしっかり取れるのだ。

「なあ、ダメ？」

　こうやって甘えられるのは和奏だけ。しかもあたふたする彼女がかわいくて、少し意地悪したくなる。

「そ、それじゃあ目をつぶってください」

「しょうがないな」

　素直にまぶたを下ろすと、柔らかい唇が重なった。すぐに離れていこうとするので、腰をがっちり抱き寄せて舌を滑り込ませる。

「ん……」

　するとたちまち鼻から抜ける甘いため息が聞こえてきて、このまま押し倒したい衝動に駆られた。しかし、今夜はとびきり熱い夜にしたいので我慢だ。

「ぐっすり眠れそう。おやすみ」

　耳元でささやくと、放心している和奏はコクコクうなずいた。




　しっかり体を休められた俺は、深いボルドーのワンピースに白いコートを羽織った和奏とデートに出かけた。

　さすがはクリスマスイブ。イルミネーションを楽しむために向かった繁華街は、どこもかしこもカップルでいっぱいで、少々圧倒される。けれど、やっぱり和奏が一番いい女だ。

　地味めの色の服を好んで着ていた彼女に明るい色を勧めたのは俺だ。ボルドーのワンピースも一緒に選んだもので、白い肌によく映える。

　目鼻立ちがはっきりしているうえ姿勢のよい和奏は、どんな服でも着こなす。今日もすれ違う男が必ずと言っていいほど和奏をちらちら見ていくので、〝俺の女だ〟というけん制の眼差しを送るのに忙しい。

　けれど当の本人はまったく気づいている様子もなく、クリスマスのデコレーションが施された街並みを楽しんでいる。

「きれい」

　日が傾き始めるとイルミネーションが一斉に点灯しだして、幻想的な雰囲気に包まれた。

　挙式をしたローズパレスに見学に行った日を思い出して、頬が緩む。あのときの和奏は、妖精が住まう森に迷いこんだ天使のようだった。

　今日は人が多くてまた違った雰囲気ではあるけれど、和奏の柔らかな笑みを見ていると俺まで幸せな気分になる。

「あっちもきれい」

　少し興奮気味の彼女が、珍しく俺の腕を引く。

「はしゃいでごめんなさい。つまらないですか？」

　俺の顔を見た和奏が慌てているけれど、そんなわけがない。

「楽しいよ。すごく、楽しい。だけど、イルミネーションより和奏の笑顔がきれいで」

　見惚れていただけ。

「えっ……」

「こんなに魅力的な女が俺の妻なんだなって、幸せを噛みしめてたんだ」

　本音を漏らすと、彼女は目を丸くしている。

「冗談言わないでください」

「冗談なんかじゃないさ。和奏が隣にいてくれるだけで、すごく穏やかな気持ちになれるんだ」

　どんなに大変な症例に対峙したあとでも、顔を見て、触れて、会話を交わして……そうしているうちに疲弊した心がしっかり立ち直る。心に刺さっていた棘が抜けていくような感覚とでもいうのか。

「そっか。よかった」

　恥ずかしそうにはにかむ彼女は、やっぱり天使だ。俺だけの天使。

「でも、皓河さんだってそうなんですよ。こんな素敵な人が私の旦那さまなんだっていつも幸せを噛みしめてます。こうやって一緒にいられるだけで……ちょっと浮かれちゃう」

　そんなにかわいいことを言うと、ますます惚れるじゃないか。

　恥ずかしがってなかなかこういう本音を漏らさない彼女だけれど、クリスマスイブという特別感が素直にさせるのだろうか。俺も彼女に愛を叫びたくてたまらない。

「俺も。だから許せよ」

「ん？」

　大きな目を見開ききょとんとしている和奏を引き寄せて、キスを落とす。

「ちょっ……」

「浮かれてるから仕方ない」

「もう！」

　ぷうっと頬を膨らませる彼女も愛らしくて、にやけてしまう。相当重症だな、俺。和奏中毒だ。




　イルミネーションを楽しんだあとは、ホテルの最上階にあるレストランでフレンチを楽しむ。

「もうバレてるけど」

　ワインで乾杯したあと、プレゼントのピアスが入ったジュエリーボックスを渡す。

　玲央と真央がピアスについて話し始めたときは焦りに焦ったけれど、まあこれもいい思い出になりそうだ。

「ありがとうございます。開けてもいいですか？」

「もちろん」

　満面の笑みを浮かべる和奏は、リボンをほどいて中のピアスを取り出した。

「ほんとだ、きらきら。素敵」

「あはは」

　選んだのは一粒ダイヤのピアスだ。いろいろ見たのだけれど、余計な装飾が施されたものよりシンプルなこのピアスが純真な和奏にぴったりだと思ったのだ。

「つけてみてもいいですか？」

「うん」

　うきうきしながらピアスをつける様子を見ているだけで、胸が温かくなる。

「どう、ですか？」

「すごく似合ってる」

「よかった。大切にします。本当にありがとうございます」

　こんなに喜んでくれるなら、いくつでもプレゼントしたい。けれど、デートのたびに欲しいものを尋ねても、ケーキくらいしかねだらないのだ。しかも『皓河さんと一緒にいられるだけで十分です』なんてダイヤより輝く笑顔で言われ、愛おしさが爆発して抱きつぶすを繰り返しているような。

「実は私も……」

　彼女はバッグの中から取り出した包みを俺に差し出す。

「プレゼント、用意してくれたの？」

「なにがいいのかわからなくて。クリスマスプレゼントぽくないんですけど……」

　心配そうに俺を見つめる彼女の前で包みを解くと、聴診器が出てきた。

「いろいろ聞いて救急医でもこれで大丈夫だと言われたんですけど、使えますか？」

「もちろん。これ、一番いいモデルじゃない？」

　少し前に、天沢と同じ聴診器を使っているから時々間違えそうになると話したのを覚えていたに違いない。

　救命救急科では、落ち着いたブルーのチューブの聴診器を使っているドクターはいない。もう間違えなくて済む。

「お仕事のものですみません」

「仕事中も和奏と一緒にいられるみたいでうれしいよ」

　きっとなにがいいか、いろいろ悩んだのだろう。その心遣いがありがたいし、和奏が俺の仕事を応援してくれているのが伝わってきて、自然と笑みがこぼれる。

「俺、もっと頑張って一人前の救急医になるから」

「もう十分ですよ」

「いや。まだまだだ」

　次々と新しい治療法が出てくるし、薬剤や医療機器もそう。生涯勉強し続けなければならないが、もちろんその覚悟はある。

「だから、和奏に協力してほしい」

「協力って、なにを？」

　彼女は不思議そうに尋ねるけれど、彼女の存在がどれだけ励みになっているのか気づいていないんだろうな。

「ずっとそばにいて、俺がへこたれたときは叱ってほしい。疲れたときは癒して」

「叱るなんてとんでもない。でも……癒しになれるように頑張ります」

「ありがと」

　俺も頼るばかりでなく、彼女の癒しになれるようにしなくては。




　コース料理を満喫したあと、珍しく少し酔って足取りがおぼつかない和奏を支えながら店を出てエレベーターに乗り込む。

「あれっ、違う？」

　俺が押したボタンを見て和奏は声をあげるが、間違ってはいない。

「部屋を取ってあるんだ」

「それでさっきフロントに寄ったの？」

　絶対に帰るまで我慢できなくなると部屋を予約しておいたのだが、正解だった。とろんとした潤んだ目で見つめられてはたまらない。

「初めてのクリスマスだから、特別な日にしたくて」

　なんて、来年も予約しそうだけれど。

「うれしい」

　しっかり呂ろ律れつは回っているものの、彼女はやっぱり酔っている。俺の胸に飛び込み体を預けてきた。

　今朝までは無茶な酒の飲み方に腹を立てていたが、こんな酔い方なら大歓迎だ。

　エレベーターのドアが開くと、和奏の腰を抱いて廊下を進んだ。そしてルームキーで部屋のドアを開け、彼女を押し込んですぐさま口づけを落とす。

「はぁ……」

　いつも以上に官能的で甘いため息が耳に届き、感情が高ぶる。

　まずい。完全にスイッチが入った。ベッドに行くのももどかしく、ここで犯してしまいたい。

　いや、抑えろ。和奏に嫌われる。

　激しい葛藤をしながら唇を離すと、和奏が俺の首に手を回して抱きついてきたので驚いた。こんなことは初めてだからだ。

「早く」

「ん？」

「早く抱いて」

　これは幻聴なのか？

　恥ずかしがり屋の和奏の口から漏れた言葉だとは信じられず、少し体を離して彼女を見つめる。

「もっとキスして。皓河さんが好きなの」

　上気した頬に、少し濡れた唇。欲情にかられた愛しい妻の姿を見て、冷静でいられるわけがない。理性なんてあっけなく飛んでいく。

「俺も好きだ。一生離さない」

　俺は彼女を壁に押しつけて、激しく唇を貪りながらワンピースのファスナーに手をかけた。

　――俺たちの熱い夜がこれから始まる。
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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